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昨
年
は
、
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
に
振
り
回

さ
れ
た
一
年
と
言
っ

て
も
、
過
言
で
は
な

さ
そ
う
で
あ
る
。
春

に
メ
キ
シ
コ
で
最
初

の
患
者
が
発
見
さ
れ
た
新
型
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
全
世
界
に

広
が
り
、
総
感
染
者
数
の
正
し

い
把
握
す
ら
、
困
難
に
な
っ
て

し
ま
っ
て
い
る
。
日
本
も
例
外

で
は
な
く
、
全
国
的
な
流
行
と

な
っ
て
し
ま
っ
た
▼
死
亡
率
は

ア
メ
リ
カ
や
メ
キ
シ
コ
で
は
一％

弱
と
も
言
わ
れ
て
い
る
が
、
幸

い
な
こ
と
に
、
本
邦
で
は
そ
れ

よ
り
二
桁
ぐ
ら
い
は
低
い
よ
う

で
あ
る
。
不
幸
な
転
帰
を
取
ら

れ
た
方
に
は
本
当
に
お
気
の
毒

で
あ
る
が
、
わ
れ
わ
れ
と
し
て

は
、
こ
の
数
字
は
誇
っ
て
も
よ

い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
▼
国

民
皆
保
険
制
度
と
フ
リ
ー
ア
ク

セ
ス
、
さ
ら
に
抗
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
薬
が
容
易
に
処
方
で
き
る

な
ど
の
条
件
が
そ
ろ
っ
て
い
る

こ
と
が
、
大
い
に
寄
与
し
て
い

る
と
考
え
ら
れ
る
。ま
た
、年
齢

の
高
い
世
代
の
人
々
の
発
症
率

は
、
か
な
り
低
か
っ
た
よ
う
で

あ
る
。
新
型
ウ
イ
ル
ス
と
交
差

免
疫
の
あ
る
ウ
イ
ル
ス
に
感
染

し
た
こ
と
の
あ
る
人
が
多
か
っ

た
の
だ
と
言
わ
れ
て
い
る
▼
し

か
し
、
誰
も
免
疫
を
持
っ
て
い

な
い
Ｈ
５
タ
イ
プ
の
ウ
イ
ル
ス

の
流
行
は
、
も
は
や
時
間
の
問

題
で
あ
る
と
も
言
わ
れ
て
い

る
。
感
染
経
路
の
遮
断
の
在
り

方
や
、
ワ
ク
チ
ン
や
治
療
薬
の

開
発
、普
及
、さ
ら
に
は
医
療
供

給
体
制
を
ど
う
す
る
か
な
ど
、

浮
き
彫
り
に
な
っ
た
課
題
を

し
っ
か
り
と
検
証
し
て
、今
回

の
騒
ぎ
が
、良
い
経
験
に
な
っ

た
と
、
後
に
評
価
さ
れ
る
よ
う

に
し
な
く
て
は
な
る
ま
い
。

障害を持った子ども（人）たちの歯科治療は、時に困難を極めることがある。不安のために治療が行え
ないときもある。特に歯科医院の診療室では、環境が変わったことによるストレスで、その傾向がより顕
著になる。
そんなわけで、施設からの依頼を受けて、ポータブルの歯科治療ユニットを携えて、歯科衛生士ととも

に私が出向くことにしている。障害を持った子ども（人）たちは、施設の中では私の治療に協力的に応じ
てくれることが多い。時に、とびっきりの笑顔で、私を受け入れてくれることもある。信頼関係を感じる
ひととき、この子（人）たちが幸せに生きられる福祉社会をつくることも、私たち保険医協会の歯科医
師・医師に課せられた責務であると自覚させられる。
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明けましておめでとうございます。 

昨年は政権交代があり、民主党中心の政権が誕生しました。これにと

もない、レセプトオンライン請求義務化の見直し、中医協から日医代表

がいなくなるなど、いろいろなことが起こりました。 

また、保団連の休業保障制度の保険業法適用除外の可能性も膨らんで

きました。保険医協会は、政権与党となった民主党石川県選出衆議院議

員３人と懇談し、協会の主張を届ける機会を今後も続けることを確約し

ました。 

今年は、診療報酬改定の年です。様変わりした改定ルールのもとで

2010年診療報酬改定がどのようなものになるのか、協会の最重要事業と

して医科歯科ともに、保険制度の理解と運用を会員の皆様に迅速にかつ

正確にお届けすることに努めていきます。 

保険医にとって、医療制度がどのように変更されようとも、医学・医

療に対する知識、応用技術の研鑽は何よりも大切です。このため、学術

保険部、医療福祉部、歯科部を中心に、以前にも増して、日々の診療活

動のサポートを強力に推し進めていきます。 

勤務医問題は、協会にとっても大きなウエイトを占めるようになって

います。昨年は、アンケート方式による勤務医の意識調査を行いました

が、回収率が想定していたより高く、個々の勤務医の問題意識が高くな

っていることが伺えました。今年度は、この調査により得られた実態を

協会活動に生かしていきます。 

協会の事業は、県内すべての会員に等しく行き渡らせることが求めら

れています。そのため、県中央地区のみならず、能登地区、加賀地区で

の事業展開を目指していきます。 

本紙『石川保険医新聞』の充実ぶりは、すばらしいものがあります。

今年度もこれにますます磨きをかけていきます。また、これを補完する

意味でも、ホームページの充実に力を注いでいきます。 

「頼りになる保険医協会」であるためには、協会の力量アップが求め

られています。それには会員増加がぜひとも必要です。昨年度にもまし

て、組織拡大に努め、協会活動の目的達成をめざして、執行部一同奮闘

する所存です。 

会員の皆様のご協力をお願いして、年頭のごあいさつとします。 

会長　西田　直巳 
　　  （金沢市・小児科） 
 
 

年
頭
所
感 

年
頭
所
感 

年
頭
所
感 

本年もどうぞよろしく 
　　　　 お願い致します 

石川県保険医協会 定期総会 第36回 
日　時 2010年 2月27日（土） 

会　場 

演　題 

金沢都ホテル 
 

18：00～18：50　第36回定期総会 
19：00～20：50　記念講演 

・定期総会…６階「末広の間」 
・記念講演…地下２階「セミナーホール」 

 
あなたの最愛の人が、ある日C型肝炎だと告げられる。いつ？どこで？ 

本人も家族も知らないところで、ウイルスは静かに感染し、そして

広がっていく。血液製剤を通して生み出された感染の悲劇は、肝臓癌

の恐怖を抱えながら、長く苦しい戦いを患者さんたちに強いる。 

この問題は過去のものではありません。 

今私たちの目の前にある危機なのです。この国の何が問題なのか？

　再び同じ悲劇を繰り返さないために共に考えませんか。 

記念講演 

【記】 

Ｃ型肝炎訴訟に係わって感じたこと、再び同じ悲劇を 
繰り返さないために 
 

講　師 

と　き 

ところ 

薬害肝炎訴訟原告  衆議院厚生労働委員  福田衣里子氏 
 
2010年 2月27日（土）午後7時～午後8時50分 
 金沢都ホテル・地下2階セミナーホール 
（JR金沢駅東口正面　電話076－261－2121） 

参加費 
無料 

主　催　石川県保険医協会 
後　援　石川県、金沢市、石川県医師会、石川県歯科医師会、 
　　　　石川県看護協会、石川県薬剤師会、石川県社会保障推進協議会、 
　　　　医療・福祉問題研究会 

医科新点数検討会 
金沢会場 

七尾会場 

2010年 3月28日（日） 

テキスト 

講　師 

午前10時～正午 
石川県地場産業振興センター本館・大ホール 

2010年 3月28日（日） 
午後2時半～4時半 
七尾サンライフプラザ・2階視聴覚室 

 
主　催 　石川県保険医協会 

石川県保険医協会講師団 
『点数表改定のポイント2010年4月版』 

予
告 

本号は保険医協会未入会の先生方にもお届けしました。 

入会の方法は 医科 732人、 歯科 297人 
会員数　1029人 

お電話または同封の入会申込ハガキに必要事項 
を記入のうえ、ご返送下さい。 

◎会　費（月額）／開業医 4,500円／勤務医 3,800円 ◎入会金   なし 
※３カ月ごとに銀行口座から引き落としさせて頂きます。 

◎連絡先　〒920-0902 金沢市尾張町2丁目8番23号（太陽生命金沢ビル8階） 

保険医協会は 

国民医療の充実と 

保険医の生活を守ります。 
保険医協会にぜひ 
ご入会下さい！ 

石川県保険医協会 
電話  076（222）5373　FAX  076（231）5156 
E-mail  ishikawa-hok@doc-net.or.jp 
URL  http://ishikawahokeni.jp/
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医
療
費
の
抑
制
は
、
国
家
の
沈
没 
医
療
費
の
抑
制
は
、
国
家
の
沈
没 

森
田
高
参
院
議
員
の
特
別
講
演
要
旨 

森
田
高
参
院
議
員
の
特
別
講
演
要
旨 

森
田
高
参
院
議
員
の
特
別
講
演
要
旨 

第
五
十
三
回
保
団
連
北
信
越
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
 

今
年
の
春
、
鳥
取
大
の
教
授

ら
医
局
全
員
が
辞
め
て
し
ま
う

と
い
う
異
常
事
態
が
起
こ
っ

た
。
皇
族
御
用
達
の
愛
育
病
院

で
も
、
総
合
周
産
期
セ
ン
タ
ー

の
指
定
を
返
上
し
て
し
ま
う
の

で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
が
問

題
視
さ
れ
て
い
る
。

富
山
県
で
も
、
今
年
は
多
少

改
善
し
た
が
、
臨
床
研
修
シ
ス

テ
ム
の
中
で
マ
ッ
チ
ン
グ
が
う

ま
く
行
か
ず
、
主
要
病
院
で
も

十
分
な
医
師
を
確
保
で
き
な

い
。
そ
の
中
で
、
私
た
ち
は

今
、
政
権
が
変
わ
っ
て
こ
れ
か

ら
医
療
に
関
し
て
大
き
な
政
策

転
換
を
し
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
る
が
、
な
か
な
か
そ
う
簡

単
に
い
っ
て
い
な
い
と
い
う
こ

と
を
含
め
て
、
こ
れ
か
ら
ご
報

告
し
た
い
と
思
う
。

一
言
で
言
え
ば
、
今
ま
で
の

低
医
療
費
政
策
に
よ
っ
て
、
結

果
と
し
て
、
そ
れ
が
デ
フ
レ
を

生
み
経
済
を
ダ
メ
に
し
た
。
医

療
費
を
ケ
チ
っ
た
が
た
め
に
、

経
済
も
落
ち
た
と
言
え
る
と
思

う
。現

在
の
低
医
療
費
政
策
を
形

成
す
る
源
流
が
、
一
九
八
三
年

当
時
の
厚
生
省
保
険
局
長
の
吉

村
さ
ん
が
書
か
れ
た
『
医
療
費

亡
国
論
』、
端
的
に
言
う
と
医

療
費
総
枠
の
抑
制
と
い
う
こ
と

だ
。
当
時
の
霞
ヶ
関
主
導
の
官

僚
政
治
か
ら
み
て
、
こ
の
局
長

の
言
葉
が
、
そ
の
ま
ま
当
時
の

政
権
の
在
り
方
に
直
結
し
た
。

そ
の
延
長
で
あ
る
小
泉
政
権
発

足
以
降
の
二
千
二
百
億
円
の
削

減
は
、
一
年
で
あ
れ
ば
現
場
は

耐
え
ら
れ
る
が
、
結
果
的
に
二

〇
〇
八
年
度
ま
で
続
い
た
た

め
、
大
体
六
・
二
兆
円
ぐ
ら
い

が
累
積
抑
制
さ
れ
た
。
こ
れ
で

は
、
現
場
が
崩
壊
す
る
の
も
当

た
り
前
だ
。

重
要
な
こ
と
は
、
医
療
費
を

抑
制
す
る
と
医
療
の
質
が
落

ち
、
患
者
の
Q
O
L
も
落
ち

る
。
寝
た
き
り
の
患
者
が
増

え
、
家
人
が
介
護
に
つ
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
く
な
り
、
経
済
的

に
は
ブ
レ
ー
キ
が
大
き
く
な
っ

て
く
る
。
だ
か
ら
、
目
先
の
財

政
だ
け
を
目
的
と
し
て
、
医
療

費
を
抑
制
す
る
と
、
国
家
全
体

の
沈
没
を
決
定
付
け
て
し
ま
う

と
い
う
こ
と
だ
。

自
分
も
、
共
同
で
論
文
を
書

か
せ
て
も
ら
っ
て
い
る
が
、
今

国
会
で
、
医
療
費
と
国
家
財
政

と
経
済
の
関
連
性
に
つ
い
て
力

点
を
お
い
て
、
議
論
し
て
い

る
。
ブ
レ
ア
政
権
は
、
医
療
費

を
十
年
で
二
倍
に
し
た
。
医
療

費
亡
国
論
の
観
点
か
ら
行
く

と
、
イ
ギ
リ
ス
は
破
綻
し
た
は

ず
。
し
か
し
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
、
ほ
ぼ

直
線
的
に
上
昇
し
、
債
務
残
高

も
ま
っ
た
く
増
え
な
か
っ
た
。

こ
れ
は
、
ど
う
解
釈
す
れ
ば
い

い
の
か
。
要
す
る
に
、
雇
用
に

関
し
て
は
、
相
当
大
き
な
波
及

効
果
が
あ
り
、
同
時
に
、
安
心

安
全
の
意
識
が
も
た
ら
す
消
費

志
向
の
向
上
な
ど
が
連
関
し

て
、
経
済
成
長
に
つ
な
が
る
と

い
う
こ
と
が
分
析
さ
れ
る
。
公

共
投
資
と
し
て
考
え
れ
ば
、
人

件
費
率
が
五
〇
％
、
あ
る
い
は

そ
れ
以
上
に
な
る
の
で
、
わ
が

国
が
内
需
主
導
型
の
経
済
成
長

を
図
る
た
め
に
、
絶
対
に
や
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ア
メ
リ
カ
で
も
、
同
じ
よ
う

な
こ
と
が
行
わ
れ
た
時
期
が
あ

る
。
一
九
九
二
年
か
ら
二
〇
〇

〇
年
の
ク
リ
ン
ト
ン
政
権
で

も
、
医
療
の
研
究
開
発
分
野
、

メ
デ
ィ
ケ
ア
、
メ
デ
ィ
ケ
イ
ド

分
野
に
関
す
る
投
資
の
増
加
を

図
り
な
が
ら
、
教
育
、
福
祉
分

野
に
も
拡
げ
、
そ
れ
で
経
済
が

パ
ラ
レ
ル
に
伸
び
て
い
く
と
い

う
状
況
を
達
成
で
き
た
。
こ
の

と
き
の
ア
メ
リ
カ
は
、
湾
岸
戦

争
が
終
わ
っ
た
後
で
あ
り
、
双

子
の
赤
字
を
抱
え
て
、
今
の
日

本
と
同
様
の
財
政
状
況
に
あ
っ

た
と
聞
い
て
い
る
。

例
え
ば
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
の
平
均

と
日
本
の
平
均
は
一
％
違
う
と

い
う
こ
と
を
考
え
る
と
、
五
兆

円
増
や
す
こ
と
に
な
る
。
基
本

的
に
失
業
率
が
改
善
し
、
消
費

志
向
、
お
金
を
使
お
う
と
い
う

国
民
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
上

が
る
。
そ
う
な
っ
て
く
る
と
、

設
備
投
資
も
増
え
て
く
る
。
そ

し
て
出
生
率
が
上
が
る
。
こ
れ

が
、
一
番
の
ポ
イ
ン
ト
に
な
る

か
も
し
れ
な
い
。
子
ど
も
が
生

ま
れ
る
方
向
に
い
け
ば
、
衣

服
、
教
育
、
車
の
買
い
換
え
、

住
宅
の
着
工
・
・
・
、
実
は
医

療
費
を
増
や
す
と
住
宅
の
着
工

率
が
上
が
る
と
、
マ
ク
ロ
経
済

モ
デ
ル
で
は
計
算
さ
れ
て
い

る
。
こ
う
し
て
Ｇ
Ｄ
Ｐ
が
結
果

と
し
て
上
が
っ
て
、
税
収
も
ど

ん
ど
ん
上
が
っ
て
い
く
。

医
療
に
お
金
を
使
え
ば
、
経

済
が
成
長
し
て
債
務
が
減
る
と

い
う
と
、
風
が
吹
け
ば
桶
屋
が

儲
か
る
と
い
う
よ
う
な
話
に
聞

こ
え
る
が
、
そ
う
し
た
前
提
に

立
っ
て
議
論
す
る
と
い
う
こ
と

が
、
今
、
時
代
が
要
求
し
て
い

る
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
と
、
自

分
た
ち
は
理
解
し
て
い
る
。

日
本
は
国
家
の
ス
ト
ッ
ク
が

五
百
六
十
兆
円
、
家
計
は
千
五

百
兆
円
あ
る
。
国
家
の
債
務
を

は
る
か
に
上
回
る
大
き
な
資
産

が
あ
る
が
、
お
金
が
回
っ
て
い

な
い
。
だ
か
ら
、
税
収
が
上
が

ら
な
い
。
こ
う
い
う
も
の
を
ど

う
引
き
出
す
か
、
と
い
う
こ
と

を
考
え
な
い
と
い
け
な
い
。
千

五
百
兆
円
の
個
人
金
融
資
産
の

う
ち
、
年
代
別
で
は
六
十
歳
以

上
が
圧
倒
的
に
多
く
、
こ
の
人

た
ち
の
お
金
を
回
す
こ
と
が
、

日
本
経
済
の
た
め
に
重
要
だ
。

い
か
に
良
い
医
療
制
度
、
社
会

保
障
制
度
、
年
金
制
度
を
作
る

か
と
い
う
こ
と
が
、
喫
緊
の
課

題
だ
と
思
う
。

特
に
重
要
だ
と
思
う
の
は
、

公
的
医
療
保
険
に
ふ
さ
わ
し
い

自
己
負
担
だ
。
ま
た
高
齢
者
に

保
険
数
理
上
の
収
支
相
当
は
無

理
な
の
で
、
そ
も
そ
も
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
は
、
保
険
と
し

て
成
立
し
な
い
。
し
か
し
、
元

に
戻
し
て
し
ま
っ
て
も
、
今
、

二
千
五
百
ぐ
ら
い
の
市
町
村
国

保
が
あ
っ
て
、
四
千
以
上
の
保

険
組
合
が
乱
立
し
て
い
て
、
す

べ
て
う
ま
く
調
整
す
る
こ
と
は

不
可
能
だ
と
思
う
。
ド
イ
ツ
や

フ
ラ
ン
ス
も
相
当
整
理
し
て
、

か
な
り
シ
ン
プ
ル
な
保
険
制
度

に
向
か
っ
て
お
り
、
保
険
集
団

の
一
元
化
と
い
う
の
は
、
基
本

的
な
方
向
性
と
し
て
間
違
っ
て

い
な
い
と
思
う
。
確
か
に
難
し

い
が
、
年
金
を
一
元
化
す
る
よ

り
は
、
医
療
保
険
制
度
の
場
合

は
、
単
年
度
が
基
本
の
財
政
な

の
で
、
な
ん
と
か
短
い
ス
パ
ン

で
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
な
い

か
と
思
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、

七
十
五
歳
以
上
の
人
口
が
今
か

ら
二
倍
に
な
る
わ
け
だ
か
ら
、

保
険
料
だ
け
で
は
ど
う
に
も
な

ら
な
い
。
国
費
を
ど
れ
く
ら
い

入
れ
る
か
が
重
要
だ
。
厚
生
労

働
委
員
会
や
予
算
委
員
会
で
、

そ
う
い
う
議
論
が
で
き
る
よ
う

に
と
思
っ
て
い
る
。

十
一
月
二
十
九
日
、
新
潟
県
上
越
市
内
で
開
か
れ
た
第

五
十
三
回
保
団
連
北
信
越
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
で
は
、
富
山
県
選

出
の
参
議
院
議
員
の
森
田
高
氏
（
国
民
新
党
、
政
務
調
査
会

長
代
理
・
医
師
）
を
ゲ
ス
ト
に
迎
え
て
開
か
れ
、
石
川
協
会

か
ら
は
西
田
会
長
、
喜
多
、
平
田
両
副
会
長
、
神
田
事
務
局

長
が
出
席
し
ま
し
た
。
森
田
氏
に
は
、「
政
権
交
代
後
の
医
療
・

雇
用
・
財
政
・
金
融
政
策
を
語
る
」
と
い
う
テ
ー
マ
を
お
願

い
し
た
と
こ
ろ
、
医
療
以
外
の
幅
広
い
分
野
で
も
、
よ
ど
み

な
い
専
門
用
語
や
数
字
に
、
森
田
氏
の
当
選
後
の
旺
盛
な
議

員
活
動
が
垣
間
見
え
る
講
演
で
し
た
。

本
号
で
は
講
演
の
中
か
ら
医
療
分
野
を
中
心
に
要
点
を
お

伝
え
し
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
文
責
・
編
集
部
）

は
じ
め
に 

医
療
費
抑
制
が
経
済 

全
体
を
ダ
メ
に
す
る 

ブ
レ
ア
政
権
が 

医
療
費
を 

十
年
で
二
倍
に 

ク
リ
ン
ト
ン
政
権
も 

医
療
へ
の
投
資
が 

経
済
成
長
を
促
す 

高
齢
者
医
療
費
の 

負
担
軽
減
が
重
要 

次期診療報酬改定対策、オンライン請求義務化問題などを議論した北信越ブロック会議
（11月29日／上越市・ホテルセンチュリーイカヤ）

Q A森田高参院議員と 
ブロック会議出席者との質疑応答 

森田高参院議員と 
ブロック会議出席者との質疑応答 

森田高参院議員と 
ブロック会議出席者との質疑応答 

Ｑ歯科の8020運動はできるだけ残して欲しい。

【森田】歯科検診については、民主党の『インデックス 2009』の

中で、「すべての国民が歯科検診を受けられるようにする」として

いるので、仕分け会議の結果で、短絡的な廃止には結びつかないと

思う。歯科検診の重要性は認識しているし、今まで歯科に対する厚

生行政があまりにもラフすぎたということは共通認識になっている。

●　●　●

Ｑ診療報酬の引き上げの前に、健康保険の国庫負担を上げ
なければ、保険者も国民も耐えられないのではないか？

【森田】ご存じのとおり、サラリーマンの給与も下がっていて、

保険料収入は、確かに上がらない。また、長妻大臣が診療報酬を

３％引き上げると言うのも、現場から見れば当然の対応。今まで、

国庫負担を４分の１程度の８兆円に抑えてきたことが背景にあるの

で、先ほど述べてきたように、当面のつなぎ予算はいくらか用意し

たいと考えているので、それで乗り切りたい。
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キ
ズ
の
基
礎
知
識
か
ら
 

　
　
　
　
最
新
治
療
法
ま
で
 

キ
ズ
の
基
礎
知
識
か
ら
 

　
　
　
　
最
新
治
療
法
ま
で
 

《《
第
九
回
な
ん
で
も
学
術
!
な
ん
で
も
回
答
？
よ
ろ
ず
勉
強
会
》》
 

外
科
系
会
員
も
多
数
参
加
 

外
科
系
会
員
も
多
数
参
加
 

小
川
　
滋
彦
（
金
沢
市
・
内
科
）
 

十
一
月
二
十
六
日
（
木
）

「
よ
ろ
ず
勉
強
会
」
の
第
九
回

が
開
催
さ
れ
、
北
山
吉
明
氏

（
金
沢
市
・
北
山
ク
リ
ニ
ッ
ク

院
長
）
に
「
キ
ズ
」
に
つ
い
て

の
基
礎
知
識
か
ら
、
ご
自
身
で

編
み
出
し
た
治
療
上
の
工
夫
ま

で
を
ミ
ニ
レ
ク
チ
ャ
ー
い
た
だ

き
ま
し
た
。

北
山
氏
と
い
え
ば
、
保
険
医

協
会
文
化
企
画
の
コ
ン
サ
ー
ト

で
の
お
世
話
役
や
声
楽
家
と
し

て
の
ご
活
躍
が
ま
ず
頭
に
浮
か

び
ま
す
が
、
本
業
の
お
話
で
も

そ
れ
に
負
け
な
い
く
ら
い
魅
力

的
な
語
り
口
で
あ
り
ま
し
た
。

氏
が
と
く
に
専
門
と
さ
れ
て

い
る
「
手
の
キ
ズ
」
の
手
術

は
、
通
常
た
い
へ
ん
痛
み
を
伴

う
部
位
で
あ
る
こ
と
よ
り
、
麻

酔
に
は
と
り
わ
け
留
意
が
必
要

だ
そ
う
で
す
。
そ
う
い
っ
た
現

場
で
の
工
夫
と
い
え
る
、
局
所

麻
酔
薬
を
ワ
ン
シ
ョ
ッ
ト
で
は

な
く
、
点
滴
セ
ッ
ト
を
使
用
し

て
ゆ
っ
く
り
注
入
す
る
方
法

は
、
ぜ
ひ
採
用
し
て
み
た
い
と

感
銘
を
受
け
た
参
加
者
も
多

か
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。今

回
は
、
今
ま
で
あ
ま
り
な

か
っ
た
外
科
系
の
テ
ー
マ
だ
っ

た
か
ら
で
し
ょ
う
か
、
外
科
の

先
生
方
の
初
参
加
が
あ
り
、
総

勢
十
六
人
の
出
席
者
と
な
り
ま

し
た
。

質
疑
応
答
も
活
発
で
、
保
険

病
名
が
「
創
」
か
「
傷
」
か
に

よ
っ
て
創
傷
処
置
の
点
数
が
算

定
可
能
か
否
か
と
い
っ
た
保
険

請
求
に
関
す
る
も
の
（
コ
ラ
ム

参
照
）
か
ら
、｢

大
き
な
声
で

は
言
え
な
い
け
れ
ど
、
イ
ソ
ジ

ン
消
毒
は
有
害
と
は
言
い
切
れ

な
い
ん
じ
ゃ
な
い
の｣

と
い
っ

た
素
朴
な
意
見
ま
で
、
膝
を
突

き
合
わ
せ
語
り
合
え
る
規
模
の

「
よ
ろ
ず
勉
強
会
」
な
ら
で
は

の
、
気
楽
さ
が
う
れ
し
い
会
と

な
り
ま
し
た
。

さ
て
、
次
回
は
二
〇
一
〇
年

二
月
四
日
（
木
）、
前
回
延
期

と
な
っ
た
待
望
の
西
川
忠
之
理

事
（
能
美
市
・
に
し
か
わ
ク
リ

ニ
ッ
ク
院
長
）
に
よ
る
「
日
常

診
療
に
お
け
る
泌
尿
器
科
疾
患

の
見
方
」
が
テ
ー
マ
で
す
。
ぜ

ひ
一
度
の
ぞ
い
て
み
て
く
だ
さ

い
。

今日は、審査会での創傷に関するお話です。「創にきずあり、傷にきずなし」

と言われますが、一般的に創は外界に対してオープンなもの、傷はクローズ

ドなものとされています。従って、創傷処理として算定できるものに、○○

傷という病名は存在しません。必ず○○創となります。医科点数表の解釈でも、

切創、刺創、割創、挫創と限定してあります。 

ところで、創傷処理とは、創に対して結紮・縫合を行い、創閉鎖を図るこ

とですが、時にステリー・ストリップなどのテープ剤による創閉鎖が行われ

ます。以前は局所麻酔薬が使用されていない創傷処理はすべて査定されてい

ました。現在は何らかの理由で局所麻酔を使用せず、テープなどで創閉鎖を

図った場合も創傷処理の算定を認めています。 

創が小さく（局所麻酔を使用しないで）一針だけで創閉鎖を行った場合も

あるかもしれません。こういう場合は、「小児のため、テープで創閉鎖」「浅

い創のため、テープで閉鎖」「短い傷のため、麻酔を使用せずクリップで閉鎖」

などの詳記があると、状況が分かり、査定されることはないと思われます。 

また、皮膚欠損用創傷被覆材の使用ですが、あくまで皮膚欠損（真皮、皮

下組織）が必要です。病名は皮膚欠損が類推できる病名でも認めます。例えば、

挫創、擦過創などです。なお、真皮・皮下組織に至る創では、それぞれ適応

材料が違うので、注意が必要です。使用期間は最長３週間、浅い創では10日

間程度です。Ⅰ度の熱傷に適応はありません。 

コラム 「創傷と皮膚欠損用被覆材について」 

定価 ： 4,000円（税・送料込）      

★会員価格 ： 2,000円 
体裁：Ｂ5判、590ページ 

公費負担 
医療等の手引 
公費負担 
医療等の手引 

お申し込みが必要です。→TEL：076-222-5373

好評です !好評です ! 保団連の出版物 

（2009年8月） 

日ごろの疑問の 
解決のために 
日ごろの疑問の 
解決のために 
日ごろの疑問の 
解決のために 

第１０回 第１０回 

なんでも学術！なんでも回答?よろず勉強会 なんでも学術！なんでも回答?よろず勉強会 なんでも学術！なんでも回答?よろず勉強会 
～お待たせしました　待望のテーマで開催します～ 
メイン 
テーマ 
日常診療における泌尿器科疾患の見方 
～泌尿器科診断治療に結びつく開業医的診療について～ 

★と  き 2010年2月4日（木）午後７時半～午後９時 
★ところ 金沢都ホテル 5階「蓬莱の間」（ＪＲ金沢駅東口正面） 
★対　象 会員医師に限らせていただきます。（定員は先着３０人とさせていただきます） 
★申込み １月２９日までにＦＡＸ、またはお電話でお申し込みください。 

主催／石川県保険医協会  
 電 話：076（222）5373  
 ＦＡＸ：076（231）5156

活発な質疑応答で、会の趣旨が浸透してきた第９回よろず勉強会
（11月26日・金沢都ホテル）

おなじみの北山吉明先生
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歯科治療における緊急医薬品を学んで 
堀江　一成（中能登町・歯科） 

医療安全管理講習会 医療安全管理講習会 歯科 歯科 歯科 

十
一
月
一
日
、
七
尾
サ
ン
ラ

イ
フ
プ
ラ
ザ
に
て
、
能
登
地
区

と
し
て
は
初
め
て
の
医
療
安
全

管
理
講
習
会
が
開
催
さ
れ
た
。

金
沢
大
学
附
属
病
院
歯
科
口
腔

外
科
講
師
の
高
塚
茂
行
先
生
に

よ
る
「
歯
科
治
療
に
際
し
て
の

緊
急
医
薬
品
の
使
用
方
法
と
実

際
」
と
題
さ
れ
た
講
演
で
は
、

地
区
歯
科
医
師
会
か
ら
配
布
さ

れ
て
い
る
緊
急
医
薬
品
の
使
用

に
関
す
る
具
体
的
な
解
説
も
あ

り
、
参
加
者
の
多
数
を
占
め
た

能
登
中
部
の
会
員
か
ら
は
、
高

い
評
価
を
受
け
た
よ
う
で
あ

る
。講

演
は
①
歯
科
治
療
時
に
起

こ
り
や
す
い
緊
急
状
況
②
緊
急

状
況
の
背
景
因
子
③
一
般
的
な

緊
急
医
療
④
各
歯
科
医
院
に
配

備
さ
れ
た
緊
急
医
薬
品
の
使
用

方
法
⑤
緊
急
時
の
対
応
、
の
五

つ
に
項
目
分
け
さ
れ
、
そ
れ
ぞ

れ
に
詳
細
な
解
説
を
い
た
だ
い

た
。
以
下
こ
の
順
に
概
要
を
報

告
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

①
い
わ
ゆ
る
シ
ョ
ッ
ク
状
況
で

あ
り
、
頻
度
の
最
も
多
い
も
の

が
神
経
原
性
シ
ョ
ッ
ク
（
デ
ン

タ
ル
シ
ョ
ッ
ク
）
で
、
迷
走
・

迷
走
神
経
反
射
が
原
因
と
考
え

ら
れ
て
い
る
と
の
こ
と
。
最
重

要
ポ
イ
ン
ト
は
、「
・
・
・
歯

科
治
療
に
対
す
る
不
安
、
興

奮
、
恐
怖
は
交
感
神
経
・
副
腎

系
を
刺
激
し
脈
拍
増
加
お
よ
び

著
し
い
血
圧
の
上
昇
を
も
た
ら

す
。
こ
れ
ら
は
圧
受
容
体
反
射

を
亢
進
さ
せ
、
迷
走
神
経
の
緊

張
状
態
を
作
り
、
脈
拍
や
血
圧

を
正
常
に
向
け
る
よ
う
に
働
く

が
、
過
剰
に
な
れ
ば
シ
ョ
ッ
ク

状
態
と
な
る
。・
・
・
」
で
あ

る
。
そ
の
ほ
か
、
循
環
血
液
量

減
少
性
シ
ョ
ッ
ク
、
細
菌
性

歯科診療報酬検討会 歯科診療報酬検討会 
と  き 2010年3月25日（木） 

午後7時～9時半 

ところ ホテル金沢2階「ダイヤモンド」 
講  師 保険医協会歯科部 

歯科会員、スタッフ 

200人 

2010年 

★詳しくは後日、案内チラシなどでお知らせします。 

参加対象 

参加定員 

予　告 

講師の高塚茂行先生

能登地区ではじめて開催された医療安全管理講習会
歯科医師・スタッフら57人が参加

（11月1日・七尾サンライフプラザ）

十
二
月
は
第
三
火
曜
日
が

忘
年
会
に
な
る
た
め
、
こ
れ

が
今
年
最
後
の
理
事
会
で
し

た
。
主
な
報
告
事
項
は
次
の

と
お
り
で
す
。

財
政
部
か
ら
協
会
の
収
支

報
告
が
あ
り
、
各
部
の
事
業

費
が
予
算
オ
ー
バ
ー
し
て
お

り
、
来
年
度
か
ら
は
各
部
で

実
情
に
あ
っ
た
予
算
を
立
て

る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

経
営
・
共
済
部
か
ら
は
、

東
京
で
行
わ
れ
た
共
済
制
度

運
営
委
員
会
の
報
告
が
あ

り
、
自
主
共
済
問
題
に
つ
い

て
は
、
亀
井
金
融
担
当
大
臣

の
発
言
で
保
団
連
の
休
業
保

障
共
済
制
度
が
適
応
除
外
に

な
る
可
能
性
も
あ
り
、
今
後

注
目
し
て
い
く
と
の
こ
と
で

し
た
。

歯
科
部
か
ら
は
、
石
川
協

会
が
単
独
で
作
り
上
げ
た

『
歯
科
保
険
診
療
便
覧
』
を

今
後
ど
う
改
訂
し
て
い
く
か

に
つ
い
て
話
し
合
わ
れ
、
作

成
費
用
な
ど
は
保
団
連
に
協

力
し
て
も
ら
う
方
向
で
す
。

機
関
紙
・
文
化
部
で
は
今

年
の
協
会
十
大
ニ
ュ
ー
ス
を

取
り
上
げ
、
今
年
の
歯
科
部

の
活
躍
が
賞
賛
さ
れ
ま
し

た
。報

告
事
項
の
後
、
工
藤
事

務
局
次
長
に
よ
る
最
近
の
医

療
・
介
護
関
連
情
報
の
解
説

が
あ
り
、
レ
セ
プ
ト
オ
ン
ラ

イ
ン
請
求
義
務
化
は
撤
回
さ

れ
、
基
本
的
に
電
子
媒
体
に

よ
る
請
求
ま
で
義
務
化
に

な
っ
た
こ
と
な
ど
が
説
明
さ

れ
ま
し
た
。

最
後
に
、
十
一
月
十
九
日

の
国
会
行
動
で
、
平
田
副
会

長
ら
が
地
元
国
会
議
員
に

会
っ
て
き
た
様
子
が
話
さ
れ

ま
し
た
。
各
国
会
議
員
に

よ
っ
て
保
険
医
協
会
へ
の
対

応
が
と
て
も
違
う
よ
う
で
、

私
た
ち
に
協
力
し
て
く
れ
る

議
員
を
よ
く
見
極
め
て
陳
情

す
る
必
要
が
あ
る
よ
う
で

す
。

【
牛
村　

記
】

（12月1日開催・13人出席） 

１２月度理事会点描

2009年10大ニュースで
目立つ歯科部の活躍

2009年10大ニュースで
目立つ歯科部の活躍

息
、
感
染
性
心
内
膜
炎
、
頻

脈
、
振
戦
、
エ
ピ
ネ
フ
リ
ン
、

催
奇
形
、
体
位
、
投
薬
な
ど
に

触
れ
ら
れ
た
。

③
緊
急
医
療
の
Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ
Ｅ

（
気
道
確
保
、
呼
吸
、
循
環
、

薬
剤
、
心
電
図
モ
ニ
タ
ー
、
除

細
動
）
に
つ
い
て
解
説
さ
れ

た
。

④
地
域
の
歯
科
医
院
に
配
備
さ

れ
て
い
る
昇
圧
剤
「
ボ
ス
ミ

ン
」、
副
賢
皮
質
ホ
ル
モ
ン
剤

「
デ
カ
ド
ロ
ン
」、
鎮
痙
剤
「
硫

酸
ア
ト
ロ
ピ
ン
」、
鎮
静
剤

「
セ
ル
シ
ン
」、
強
心
剤
「
ジ
ギ

ラ
ノ
ゲ
ン
C
」、
止
血
剤
「
ア

ド
ナ
」、
循
環
調
整
剤
「
エ
ホ

チ
ー
ル
」、
狭
心
症
「
ニ
ト

ロ
ー
ル
」、
狭
心
症
「
ア
ダ

ラ
ー
ト
」、
エ
ピ
ネ
フ
リ
ン
注

射
液
「
エ
ピ
ペ
ン
」
の
具
体
的

な
使
用
法
お
よ
び
注
意
点
が
解

説
さ
れ
た
。
と
こ
ろ
で
、
こ
れ

は
大
変
重
要
な
こ
と
で
あ
る

が
、
救
急
医
療
に
携
る
専
門
家

の
評
価
に
よ
れ
ば
、
こ
の
配
布

さ
れ
て
い
る
薬
剤
の
リ
ス
ト
は

改
善
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
と
の

こ
と
で
あ
る
。

⑤
一
般
の
歯
科
医
師
は
救
急
医

療
に
熟
知
し
て
い
る
わ
け
で
は

な
い
の
で
、
緊
急
事
態
が
発
生

シ
ョ
ッ
ク
、
心
原
性
シ
ョ
ッ

ク
、
ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー

シ
ョ
ッ
ク
、
失
神
に
つ
い
て
も

説
明
さ
れ
た
。

②
循
環
器
障
害
（
狭
心
症
、
心

筋
梗
塞
）、
肥
満
、
高
血
圧
、

糖
尿
病
、
高
脂
血
症
、
高
齢
、

気
管
支
喘
息
、
脳
血
管
障
害
、

心
臓
弁
膜
症
、
甲
状
腺
機
能
亢

進
症
、
妊
婦
、
ア
ス
ピ
リ
ン
喘

し
た
場
合
は
、
救
急
患
者
が
救

急
車
で
搬
送
さ
れ
る
ま
で
の

間
、
最
低
限
処
置
「
呼
吸
、
脈

拍
を
維
持
す
る
こ
と
」
が
大
切

で
、
内
科
的
対
応
に
こ
だ
わ
る

必
要
は
な
い
と
の
こ
と
で
あ
っ

た
。
し
か
し
、
最
低
限
、
心
肺

蘇
生
法
（
Ｂ
Ｌ
Ｓ
）
は
行
え
る

よ
う
、
日
ご
ろ
か
ら
準
備
し
て

お
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
講

演
を
締
め
く
く
ら
れ
た
。

筆
者
は
、
こ
の
講
習
会
を
通

し
て
、
歯
科
医
院
の
日
常
診
療

で
は
何
よ
り
シ
ョ
ッ
ク
を
未
然

に
防
ぐ
努
力
を
怠
ら
な
い
こ
と

が
大
切
で
あ
る
こ
と
を
痛
感
さ

せ
ら
れ
た
。
そ
の
た
め
に
は
、

歯
科
治
療
に
恐
怖
を
抱
く
患
者

さ
ん
を
し
っ
か
り
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
す
る
必
要
性
が
あ
る
と
思
わ

れ
、
米
国
の
よ
う
に
、
日
本
の

歯
学
部
に
も
早
期
に
歯
科
恐
怖

学
講
座
が
開
設
さ
れ
る
こ
と
を

願
う
も
の
で
あ
る
。
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2010年5月にニューヨークの国連本部で開かれる核不拡散
条約（NPT）再検討会議は、核保有国からも「核のない世界」に
向けた提唱が相次ぐ中で開かれます。2009年4月、オバマ米
大統領はプラハで演説し、「核のない世界」を追求すると宣言し
ました。9月の国連安保理首脳会合でも「核兵器のない世界」を
めざした条件づくりに取り組む決議を、全会一致で議決しました。 
このような情勢のもとで開かれるNPT再検討会議に提出する
ため、被爆国日本から世界の国々に「核兵器廃絶のすみやかな実

現を求める国際署名」が呼びかけられています。 
5月3日からはじまるNPT再検討会議の前日には、核兵器廃

絶を求める全世界のNGOから100万人が参加する「国際共同
行動」が計画されており、次いで米国各地にて被爆証言や対話集
会など、多様な活動が行われます。 
核戦争を防止する石川医師の会からも、この要請行動に会員4
人が参加します。参加予定者3人からメッセージが寄せられまし
たので、本紙に紹介します。 

今年5月、ニューヨークで核不拡散条約（NPT）再検討会議 

要請行動などに石川反核医師の会から4人が参加 要請行動などに石川反核医師の会から4人が参加 

患
者
さ
ん
に
激
励
さ
れ
て 

渡
辺
　
博
之（
能
美
市
・
外
科
） 

あ
る
日
、
い
つ
も
の
外
来
診

察
室
で
、
お
年
寄
り
が
話
し
か

け
て
こ
ら
れ
た
。「
先
生
、
来

年
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
へ
行
き
な
さ

る
っ
て
聞
い
た
。
わ
し
も
何
か

し
た
い
が
、
こ
の
通
り
身
体
が

も
う
よ
う
動
か
ん
、
頼
む
」

と
、
手
を
握
っ
て
こ
ら
れ
た
の

だ
。
病
院
友
の
会
ニ
ュ
ー
ス
に

記
事
や
顔
写
真
が
載
っ
て
い
た

の
を
ご
覧
に
な
っ
た
の
だ
ろ

う
。「

あ
っ
、
代
表
と
し
て
行
く

の
は
、
こ
の
想
い
を
伝
え
る
こ

と
な
の
か
」
と
、
あ
ら
た
め
て

気
付
か
さ
れ
た
。
互
い
を
杖
の

よ
う
に
支
え
て
歩
き
、
毎
週
、

来
院
さ
れ
る
こ
の
ご
夫
婦
の
周

り
に
は
、
い
つ
も
優
し
い
雰
囲

気
が
漂
っ
て
い
る
。

「
分
か
り
ま
し
た
。
僕
に
も

二
人
の
子
ど
も
が
い
て
、
可
愛

く
て
仕
方
が
な
い
ん
で
す
」

と
、
頭
の
中
に
浮
か
ぶ
い
ろ
い

ろ
な
言
葉
の
中
か
ら
選
ん
で
返

す
と
、
ニ
コ
ッ
と
笑
っ
て
出
て

行
か
れ
た
。

先
の
大
戦
で
、「
日
本
に
原

爆
が
あ
っ
た
ら
投
下
さ
れ
る
こ

と
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
」
と
い

う
人
が
い
る
。「
北
の
方
の
国

が
攻
撃
し
て
く
る
こ
と
が
あ
る

か
も
し
れ
な
い
か
ら
、
核
兵
器

に
は
反
対
だ
が
、
核
の
傘
は
必

要
な
の
だ
」
と
、
考
え
る
人
も

い
る
。

北
の
方
の
国
っ
て
ど
こ
が
？

攻
め
て
く
る
可
能
性
は
ど
れ

位
？核

の
傘
が
あ
る
か
ら
戦
争
に

な
ら
な
い
の
だ
ろ
う
か
？
と
、

考
え
る
。

僕
は
核
に
よ
る
抑
止
論
や
集

団
的
自
衛
権
・
安
全
保
障
条
約

は
、
平
和
と
正
反
対
の
も
の
だ

と
思
っ
て
い
る
。

ヒ
ト
は
二
本
足
で
立
ち
、
道

具
や
火
を
使
い
始
め
た
。
知
能

を
進
化
さ
せ
て
き
た
動
物
で
あ

る
。
科
学
が
発
達
し
て
、
便
利

さ
を
追
求
し
て
き
た
が
、
万
能

で
は
な
い
こ
と
は
分
か
っ
て
い

医
師
の
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
で 

江
守
　
道
子（
金
沢
市
・
歯
科
）   

一
九
七
〇
年
に
発
効
さ

れ
、
五
年
ご
と
に
加
盟
国
が
条

約
の
運
用
状
況
を
め
ぐ
り
討
論

す
る
、
Ｎ
Ｐ
Ｔ
再
検
討
会
議
が

今
年
は
九
回
目
を
迎
え
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
開
催
さ
れ
ま

す
。
そ
の
会
議
に
石
川
反
核
医

師
の
会
代
表
と
し
て
参
加
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

私
た
ち
石
川
反
核
医
師
の
会

は
、
人
間
の
健
康
と
生
命
を
守

る
医
師
の
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
に

も
と
づ
き
、
核
戦
争
防
止
、
核

兵
器
廃
絶
の
た
め
、
日
ご
ろ
、

さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。

二
〇
〇
八
年
十
一
月
に
は
、

反
核
医
師
の
会
の
〝
全
国
の
集

い
〞
が
金
沢
で
開
催
さ
れ
、
五

百
七
十
二
人
が
集
い
、
史
上
最

多
の
参
加
が
あ
っ
た
こ
と
は
、

皆
様
の
記
憶
に
新
し
い
こ
と
と

思
い
ま
す
。

世
界
の
人
々
の
願
い
で
あ
る

私
の
誕
生
日
が
広
島
原
爆
記

念
日
と
同
じ
こ
と
も
あ
り
、
幼

い
こ
ろ
か
ら
何
と
な
く
核
兵
器

を
意
識
し
て
い
た
。
し
か

し
、
五
十
歳
を
過
ぎ
て
も
、
何

誕
生
日
が
原
爆
記
念
日 

平
田
　
米
里（
野
々
市
町
・
歯
科
）  

の
行
動
に
も
移
せ
ず
に
い
た
。

戦
争
や
核
兵
器
の
使
用
に
反
対

す
る
こ
と
は
当
た
り
前
の
こ
と

だ
が
、
さ
り
と
て
私
ご
と
き
に

何
が
で
き
よ
う
か
。
そ
れ
に
世

界
の
軍
事
状
況
が
簡
単
に
変
わ

る
は
ず
が
な
い
と
の
思
い
も
強

か
っ
た
。

ま
た
、
歯
科
医
師
で
あ
る
私

が
、
ほ
ん
の
少
し
だ
け
関
心
が

あ
る
だ
け
で
「
反
核
医
師
の

会
」
に
名
を
連
ね
て
い
る
こ
と

に
す
ら
、
何
か
居
心
地
が
よ
く

な
い
思
い
も
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
六
十
の
声
を
間

近
に
聞
く
年
齢
に
な
っ
た
二
〇

〇
九
年
四
月
、
オ
バ
マ
米
国
大

統
領
が
プ
ラ
ハ
で
驚
き
の
演
説

を
し
た
。
オ
バ
マ
演
説
の
後
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
タ
イ
ム
ス
だ
っ

た
か
に
、
三
宅
一
生
氏
も
被
爆

者
だ
っ
た
と
沈
黙
を
破
っ
て
寄

稿
し
た
。
鈍
感
な
私
も
、
こ
こ

に
来
て
流
れ
が
変
わ
っ
た
と
思

え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
思
わ
ず

「
オ
バ
マ
は
本
気
で
核
兵
器
の

廃
絶
を
目
指
し
て
い
る
の
だ
ろ

う
か
？
」
と
、
友
人
に
メ
ー
ル

し
た
く
ら
い
で
あ
る
。

世
界
が
本
当
に
変
わ
る
の
な

ら
、
大
河
の
一
滴
程
度
に
も
な

ら
な
い
だ
ろ
う
が
、
少
し
で
も

後
押
し
し
た
い
気
持
ち
に
な
っ

た
。
多
く
の
会
員
諸
氏
に
比
べ

る
と
、
私
の
動
機
は
日
和
見
的

で
不
純
だ
ろ
う
が
、
そ
の
程
度

の
私
で
も
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に

行
く
こ
と
で
、
何
か
を
体
験

し
、
さ
ら
に
変
わ
る
こ
と
を
期

待
す
る
権
利
く
ら
い
は
あ
る
の

で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
る
。

核
兵
器
廃
絶
の
流
れ
が
進
む
中

で
、
二
〇
〇
九
年
四
月
、
プ
ラ

ハ
で
オ
バ
マ
大
統
領
が
、
ア
メ

リ
カ
歴
代
大
統
領
と
し
て
初
め

て
広
島
・
長
崎
へ
の
原
爆
投
下

に
関
し
「
核
を
使
用
し
た
唯
一

の
保
有
国
と
し
て
の
道
義
的
責

任
」
に
触
れ
、「
核
の
な
い
、

平
和
で
安
全
な
世
界
を
米
国
が

追
求
し
て
い
く
こ
と
を
明
確
に

宣
言
す
る
」
と
全
世
界
の
人
々

に
語
り
か
け
大
き
な
感
動
を
呼

び
ま
し
た
。

二
〇
一
〇
年
の
Ｎ
Ｐ
Ｔ
再
検

討
会
議
は
、
核
兵
器
廃
絶
へ
の

展
望
を
切
り
開
く
重
要
な
機
会

で
す
。
私
た
ち
は
、
今
こ
そ

「
核
兵
器
の
な
い
平
和
な
世
界
」

を
共
通
の
目
標
と
す
る
、
全
世

界
的
な
核
兵
器
廃
絶
国
際
行
動

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
〝
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｎ
〞

を
推
し
進
め
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

る
。
こ
う
い
う
物
は
使
わ
な
い

方
が
良
い
か
ら
、
破
棄
し
よ
う

と
考
え
る
理
性
が
、
人
類
の
進

歩
に
は
あ
る
は
ず
だ
。

現
実
的
に
戦
略
的
均
衡
を
保

つ
に
は
ど
う
し
た
ら
良
い
の

か
、
戦
争
が
起
こ
ら
な
い
よ
う

に
す
る
手
段
は
、
と
問
わ
れ
る

か
も
し
れ
な
い
。
必
要
悪
を
肯

定
し
て
も
、
平
和
な
世
界
は

や
っ
て
来
な
い
、
安
全
な
地
球

は
取
り
戻
せ
な
い
と
、
僕
は
考

え
る
。

Ｎ
Ｐ
Ｔ
再
検
討
会
議
は
、
国

連
で
五
年
に
一
度
開
か
れ
る
、

各
国
代
表
の
話
し
合
い
の
場
で

あ
る
。
こ
こ
で
は
人
類
の
知
恵

と
理
性
が
、
飛
び
交
い
試
さ
れ

る
。
参
加
し
て
何
が
で
き
る
の

か
、
と
も
思
う
。
各
国
代
表
と

と
も
に
、
世
界
か
ら
集
ま
る
人

の
想
い
と
人
類
の
叡
智
こ
そ

が
、
壁
を
破
る
と
思
っ
て
い

る
。「
い
つ
か
必
ず
」。

『核兵器のない世界を』 
国際署名と 

ニューヨーク要請行動 
への代表派遣募金に 
ご協力ください 

①『核兵器のない世界を』国際署名に賛同し、

署名活動にご協力いただける方は、保険医

協会事務局（電話076－222－5373）までご

連絡ください。署名用紙（7面）は、５人連

記です。必要枚数をお知らせください。 

 

②ニューヨーク要請行動には１人当たり30万

円の費用が必要です。代表派遣募金にご協

力いただける方は、本紙に同封の「郵便払

込票」にてお振り込みくださるようお願い

します。 
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事
務
局
　
小
野
　
栄
子
 

●
第
二
十
回
核
戦
争
に
反
対
し
核
兵
器
廃
絶
を
求
め
る
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
医
師
・
医
学
者
の
つ
ど
い
・
イ
ン
・
鹿
児
島
 

十
一
月
二
十
一
、二
十
二
日

の
両
日
、「
第
二
十
回
核
戦
争

に
反
対
し
核
兵
器
廃
絶
を
求
め

る
医
師
・
医
学
者
の
つ
ど
い
・

イ
ン
・
鹿
児
島
」
が
鹿
児
島
県

市
町
村
自
治
会
館
で
開
催
さ
れ

た
。
主
催
は
、
核
戦
争
に
反
対

す
る
医
師
の
会
と
第
二
十
回
つ

ど
い
鹿
児
島
実
行
委
員
会
。

初
日
の
学
習
講
演
、
特
別
講

演
、
二
日
目
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

を
通
し
て
、
核
廃
絶
の
国
際
情

勢
や
被
爆
者
医
療
等
に
つ
い
て

学
び
、
取
り
組
み
の
交
流
を

行
っ
た
。

つ
ど
い
に
は
、
石
川
反
核
医

師
の
会
か
ら
白
崎
良
明
代
表
世

話
人
、
原
和
人
会
員
、
清
光
義

則
会
員
、
医
学
生
と
事
務
局
二

人
の
計
六
人
が
参
加
。
二
日
間

を
通
し
て
全
国
か
ら
三
百
二
十

一
人
の
参
加
が
あ
っ
た
。

初
日
の
学
習
講
演
で
は
、
日

本
軍
縮
学
会
会
長
で
大
阪
女
学

院
大
学
教
授
の
黒
澤
満
氏
が
、

Ｎ
Ｐ
Ｔ
（
核
不
拡
散
条
約
）
再

検
討
会
議
の
歴
史
や
米
国
の
核

軍
縮
政
策
と
世
界
の
動
向
等
に

つ
い
て
解
説
。
オ
バ
マ
米
大
統

領
の
プ
ラ
ハ
演
説
以
来
、
核
廃

絶
に
向
け
て
の
動
き
が
加
速
し

て
い
る
が
、
軍
産
学
複
合
体
に

よ
る
巻
き
返
し
が
懸
念
さ
れ

る
。
こ
の
よ
う
な
核
廃
絶
の
好

機
は
そ
う
長
続
き
し
な
い
だ
ろ

う
か
ら
、
今
が
頑
張
り
時
だ
と

指
摘
し
た
。

特
別
講
演
で
は
、
日
赤
長
崎

原
爆
病
院
院
長
で
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｎ
Ｗ

（
核
戦
争
防
止
国
際
医
師
会
議
）

長
崎
支
部
長
の
朝
長
万
左
男
氏

が
、
被
爆
者
治
療
や
原
爆
放
射

線
の
人
体
影
響
に
つ
い
て
の
研

究
を
基
に
、
白
血
病
や
多
重
が

ん
の
発
症
リ
ス
ク
と
そ
の
生
涯

持
続
性
に
つ
い
て
詳
細
に
報
告

し
た
。
朝
長
氏
は
、
半
世
紀
を

経
て
も
な
お
、
人
体
へ
の
影
響

が
持
続
す
る
の
は
、
幹
細
胞
の

損
傷
が
関
係
し
て
い
る
と
い
う

仮
説
を
紹
介
。
核
兵
器
の
残
虐

性
を
知
る
医
師
の
立
場
か
ら
、

核
兵
器
廃
絶
の
必
要
性
を
言
い

続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
話

し
た
。

二
日
目
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は

「
今
、
核
問
題
を
考
え
る
〜
私

た
ち
に
で
き
る
こ
と
〜
」
と
題

し
、
右
記
二
人
の
講
師
に
加

え
、
鹿
児
島
県
原
水
爆
禁
止
協

議
会
議
長
の
荒
川
譲
氏
、
被
爆

者
語
り
部
の
田
中
登
氏
、
鹿
児

島
大
学
法
文
学
部
教
授
の
木
村

十
一
月
二
十
二
日
・
二
十
三

日
の
二
日
間
に
わ
た
り
、
熊
本

県
阿
蘇
郡
・
国
民
休
暇
村
南
阿

蘇
で
「
二
〇
〇
九
年
・
若
手
医

師
・
歯
科
医
師
の
つ
ど
い
・
イ

ン
・
熊
本
」
が
開
催
さ
れ
た
。

初
日
の
第
一
部
・
活
動
交

流
会
で
、「
石
川
協
会
歯
科
部

の
元
気
な
活
動
に
つ
い
て
」
と

題
し
、
本
年
度
石
川
協
会
が
実

施
し
た
多
く
の
企
画
な
ど
に
関

し
て
、
発
表
を
行
い
ま
し
た
。

参
加
し
た
協
会
か
ら
は
、
講

演
会
や
冊
子
の
出
版
を
各
部
員

や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
が
分

担
す
る
方
式
は
、
特
徴
的
・
能

率
的
と
の
評
価
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

質
疑
応
答
で
は
、
歯
科
部
会

の
活
動
方
針
や
一
般
医
学
講
演

会
シ
リ
ー
ズ
の
テ
ー
マ
選
定
に

石
川
協
会
歯
科
部
の 

　
　
元
気
な
活
動
を
紹
介
し
て 

宮
田
　
英
利（
金
沢
市
・
歯
科
） 

二
〇
〇
九
年
・
若
手
医
師
・
歯
科
医
師
の
つ
ど
い
・
イ
ン
・
熊
本
 

朗
氏
が
、
原
発
問
題
や
被
爆
の

実
相
、
核
廃
絶
へ
の
流
れ
と
注

視
す
べ
き
世
界
情
勢
に
つ
い

て
、
議
論
を
交
わ
し
た
。

講
演
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
以
外

に
も
、
鹿
児
島
の
高
校
生
た
ち

に
よ
る
韓
国
で
の
核
廃
絶
署
名

運
動
の
報
告
や
、
鹿
児
島
生
協

病
院
の
若
手
医
師
に
よ
る
原
水

禁
世
界
大
会
の
参
加
報
告
、
石

川
反
核
医
師
の
会
も
応
募
し
た

反
核
・
平
和
の
展
示
コ
ー
ナ
ー

な
ど
、
幅
広
く
多
様
な
取
り
組

み
が
紹
介
さ
れ
た
。

い
よ
い
よ
、
Ｎ
Ｐ
Ｔ
再
検
討

会
議
の
開
催
ま
で
半
年
を
切
っ

た
が
、
今
回
の
つ
ど
い
は
、
そ

の
事
前
学
習
と
し
て
、
時
期
的

に
ぴ
っ
た
り
の
企
画
で
あ
っ

た
。
石
川
反
核
医
師
の
会
も
取

り
組
ん
で
い
る
「
核
兵
器
の
な

い
世
界
を
」
の
国
際
署
名
に
一

層
力
を
入
れ
、
Ｎ
Ｐ
Ｔ
再
検
討

会
議
で
は
、
核
兵
器
廃
絶
に
向

け
た
確
固
と
し
た
道
筋
が
形
成

さ
れ
る
よ
う
、
石
川
か
ら
も
追

い
風
を
送
り
た
い
と
い
う
思
い

を
新
た
に
し
た
。

来
年
九
月
に
奈
良
県
で
開
か

れ
る
第
二
十
一
回
目
の
つ
ど
い

で
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｔ
再
検
討
会
議
の

様
子
、
そ
の
後
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
報
告
さ
れ
る
こ
と
だ
ろ

う
。
再
検
討
会
議
と
各
国
の
取

り
組
み
の
進
展
を
期
待
し
た

い
。

核
兵
器
の
な
い
世
界
を
求
め
る 

　
　
国
際
署
名
に
ご
協
力
く
だ
さ
い 

対
す
る
質
問
の
ほ
か
に
、
歯
科

部
員
の
獲
得
方
法
や
事
務
局
員

の
仕
事
ぶ
り
な
ど
に
関
す
る
質

問
も
い
た
だ
き
、
丁
寧
に
お
答

え
し
ま
し
た
。

集
い
に
参
加
し
、
石
川
協
会

の
歯
科
部
は
恵
ま
れ
て
い
る
と

の
思
い
を
強
く
す
る
と
同
時

に
、
他
の
協
会
に
向
け
て
石
川

協
会
・
歯
科
部
を
ア
ピ
ー
ル
で

き
た
と
思
い
ま
す
。

そ
の
ほ
か
活
動
交
流
会
で

は
、
勤
務
医
部
会
関
係
に
つ
い

て
の
報
告
が
二
題
あ
り
、
熱
い

議
論
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。
共

に
「
よ
り
良
い
医
療
を
目
指

す
」
立
場
に
立
ち
、
開
業
医
と

の
溝
を
埋
め
よ
う
と
す
る
意
気

込
み
を
感
じ
ま
し
た
。

二
日
目
は
、
記
念
講
演
と
し

て
、
熊
本
学
園
大
学
教
授
・
原

田
正
純
先
生
の
「
水
俣
の
歴
史

と
今
」
の
講
演
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
氏
は
、
熊
本
大
学
の
大
学

院
生
時
に
、
水
俣
病
第
一
号
の

患
者
さ
ん
を
診
察
し
て
以
来
、

世
界
初
の
環
境
汚
染
に
よ
る
食

物
連
鎖
中
毒
で
あ
る
水
俣
病
を

追
い
続
け
て
い
る
と
の
こ
と
で

し
た
。「
五
十
年
た
っ
た
今
で

も
、
水
俣
病
は
終
わ
っ
て
い
な

い
」
の
原
田
先
生
の
発
言
に
、

並
々
な
ら
ぬ
熱
意
を
感
じ
と
る

こ
と
が
で
き
、
ま
た
、
水
俣
病

の
歴
史
や
病
態
に
対
す
る
知
識

を
得
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、

大
き
な
収
穫
で
し
た
。

今
年
の
集
い
に
は
、
過
去
最

高
の
八
十
余
人
の
参
加
が
あ

り
、
会
場
は
熱
気
に
包
ま
れ
、

各
報
告
・
講
演
を
熱
心
に
聴
講

し
、
予
想
外
に
活
発
な
質
疑
応

答
が
行
わ
れ
た
こ
と
が
、
印
象

的
で
し
た
。

石川県からのポスターセッションに、多数の参加者が注視した

全国から321人が参加し、鹿児島で開かれた第20回反核医師・医学者のつどい
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はじめに 
石川県保険医協会は、これまで「薬
害」「ハンセン病」「戦争中の人体
実験」「感染症」など医療と人権の
問題、「アスベスト」「ワーキング
プア」など環境や労働と健康の問題
など、重要な社会的健康問題を取り
上げ、専門家を交えて議論してきま
した。そしてこのたび、日本の医療問題について、公衆衛
生という視点で概観してみようという提案がありました。 
外部の専門家に依頼することも考えましたが、これまで
同様、保険医である理事や会員自身ができる範囲で勉強し、
批判を覚悟で持論を展開し合うことに意義があるというこ
とになりました。読者の皆さま方には、一つのたたき台と
して議論に参加いただければ幸いです。 
私は1980年代に国立公衆衛生院（現在の保健医療科学院）
で公衆衛生全般と疫学について学びましたが、その後は主
に労働衛生の仕事をしてきましたので、その分野の記述が
増えることをご了承ください。 

■シリーズの構成 
公衆衛生全般といってもすべてを網羅することは考えず、
以下のようなテーマを考えています。概ね1年間程度の連
載を予定していますが、途中で追加や変更があると思います。 
● 公衆衛生と現代の健康観 
● 日本人の寿命の推移 
● 自殺増加のインパクト 
● 健康の社会的要因 
● 多重危険要因とメタボリック症候群 
● 労働関連疾患 
● 環境関連疾患 
● 薬害・医源病・医療事故 
● 戦争の影響 

■コラム 
公衆衛生の理解に必要な用語の簡単な解説をコラムとし
て書いていきます。 

理事　服部　真（金沢市・産業医療科） 公
衆
衛
生
シ
リ
ー
ズ 

第
1
回 

公
衆
衛
生
と
現
代
の
健
康
観 

公
衆
衛
生
と
現
代
の
健
康
観 

ウ
ィ
ン
ス
ロ
ウ
（C

.E
.A
. W
inslow

 ; W
H
O

）

に
よ
る
公
衆
衛
生
の
定
義
（
一
九
四
九
）
は
「
共

同
社
会
の
組
織
的
な
努
力
を
通
じ
て
、
疾
病
を
予

防
し
、
寿
命
を
延
長
し
、
身
体
的
・
精
神
的
健
康

と
能
率
の
増
進
を
は
か
る
科
学
・
技
術
で
あ
る
」

で
す
。
医
学
の
一
分
野
で
は
な
く
、
環
境
保
健
、

疾
病
予
防
、
健
康
教
育
、
健
康
管
理
、
衛
生
行
政
、

医
療
制
度
、
社
会
保
障
な
ど
を
含
む
応
用
科
学
で

あ
り
、
政
策
立
案
や
実
践
の
た
め
の
技
術
で
す
。

日
本
国
憲
法
第
二
十
五
条
で
も
、「
す
べ
て
国

民
は
、
健
康
で
文
化
的
な
最
低
限
度
の
生
活
を
営

む
権
利
を
有
す
る
。
国
は
、
す
べ
て
の
生
活
部
面

に
つ
い
て
、
社
会
福
祉
、
社
会
保
障
及
び
公
衆
衛

生
の
向
上
及
び
増
進
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。」
と
記
載
さ
れ
、
公
衆
衛
生
は
医
療
を
内
包

す
る
広
い
概
念
で
あ
る
こ
と
、
そ
の
向
上
・
増
進

は
国
の
義
務
で
あ
る
こ
と
を
規
定
し
て
い
ま
す
。

公
衆
（public

）
と
は
「
す
べ
て
の
人
々
」
と
い

う
意
味
で
、
老
若
男
女
、
人
種
や
国
籍
、
職
業
や

貧
富
の
差
無
く
、
一
人
残
ら
ず
対
象
に
す
る
と
い

う
極
め
て
民
主
主
義
的
な
点
も
大
き
な
特
徴
で
す
。

公
衆
衛
生
が
目
指
す
も
の
は
Ｗ
Ｈ
Ｏ
（
世
界
保

健
機
関
）
の
Ｈ
Ｅ
Ａ
Ｌ
Ｔ
Ｈ

ｆ
ｏ
ｒ

Ａ
Ｌ
Ｌ
と

同
じ
、
集
団
全
体
の
健
康
で
す
。
ま
ず
、
健
康
に

つ
い
て
の
考
え
方
と
、
そ
の
指
標
に
つ
い
て
整
理

し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

死
亡
率
は
健
康
を
生
と
死
の
二
値
変
数
（
コ
ラ

ム
１
）
で
表
し
た

も
の
が
元
に
な
っ

て
お
り
、
健
康
指

標
の
基
本
で
、
な

お
か
つ
、
最
も
信

頼
性
が
高
い
指
標

で
す
。
開
発
途
上

国
で
は
今
で
も
正

確
で
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
し
、
先

進
国
で
も
ホ
ー
ム

レ
ス
や
不
法
入
国

者
ら
が
増
え
る
と

怪
し
く
な
り
ま
す

が
、
他
の
健
康
指

標
に
比
べ
れ
ば
は

る
か
に
信
頼
性
が

高
い
客
観
的
指
標

で
す
。

こ
こ
か
ら
平
均

余
命
（
コ
ラ
ム
２
）

や
乳
児
死
亡
率
な
ど
重
要
な
公
衆
衛
生
指
標
が
計

算
さ
れ
、
公
衆
衛
生
的
な
問
題
の
評
価
や
対
策
立

案
に
大
き
な
力
を
発
揮
し
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の

指
標
は
死
に
至
ら
な
い
病
気
や
問
題
に
対
し
て
は

無
力
で
す
。

寝
た
き
り
な
ど
介
護
を
要
す
る
状
態
に
な
っ
て

し
ま
え
ばw

ell-being

と
は
い
え
な
い
の
で
は
な

い
か
と
い
う
こ
と
で
、
生
と
死
の
間
の
障
が
い
状

態
を
考
慮
し
た
余
命
が
健
康
余
命
で
す
。
障
が
い

状
態
の
方
の
人
権
侵
害
だ
と
い
う
批
判
も
あ
り
ま

す
が
、
健
康
を
生
死
だ
け
で
な
く
、
も
う
少
し
連

続
的
な
状
態
と
し
て
把
握
し
、
指
標
に
し
よ
う
と

い
う
方
法
と
し
て
は
意
味
が
あ
り
ま
す
。

Ｗ
Ｈ
Ｏ
が
二
〇
〇
〇
年
に
発
表
し
た
六
十
五
歳

健
康
余
命
は
、
障
が
い
の
程
度
に
よ
っ
て
重
み
付

け
を
し
た
障
害
調
整
健
康
余
命
で
す
（
コ
ラ
ム

２
）。一

九
九
九
年
の
ゼ
ロ
歳
時
の
障
害
調
整
健
康
余

命
と
従
来
の
余
命
と
の
相
関
を
見
る
と
（
図
１
）、

男
女
と
も
強
い
相
関
を
示
し
ま
す
。
世
界
一
は
日

本
で
七
十
四
・
五
歳
、
以
下
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、

フ
ラ
ン
ス
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
と
平
均
余
命
の
上
位

国
が
続
き
ま
す
。
最
下
位
は
シ
エ
ラ
レ
オ
ー
ネ
の

二
十
五
・
九
歳
で
す
。

障
害
調
整
健
康
余
命
は
従
来
の
余
命
と
の
相
関

が
あ
ま
り
に
強
い
た
め
、
健
康
余
命
の
独
自
の
意

義
が
少
な
く
、
有
障
害
期
間
／
余
命
な
ど
他
の
指

標
が
さ
ま
ざ
ま
提
案
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
一
般
的

に
使
用
さ
れ
る
に
至
っ
て
い
ま
せ
ん
。

Ｗ
Ｈ
Ｏ
は
、
一
九
四
八
年
に
そ
の
憲
章
前

文
の
中
で
、"H

ealth is a state of com
plete 

physical, m
ental and social w

ell-being and 

n
ot m

erely
 th
e ab

sen
ce of d

isease or 

infi rm
ity."

と
定
義
し
、「
健
康
と
は
完
全
な
肉

体
的
、
精
神
的
及
び
社
会
的
福
祉
の
状
態
で
あ
り
、

単
に
疾
病
又
は
病
弱
の
存
在
し
な
い
こ
と
で
は
な

い
。」（
昭
和
二
十
六
年
官
報
）
と
訳
さ
れ
て
い
ま

25
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85
DATE（年） 

30 35 40 45 50 55 60 65 70 75 80 85
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図1　出生時の性別平均寿命と障害調整平均寿命（DATE）. 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　  191カ国、1999年 

出典：保健政策の証拠に関する世界事業ワーキングペーパーNo.16 WHO 2000年6月 
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す
。分

か
り
に
く
い
言
葉
がw

ell-being

で
、
官
報

で
は
福
祉
と
訳
さ
れ
て
い
ま
す
が
、「
人
と
し
て

本
来
あ
る
べ
き
よ
い
状
態
」
と
い
う
意
味
で
す
。

「
福
祉
」
は
本
来
そ
う
い
う
意
味
を
持
っ
て
い
る

の
で
す
が
、
現
在
、
障
が
い
を
持
つ
方
な
ど
に
対

す
る
公
的
扶
助
に
限
定
し
た
使
わ
れ
方
を
さ
れ
る

こ
と
が
多
い
の
で
、
違
和
感
を
感
じ
る
の
で
し
ょ

う
。ま

た
、
社
会
的
福
祉
と
は
ど
う
い
う
状
態
か
分

か
り
に
く
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
宇
宙
物
理
学
者

の
ホ
ー
キ
ン
グ
博
士
、
免
疫
学
者
の
多
田
富
雄
東

大
名
誉
教
授
（
寡
黙
な
る
巨
人
、
集
英
社
、
二
〇

〇
七
年
）
や
橋
本
み
さ
お
Ａ
Ｌ
Ｓ
協
会
前
会
長

（
マ
ド
ン
ナ
の
首
飾
り
、
中
央
法
規
、
二
〇
〇
六

年
）
な
ど
の
よ
う
に
、
自
力
で
は
話
す
こ
と
や
水

を
飲
む
こ
と
す
ら
で
き
な
く
て
も
、
機
械
や
人
の

手
を
借
り
て
活
発
な
社
会
活
動
を
し
て
お
ら
れ
る

方
々
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

上
記
の
定
義
に
対
し
て
は
、
制
定
直
後
か
ら
、

あ
ま
り
に
理
想
的
で
あ
る
、
一
度
病
気
や
社
会
的

不
利
な
状
態
に
な
る
と
も
う
健
康
で
は
な
い
の

か
、
な
ど
の
批
判
が
出
て
い
ま
し
た
。

一
九
九
九
年
の
Ｗ
Ｈ
Ｏ
総
会
で
「"H

ealth is 

a d
y
n
am
ic state of com

p
lete p

h
y
sical, 

m
ental, spiritual and social w

ell-being and 

n
ot m

erely
 th
e ab

sen
ce of d

isease or 

infi rm
ity."

」
と
す
る
改
訂
の
提
案
が
さ
れ
ま
し

た
。spiritual

は
人
間
の
尊
厳
の
確
保
や
Ｑ
Ｏ
Ｌ

（Q
uality of L

ife

）
の
た
め
に
必
要
な
本
質
的

な
も
の
で
、dynam

ic

は
健
康
と
疾
病
は
別
個
の

も
の
で
は
な
く
連
続
し
た
も
の
と
説
明
さ
れ
て
い

ま
す
。dynam

ic

に
つ
い
て
は
特
に
異
論
が
出
ま

せ
ん
で
し
た
が
、spiritual

に
つ
い
て
は
イ
ス
ラ

ム
圏
が
支
持
し
た
も
の
の
全
体
の
合
意
を
得
る
こ

と
が
で
き
ず
、
改
正
は
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
健

康
概
念
も
文
化
や
宗
教
の
影
響
を
強
く
受
け
る
と

い
う
象
徴
的
出
来
事
で
す
。

い
ず
れ
に
し
て
も
健
康
は
総
合
的
多
面
的
な
概

念
で
す
。

Ｑ
Ｏ
Ｌ
は
活
動
性
、
身
体
状
況
、
精
神
・
心
理

状
態
、
社
会
性
な
ど
を
測
定
し
て
お
り
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ

の
定
義
を
尺
度
化
し
よ
う
と
し
た
も
の
と
い
え
ま

す
。
し
か
し
、
尺
度
化
す
る
方
法
に
は
さ
ま
ざ
ま

な
も
の
が
用
い
ら
れ
て
お
り
、
ど
の
情
報
を
ど
れ

だ
け
の
重
み
を
つ
け
て
点
数
化
す
る
か
に
よ
っ
て

示
す
も
の
が
変
わ
り
ま
す
。

代
表
的
な
も
の
に
ユ
ー
ロ
Ｑ
Ｏ
Ｌ
、SF

-36

が

あ
り
ま
す
が
、
Ａ
Ｌ
Ｓ
患
者
の
よ
う
に
自
力
で
動

け
ず
、
進
行
し
て
人
工
呼
吸
器
の
助
け
を
借
り
る

状
態
に
な
る
と
、
い
く
ら
人
生
の
満
足
度
が
高
く

て
も
社
会
的
に
活
発
に
活
動
し
て
い
て
も
、
低
い

点
数
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

Social

やSpiritual

を
重
視
し
た
尺
度
と
し
て
、

SE
IQ
oL

な
ど
の
指
標
が
提
案
さ
れ
て
い
ま
す
。

SE
IQ
oL

で
は
Ｑ
Ｏ
Ｌ
は
人
生
の
自
己
満
足
度
で

あ
り
、「
自
分
の
人
生
に
お
い
て
、
大
事
に
思
っ

て
い
る
領
域
や
分
野
が
う
ま
く
い
っ
た
り･

満
足

し
て
い
る
こ
と
」
と
定
義
さ
れ
て
い
ま
す
（
中
島

孝
・
川
口
由
美
子
「
Ｑ
Ｏ
Ｌ
と
緩
和
ケ
ア
の
奪
還
」

『
現
代
思
想
』
二
〇
〇
八
年vol.36-2

青
土
社
）。

ブ
ー
タ
ン
の
ワ
ン
チ
ュ
ク
元
国
王
は
、
約
三
十

年
前
に
、
単
な
る
開
発
で
は
な
く
少
し
で
も
「
幸

せ
」
を
増
加
さ
せ
る
こ
と
を
国
家
の
使
命
と
す
べ

き
と
し
て
、「
国
民
総
幸
福
量
」（G

N
H
̶
G
ross 

N
ational H

appiness

）
の
概
念
を
提
唱
し
ま
し

た
。
ブ
ー
タ
ン
は
現
在
王
政
か
ら
立
憲
君
主
制
に

移
行
す
る
と
と
も
に
、
Ｇ
Ｎ
Ｈ
を
数
値
化
す
る
作

業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
結
果
、
国
民
の
幸
福

度
を
低
下
さ
せ
る
最
大
の
要
因
が
貧
困
で
あ
る
と

し
て
、
貧
困
対
策
を
国
の
重
点
課
題
と
し
ま
し
た
。

英
国
レ
ス
タ
ー
大
学
の
国
民
幸
福
度
調
査
（
独

自
の
方
法
）
で
は
デ
ン
マ
ー
ク
、
ス
イ
ス
、
オ
ー

ス
ト
リ
ア
が
ベ
ス
ト
三
で
ブ
ー
タ
ン
も
八
位
で
し

た
が
、
日
本
は
九
十
位
と
世
界
の
中
位
で
、
韓
国

や
中
国
よ
り
も
下
位
で
し
た
。

ま
た
、
よ
り
客
観
的
な
指
標
で
、
ノ
ー
ベ
ル
経

済
学
賞
を
受
賞
し
た
イ
ン
ド
の
セ
ン
教
授
が
提
唱

し
た
人
間
活
用
指
数
（
Ｈ
Ｄ
Ｉ
）
を
国
連
開
発
計

画
が
毎
年
発
表
し
て
い
ま
す
。
Ｈ
Ｄ
Ｉ
は
、「
一

人
当
た
り
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
」、「
平
均
寿
命
」、「
教
育
」

と
い
う
三
つ
の
指
標
の
合
成
指
数
で
す
。
二
〇
〇

四
年
で
は
ノ
ル
ウ
ェ
ー
、
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
、
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
が
ベ
ス
ト
三
で
、
日
本
も
七
位
で
、

指
標
の
定
義
か
ら
Ｇ
Ｄ
Ｐ
が
高
く
、
平
均
寿
命
の

長
い
国
が
上
位
を
占
め
て
い
ま
す
。

Ｑ
Ｏ
Ｌ
や
幸
福
度
で
は
自
覚
的
な
健
康
感
が
重

視
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
疾
病
や
そ
の
他
の
要
因
の

客
観
的
な
デ
ー
タ
が
同
じ
で
あ
っ
て
も
、
自
覚
的

健
康
感
に
差
が
あ
れ
ば
生
命
予
後
に
も
差
が
出
る

こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

自
覚
的
健
康
感
と
死
亡
率
の
関
連
に
関
す
る
レ

ビ
ュ
ー
（
三
徳
ら
、
川
崎
医
療
福
祉
学
会
誌
、
二

〇
〇
六
年
）
に
よ
る
と
、
自
覚
的
健
康
感
の
低
い

者
の
そ
の
後
の
生
存
率
が
低
い
こ
と
が
多
数
の
研

究
で
確
認
さ
れ
、
特
に
、
心
血
管
疾
患
や
が
ん
に

よ
る
死
亡
が
有
意
に
増
え
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
自
覚
的
健
康
度
の
低
さ
に
は
個
人
所
得

の
低
さ
と
ソ
ー
シ
ャ
ル
サ
ポ
ー
ト
の
低
下
が
関
連

し
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。

近
年
、
健
康
を
考
え
る
際
に
は
健
康
を
脅
か
す

危
険
要
因
だ
け
で
な
く
、
健
康
を
守
る
健
康
要
因

を
重
視
す
べ
き
と
い
う
考
え
が
広
ま
っ
て
い
ま
す
。

健
康
要
因
に
は
ア
ン
ト
ノ
フ
ス
キ
ー
の
ス
ト
レ
ス

対
処
能
力
Ｓ
Ｏ
Ｃ
（Sense of C

oherence

）
や

山
崎
ら
の
健
康
生
成
力
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
ら
は
自
己
や
生
活
の
中
の
出
来
事
に
つ
い

て
、
そ
れ
は
あ
る
意
味
で
把
握
か
つ
処
理
可
能
で

あ
り
、
首
尾
一
貫
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
感
覚

で
す
。
ま
た
、
ス
ト
レ
ス
に
対
処
す
る
た
め
に
地

域
の
健
康
資
源
（
人
、
物
、
金
、
情
報
、
制
度
な

ど
）
を
う
ま
く
動
員
し
活
用
す
る
力
で
す
。
そ
の

力
を
育
て
る
た
め
に
は
地
域
の
健
康
資
源
を
豊
か

に
し
、
ア
ク
セ
ス
し
や
す
く
す
る
こ
と
、
健
康
資

源
を
活
用
し
て
ス
ト
レ
ス
を
乗
り
切
る
成
功
体
験

を
積
み
重
ね
る
こ
と
が
大
切
で
す
（
図
２
）。

一
人
残
ら
ず
、
す
べ
て
の
人
々
の
健
康
を
守
る

こ
と
が
公
衆
衛
生
の
目
的
で
、
社
会
的
健
康
を
含

む
人
と
し
て
、
あ
る
べ
き
よ
い
状
態
を
守
る
科
学

や
技
術
で
あ
る
こ
と
を
理
解
し
て
い
た
だ
け
れ
ば

幸
い
で
す
。

◇

次
回
は
、
平
均
寿
命
の
比
較
や
推
移
か
ら
、
日

本
人
の
健
康
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま

す
。

連続変数は数量で表される変数で、高さや重さのように比に意味がある（20kgは10kgの2倍重い）比
例尺度とセ氏温度のように比に意味はない（20℃は10℃の2倍の熱量とはいえない）けど差には意味があ
る（20℃と10℃の熱量の差は90℃と80℃の差と同じ）間隔尺度があります。 
一方、カテゴリー変数は性別や人種など記号や名詞で表すことができる名義尺度です。大中小や10歳

代20歳代などのように名義尺度だけど、順序がある場合を順序尺度といいます。男を1、女を2とする場合
がありますが、それは単なる記号であり、男がAで女が◎でもかまいません。 
どの種類の変数かによってその後の解析方法が違ってきますので、データを集めるとき、連続変数として
集めるか、カテゴリー変数として集めるかに注意する必要があります。連続変数として集めたものは、簡単
に順序尺度に変換できますが、カテゴリー変数を連続変数として解析するには数量化という特殊な方法が
必要で解析が煩雑になります。 
ただし、男女や生死のように2分化できるカテゴリーは2値変数で、0か1の数量として扱うことができます。

また、年齢階級のような5つ以上の順序尺度はそのまま10,20,30,・・・という連続変数として扱える場合も
あります。 

連続変数とカテゴリー変数 コラム① 

死亡状況が今後現在のまま変化しないと仮定したときに、各年齢の者が平均してあと何年生きられるか
という期待値を平均余命といいます。日本では男女別に各年齢の死亡件数と７月１日現在の人口（中央
人口）を基に計算されており、その値は現実の年齢構造には左右されず、死亡状況のみを表しています。0
歳時の平均余命を平均寿命と呼び、国や地域の健康状態を示す最も基本的な指標です。 
一方、障害調整平均余命は生存の中でも非健康状態にある人口に一定の重み付け値を乗ずることに

より「完全な健康」に換算して（たとえばある障害の時は生存期間に0.5をかける）、計算した健康余命の
一種です。 
（http://hcc.iuhw.ac.jp/siryou/13_0928.pdf） 

平均余命（Life Expectancy; LE)と 
障害調整平均余命（Disabilities Adjusted Life Expectancy; DALE） 
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図2　健康要因・健康生成力の概念 
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ア
ル
医
師
の
想
い 

ア
ル
医
師
の
想
い 

自
助
グ
ル
ー
プ
、 

　
断
酒
会
と
Ａ
Ａ
に
つ
い
て 

アルコール 
依存症物語 

奥田　宏 
（金沢市・心療内科） 

6

断
酒
会
、
Ａ
Ａ
（A

lco-

holics A
nonym

ous

、

ア

ル
コ
ー
ル
症
無
名
者
の
会
）

は
、
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
者

の
自
助
グ
ル
ー
プ
と
し
て
、

石
川
県
内
で
も
活
動
を
続
け

て
い
ま
す
。

さ
ぞ
ひ
ど
い
人
た
ち
が
、

集
ま
っ
て
い
る
と
思
っ
て
い

る
方
も
多
い
か
と
思
い
ま

す
。
酔
っ
て
く
だ
ま
く
人

が
、
た
ま
に
来
る
こ
と
が
あ

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

行
っ
て
み
た
ら
、
た
い
て
い

普
通
の
男
女
の
集
ま
り
で

す
。
私
が
一
九
九
一
年
に
ア

メ
リ
カ
で
Ａ
Ａ
を
見
学
し
た

と
き
、
た
く
さ
ん
の
人
に
混

じ
っ
て
若
い
女
性
が
何
人
か

来
て
い
ま
し
た
。
ア
メ
リ
カ

の
ア
ル
中
さ
ん
は
彼
女
を
連

れ
て
き
て
い
る
の
か
と
思
い

ま
し
た
が
、
順
番
が
来
る
と

彼
女
ら
が
発
言
し
、
本
人
な

の
だ
と
分
か
り
ま
し
た
。
自

助
グ
ル
ー
プ
は
先
輩
が
新
参

者
に
酒
を
止
め
ろ
と
い
う
会

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
私
は
、

最
初
そ
う
思
っ
て
い
ま
し

た
。
そ
れ
か
ら
相
互
扶
助
グ

ル
ー
プ
だ
と
考
え
ま
し
た
。

し
か
し
、
実
際
は
そ
の
名
の

通
り
、
自
ら
を
助
け
る
集
ま

り
な
の
で
す
。

一
九
三
五
年
、
断
酒
し
て

数
カ
月
た
っ
た
株
の
仲
買
人

の
ビ
ル
が
、
オ
ハ
イ
オ
州
ア

ク
ロ
ン
で
取
引
に
失
敗
し
、

す
っ
て
ん
て
ん
に
な
り
、
飲

み
た
く
な
り
ま
し
た
。
そ
こ

で
ホ
テ
ル
か
ら
当
地
の
教
会

に
、
ど
う
に
も
な
ら
な
い
ア

ル
中
を
紹
介
し
て
く
れ
と
電

話
で
頼
み
ま
し
た
。
教
会

は
、
外
科
医
の
ボ
ブ
を
紹
介

し
ま
し
た
。
ボ
ブ
は
最
初
、

断
り
ま
し
た
。
ど
う
せ
俺

に
、
酒
を
止
め
ろ
と
言
い
に

来
る
に
決
ま
っ
て
い
る
と
、

思
っ
た
の
で
す
。
ど
う
し
て

も
と
言
わ
れ
て
、
十
五
分
だ

け
な
ら
い
い
と
答
え
ま
し

た
。
そ
こ
で
ビ
ル
は
、
自
分

が
飲
み
た
く
な
っ
た
気
持
ち

を
ボ
ブ
に
話
し
ま
し

た
。
ビ
ル
の
話
を
聞

い
て
い
る
う
ち
に
ボ

ブ
は
「
こ
い
つ
、
俺

と
そ
っ
く
り
だ
」
と

思
う
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
ア
ル
コ
ー
ル

中
毒
に
関
す
る
論
文

は
読
ん
で
お
り
、
自

分
の
経
験
か
ら
も
、

病
気
に
つ
い
て
は
よ
く
知
っ

て
い
た
の
で
す
。

結
局
、
六
時
間
話
し
込

み
、
一
緒
に
酒
を
止
め
よ
う

と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
そ
し
て
彼
ら
が
次
に
し

た
こ
と
は
、
自
分
た
ち
の
話

を
し
て
酒
を
止
め
続
け
る
た

め
に
、
第
三
の
ア
ル
中
を
探

す
こ
と
だ
っ
た
の
で
す
。

断
酒
会
、
Ａ
Ａ
の
人
た
ち

は
、
自
分
た
ち
が
酒
を
止
め

続
け
る
た
め
に
、
新
し
い
ま

だ
止
め
て
い
な
い
仲
間
が
必

要
な
の
で
す
。
で
す
か
ら
ア

ル
コ
ー
ル
依
存
症
の
自
助
グ

ル
ー
プ
で
は
、
今
日
、
酒
を

止
め
よ
う
と
思
っ
て
来
て
く

れ
た
人
が
、
一
番
大
切
な
人

に
な
り
ま
す
。

私
は
、
断
酒
会
、
Ａ
Ａ
、

Ｎ
Ａ
（
薬
物
依
存
の
自
助
グ

ル
ー
プ
）
の
人
た
ち
に
、
病

気
の
こ
と
、
回
復
の
こ
と
な

ど
、
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
教

え
て
も
ら
い
ま
し
た
。
今

日
、
私
が
依
存
症
を
診
る
医

師
と
し
て
あ
る
の
は
、
彼
ら

の
お
か
げ
で
す
。
医
師
は
患

者
さ
ん
に
よ
っ
て
育
て
ら
れ

る
も
の
だ
と
い
う
こ
と
は
、

多
く
の
方
が
実
感
さ
れ
て
い

る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
依
存

症
が
回
復
で
き
る
病
気
だ
と

証
明
し
て
く
れ
た
の
は
、
彼

ら
な
の
で
す
。

2009年全国機関紙誌交流会・事務局実務研修会 

機関紙の今日的役割を学んで 
事務局　橋爪　真奈美 

十
一
月
二
十
九
日
（
日
）、

三
十
日
（
月
）
の
二
日
間
に
わ

た
り
、
東
京
・
新
宿
に
て
全
国

機
関
紙
誌
担
当
者
交
流
会
＆
事

務
局
実
務
研
修
会
が
開
か
れ
た
。

初
日
は
、
松
村
俊
氏
（
連
合

通
信
社
取
締
役
）
を
講
師
に
迎

え
「
情
勢
の
更
な
る
前
進
の
た

め
に
〜
機
関
紙
誌
活
動
の
意
義

と
今
日
的
役
割
」
と
い
う
テ
ー

マ
で
講
演
が
あ
っ
た
。

人
と
人
と
が
う
ま
く
つ
な
が

れ
な
い
、
相
手
が
見
え
な
い
現

代
社
会
で
は
、
言
葉
が
む
き
出

し
の
状
態
に
な
っ
て
し
ま
う
。

そ
の
象
徴
が
、
東
京
・
秋
葉
原

の
通
り
魔
殺
人
事
件
や
携
帯

メ
ー
ル
に
よ
る
イ
ジ
メ
な
の
で

は
な
い
か
と
、
松
村
氏
が
日
ご

ろ
感
じ
て
い
る
時
代
認
識
に
つ

い
て
語
ら
れ
た
。

労
働
者
の
相
次
ぐ
リ
ス
ト
ラ

や
自
殺
者
の
増
加
な
ど
、
悲
観

し
が
ち
な
世
の
中
で
あ
る
が
、

そ
れ
ゆ
え
に
機
関
紙
が
果
た
す

役
割
は
大
き
い
こ
と
を
強
調
さ

れ
た
。

ま
た
、
機
関
紙
活
動
に
お
け

る
視
点
と
し
て
、
疑
う
力
を
育

て
る
こ
と
（
ミ
ス
デ
ィ
レ
ク

シ
ョ
ン
を
見
抜
く
）、
自
分
の

弱
点
を
知
り
、
思
い
込
み
を
な

く
す
こ
と
、
可
視
化
さ
せ
る
こ

と
な
ど
、
た
く
さ
ん
の
こ
と
を

教
わ
っ
た
。

労
働
運
動
や
市
民
運
動
な
ど

に
直
接
関
わ
っ
て
い
な
い
人
た

ち
の
中
に
も
、
こ
の
世
の
中

（
地
域
）
を
少
し
で
も
良
く
し

て
い
き
た
い
と
願
っ
て
い
る
人

た
ち
は
、
た
く
さ
ん
存
在
す
る

は
ず
。
そ
う
い
う
人
た
ち
の
声

を
拾
い
、
つ
な
が
る
き
っ
か
け

を
つ
く
っ
て
い
け
る
の
は
、
テ

レ
ビ
な
ど
の
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
で

は
な
く
、
読
者
と
の
距
離
が
極

め
て
近
い
機
関
紙
で
あ
る
と
、

今
後
の
展
望
を
語
ら
れ
た
。

講
演
の
後
、
保
団
連
、
協
会

な
ど
の
機
関
紙
活
動
の
報
告
と

交
流
討
論
が
行
わ
れ
た
。
協
会

の
大
小
は
問
わ
ず
、
会
員
に
い

か
に
役
立
つ
紙
面
を
つ
く
る
か

と
い
う
点
で
、
ど
の
協
会
も
さ

ま
ざ
ま
な
工
夫
を
凝
ら
し
て
い

た
。
ま
た
、
原
稿
依
頼
の
際
、

字
数
オ
ー
バ
ー
や
編
集
者
側
が

意
図
し
た
内
容
と
大
き
く
ず
れ

て
い
る
な
ど
の
理
由
で
、
会
員

と
ト
ラ
ブ
ル
に
な
っ
た
場
合
、

ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
る

か
？
な
ど
、
編
集
上
の
困
り
ご

と
に
つ
い
て
も
意
見
交
換
し

た
。二

日
目
は
、
二
つ
の
講
座

（
①
「
記
事
を
書
く
」
技
と
コ

ツ
②
機
関
紙
編
集
の
基
礎
を
学

ぶ
）
に
分
か
れ
て
お
り
、
私
は

②
を
選
択
し
た
。
機
関
紙
担
当

に
な
っ
て
二
年
目
に
な
る
が
、

未
だ
紙
面
構
成
を
行
っ
た
こ
と

が
な
く
、
用
語
一
つ
と
っ
て
も

知
ら
な
い
こ
と
が
多
く
、
編
集

の
基
礎
に
つ
い
て
一
通
り
学
ぶ

こ
と
が
で
き
た
。

日
ご
ろ
、
何
気
な
く
見
て
い

た
一
般
紙
に
も
細
か
な
ル
ー
ル

が
あ
り
、
読
者
に
最
善
の
配
慮

が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
っ

た
。編

集
者
と
し
て
の
技
術
や
手

法
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
企
画

も
含
め
、
い
か
に
会
員
・
読
者

の
心
に
響
く
記
事
を
書
き
、
伝

え
る
こ
と
が
で
き
る
か
、
一
層

の
努
力
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を

再
認
識
さ
せ
ら
れ
た
。

書 評 『ＰＥＧのトラブルＡｔｏＺ』 

普通、教科書やテキストというものは、文字が多く読むのが大変で、知りた

いことが載っていないために消化不良となるものが多い。教科書に載っていな

いために、知りたかったことを先輩や友人にアドバイスを求め、なんとか理解

した、対処した、という経験はみなさんお持ちなのではないかと思う。 

ところが、この「PEGのトラブルA to Z　トラブルから学ぶ対策そして予防」

は、まったく違う。最初から、肉眼写真や内視鏡所見、ＣＴなど、一般の臨床

家にとって興味を引きつける写真が豊富で、字数も少なく読みやすく、時おり

困った事例のエピソードが掲載され、共感を覚えながら最後まで一気に読み終

えてしまう。 

内容については、造設する立場の者（内視鏡医、内視鏡室看護師）に関心が

ある出血対策、感染対策、PEGを管理する立場の者（病院医師、開業医、在宅

の看護師、施設の介護士）に関心がある瘻孔形成、交換時のトラブル、長期間

留置時の破損や栄養の問題など、それぞれの立場の医療関係者が楽しんで勉強

ができる、極めて有意義なテキストである。 
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座 談 会 座 談 会 
介護保険10年を振り返る 

～ビジネスか介護保障か、介護保険の行方は?～ 

介護保険制度が発足した2000年4月は、ちょうど「構造改革」が強行された

時期と重なります。介護保険を契機に、「措置」から「契約」へと福祉の仕組みそ

のものが大きく変わりました。 

在宅分野においては、一定の要件はあるものの基本的には株式会社等の民間企

業の参入が認められ、営利・非営利を問わずサービス提供事業所の数が大幅に増

えました。このことは「選択の幅」の拡大とも取れますが、一方で、利潤を追求

するあまり不正行為を行っている事業所が多数摘発されるという事件にもつなが

りました。特に、介護大手のコムスンの虚偽申請や水増し請求が取りざたされた

時は、国民や介護現場で働く人たちに大きな衝撃が走ったことと思います。 

また、記憶に新しいものに「静養ホームたまゆら（群馬県・無認可施設）の火災」

や「やすらぎの里さくら館（長崎県・認知症高齢者グループホーム）の火災」に

よる入居者死亡事件もあります。 

これらのできごとを踏まえ、介護保険制度施行10年を振り返りながら、あらた

めてこれからの介護保険制度はどうあるべきかを現場のみなさんと語り合いながら、

ともに考えてみました。 

介護保険施行１０年を振り返り、 

今後の制度改善を考える 

【
司
会
（
喜
多
）】
保
険
医
協
会

副
会
長
の
喜
多
と
申
し
ま
す
。

内
科
の
開
業
医
で
、
本
日
は
司

会
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

さ
て
二
〇
〇
〇
年
四
月
に
実

施
さ
れ
た
介
護
保
険
も
十
年
目

で
す
。
一
つ
の
節
目
と
い
う
こ

と
で
、
本
日
、
介
護
の
現
場
の

最
前
線
で
働
い
て
い
る
皆
様
、

社
会
福
祉
の
研
究
者
に
お
集
ま

り
い
た
だ
き
、
介
護
保
険
十
年

を
総
括
し
、
今
後
の
展
望
を
議

論
し
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

高
齢
化
社
会
が
進
行
し
、
介

護
問
題
が
深
刻
化
す
る
中
、
保

険
医
協
会
、
保
団
連
は
、
公
的

介
護
保
険
（
介
護
保
険
）
施
行

前
は
、
当
時
の
措
置
を
発
展
さ

せ
た
公
的
介
護
保
障
制
度
を
提

唱
し
て
い
ま
し
た
。
け
れ
ど
実

際
に
成
立
し
た
介
護
保
険
は
、

広
く
保
険
料
を
徴
収
し
、
か
つ

利
用
者
ご
家
族
の 

権
利
意
識
が
高
ま
っ
て 

現
金
給
付
を
基
本
と
す
る
制
度

と
な
り
ま
し
た
。
当
初
は
、
地

域
の
自
立
的
な
福
祉
自
治
が
実

現
で
き
る
と
の
期
待
も
あ
っ
た

の
で
す
が
、
現
実
に
は
介
護
の

市
場
化
が
ど
っ
と
進
ん
だ
の
で

は
な
い
か
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

前
置
き
は
そ
れ
く
ら
い
に
し

て
、
最
初
は
ご
出
席
の
皆
様
の

自
己
紹
介
を
兼
ね
て
、
各
自
の

お
仕
事
の
内
容
の
簡
単
な
ご
説

明
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
橋
】
私
は
地
域
包
括
セ
ン

タ
ー
に
勤
務
し
て
い
ま
す
が
、

所
属
す
る
法
人
の
金
沢
春
日
ケ

ア
セ
ン
タ
ー
の
業
務
全
般
を
簡

単
に
説
明
し
ま
す
。
当
法
人
の

介
護
保
険
関
連
の
業
務
は
広
汎

で
、
特
養
と
か
、
在
宅
入
浴
以

外
の
す
べ
て
の
介
護
保
険
サ
ー

ビ
ス
事
業
を
展
開
し
、
特
に
金

沢
春
日
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
は
、
二

百
四
十
床
の
老
人
保
健
施
設
を

中
核
に
、
ケ
ア
ハ
ウ
ス
、

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
、
デ
イ
ケ

ア
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
、
有
床
診

療
所
ま
で
も
一
つ
の
ビ
ル
内
に

包
含
し
、
全
国
有
数
の
規
模

で
、
し
か
も
ケ
ア
ハ
ウ
ス
は
、

す
べ
て
特
定
施
設
の
指
定
を
受

け
て
い
ま
す
。

当
施
設
の
老
健
は
、
県
下
で

一
番
古
く
、
介
護
保
険
施
行
前

か
ら
の
開
設
で
、
そ
の
前
後
を

比
較
す
る
と
、
利
用
者
家
族
の

権
利
意
識
が
随
分
変
わ
っ
た
と

い
う
印
象
で
す
。
つ
ま
り
、
契

約
、
約
款
、
要
項
、
介
護
計
画

な
ど
を
一
つ
ひ
と
つ
書
面
に

し
、
契
約
を
結
ぶ
こ
と
で
、
権

利
意
識
が
高
ま
っ
た
と
思
い
ま

す
。も

う
一
つ
の
特
徴
は
、
Ｉ
Ｓ

Ｏ
と
い
う
国
際
規
格
の
認
証
を

法
人
と
し
て
取
得
し
た
こ
と

と
、
ク
レ
ド
の
導
入
が
あ
る
と

こ
ろ
で
す
。
そ
こ
は
、
後
で
議

論
に
な
る
介
護
の
市
場
化
と
結

び
つ
い
て
い
る
か
も
知
れ
ま
せ

ん
。

【
司
会
】
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
議
論
は
後
に
し
て
、
大

門
園
の
福
田
さ
ん
、
お
願
い
し

ま
す
。

【
福
田
】
大
門
園
の
福
田
で
す
。

居
宅
介
護
支
援
事
業
所
の
ケ
ア

マ
ネ
を
し
て
い
ま
す
。
大
門
園

は
、
介
護
保
険
事
業
と
し
て
、

特
養
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
、

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
、
訪
問
介

護
、
訪
問
入
浴
、
居
宅
介
護
支

援
事
業
所
の
六
つ
を
展
開
し
て

い
ま
す
。

大
門
園
は
、
白
山
麓
六
町
村

の
第
三
セ
ク
タ
ー
と
し
て
、
一

九
九
二
年
に
設
立
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
合
併
で
白
山
市
と
な

り
、
現
在
は
民
間
の
社
会
福
祉

法
人
で
す
。
特
養
の
入
居
が

八
十
床
、
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
が

八
床
で
す
。
ほ
か
の
介
護
サ
ー

ビ
ス
、
居
宅
介
護
支
援
も
、
地

域
で
は
競
合
施
設
が
少
な
く
、

高
専
賃
・
有
料
ホ
ー
ム
が 

乱
立
気
味
の
中
で 

【
司
会
】
次
に
石
林
さ
ん
お
願

い
し
ま
す
。

【
石
林
】
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
大

桑
の
管
理
者
を
し
て
い
ま
す
石

林
と
申
し
ま
す
。

当
ホ
ー
ム
は
、
二
〇
〇
八
年

四
月
に
新
規
で
オ
ー
プ
ン
し
ま

し
た
。
母
体
は
有
限
会
社
ド

リ
ー
ム
二
十
一
で
、
四
つ
目
の

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
に
な
り
ま

す
。大

き
な
特
徴
と
い
う
の
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、「
あ
り
き
た
り

の
生
活
を
し
ま
し
ょ
う
」
と
い

う
形
で
や
っ
て
い
ま
す
。
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
場
合
、「
認

知
症
の
軽
度
の
方
が
・
・
・
」

と
い
う
イ
メ
ー
ジ
は
あ
り
ま
す

が
、
ま
っ
た
く
そ
う
い
う
こ
と

は
な
く
て
、
ち
ょ
っ
と
周
り
の

方
が
困
っ
て
お
ら
れ
る
と
い
う

こ
と
で
あ
れ
ば
、
軽
度
で
も
重

度
で
も
関
係
な
し
で
、
う
ち
は

入
れ
ま
す
。

医
療
と
の
か
か
わ
り
で
は
、

看
護
師
を
一
応
配
置
し
て
い
ま

す
が
、
医
師
は
い
ま
せ
ん
。
介

護
職
員
し
か
い
な
い
状
況
の
中

で
、
入
居
者
の
方
の
体
調
管
理

を
や
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
、
近

隣
の
開
業
医
（
協
力
医
）
が
熱

心
で
、
夜
間
で
も
休
日
で
も
、

貴
重
な
福
祉
の
拠
点
で
す
。
介

護
保
険
制
度
施
行
後
、
白
山
市

に
合
併
さ
れ
る
と
同
時
に
、
第

三
セ
ク
タ
ー
か
ら
外
れ
、
経
営

色
が
強
く
な
っ
た
と
思
い
ま

す
。
で
す
が
、
人
件
費
は
そ
ん

な
に
下
が
ら
ず
、
一
方
、
施
設

の
重
度
化
が
進
み
、
利
用
者
の

平
均
介
護
度
は
四
・
一
で
す
が
、

人
件
費
を
含
め
た
コ
ス
ト
ダ
ウ

ン
と
施
設
の
重
度
化
に
よ
り
、

介
護
職
員
へ
の
し
わ
寄
せ
が
増

し
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
な

お
、
特
養
は
従
来
型
で
す
が
、

個
別
ケ
ア
が
で
き
る
よ
う
に
、

い
ろ
い
ろ
と
取
り
組
み
を
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
当

施
設
の
と
な
り
に
診
療
所
が
あ

り
、
そ
こ
の
医
師
が
嘱
託
医

で
、
連
携
は
と
て
も
ス
ム
ー
ズ

で
す
。 座談会出席者 
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 【司会】喜多　　徹 
　（副会長／野々市町・喜多内科医院院長） 

（
十
二
面
に
つ
づ
く
）

曽我　千春さん
（金沢市・金沢星稜大学人間科学部准教授）



石 川 保 険 医 新 聞 2010年1月15日（毎月15日発行）（12）第453号　（1998年２月６日第三種郵便物認可）

必
要
時
は
す
ぐ
に
対
応
し
て
も

ら
っ
て
い
ま
す
。

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
を
建
て
た

一
番
の
理
由
と
い
う
の
は
、
た

ま
た
ま
予
定
地
が
空
白
地
区
で

あ
り
、
そ
の
地
域
の
方
が
快
く

受
け
入
れ
て
く
だ
さ
っ
た
こ
と

で
す
。

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
問
題
点

と
し
て
、
位
置
づ
け
が
中
途
半

端
で
、
例
え
ば
訪
問
看
護
が
特

別
の
場
合
を
除
い
て
は
入
れ
な

い
と
か
、
浴
室
が
家
に
近
い
形

の
設
備
を
と
っ
て
い
ま
す
の

で
、
普
通
の
浴
槽
で
入
浴
が
で

き
な
い
場
合
、
訪
問
入
浴
が
使

え
ず
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
の

面
で
ネ
ッ
ク
に
な
っ
て
い
ま

す
。

【
司
会
】
次
に
堂
田
さ
ん
。
新

し
い
施
設
で
あ
る
有
限
会
社
香

林
会
シ
ニ
ア
ホ
ー
ム
香
林
苑
を

運
営
し
て
お
ら
れ
る
会
社
の
部

長
さ
ん
で
す
ね
。
よ
ろ
し
く
。

【
堂
田
】
当
法
人
の
施
設
と
は

違
い
ま
す
が
、
高
齢
者
専
用
賃

貸
住
宅
す
な
わ
ち
高
専
賃
を
す

ご
く
簡
単
に
言
う
と
、
施
設
自

体
は
ア
パ
ー
ト
み
た
い
に
考
え

て
も
ら
っ
た
ら
よ
い
と
思
い
ま

す
。
そ
の
ア
パ
ー
ト
に
居
宅
介

護
、
つ
ま
り
居
宅
支
援
事
業
所

と
訪
問
介
護
事
業
所
と
、
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
が
く
っ
つ
い
た
形
で

す
ね
。
で
す
か
ら
、
在
宅
で
生

活
し
て
い
る
中
に
通
常
の
在
宅

介
護
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
ホ
ー
ム

ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
が
入
っ
て
い
く

と
い
う
よ
う
な
内
容
で
す
。

私
ど
も
の
施
設
は
、
元
、
特

養
や
老
健
に
勤
務
し
て
い
た
者

た
ち
が
作
っ
た
施
設
で
、
例
え

ば
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
少
人

数
に
分
け
て
頻
回
に
行
う
と

か
、
従
来
の
発
想
と
違
っ
た
試

み
で
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
を
心
が
け
て
い
ま
す
。
そ
の

点
は
、
こ
の
施
設
は
フ
レ
キ
シ

ビ
リ
テ
ィ
が
高
い
と
思
い
ま

す
。
ご
家
族
の
出
入
り
も
自
由

で
す
。
た
だ
し
最
近
、
高
専
賃

や
有
料
老
人
ホ
ー
ム
は
乱
立
ぎ

み
で
、
玉
石
混
交
の
状
態
と
言

え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

医
療
と
の
か
か
わ
り
は
、
地

域
の
病
院
や
開
業
医
に
協
力
を

お
願
い
し
て
い
ま
す
。

あ
と
現
行
制
度
下
で
運
営
面

の
矛
盾
と
し
て
、
高
専
賃
は
、

い
わ
ゆ
る
介
護
付
き
で
な
い
住

宅
型
有
料
老
人
ホ
ー
ム
に
形
態

が
近
く
、
介
護
保
険
の
在
宅

サ
ー
ビ
ス
を
持
ち
込
む
形
で

す
。
当
然
、
特
養
な
ど
に
比

べ
、
介
護
力
は
薄
い
と
考
え
ら

れ
て
い
ま
す
。
高
専
賃
な
ど

は
、
も
と
も
と
在
宅
サ
ー
ビ
ス

か
施
設
サ
ー
ビ
ス
か
の
矛
盾
を

抱
え
て
出
発
し
て
お
り
、
過
渡

期
の
施
設
と
言
え
る
か
も
知
れ

ま
せ
ん
。

在
宅
の
ニ
ー
ズ
に 

制
度
が
対
応
し
て
い
な
い 

【
司
会
】
次
に
、
長
く
在
宅
診

療
に
取
り
組
ん
で
こ
ら
れ
た
保

険
医
協
会
理
事
の
大
川
先
生
、

お
願
い
し
ま
す
。

【
大
川
】
私
は
城
北
ク
リ
ニ
ッ

ク
所
属
で
、
午
前
外
来
、
午
後

【
司
会
】
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
大
学
で
教
鞭
を
と
っ

て
お
ら
れ
る
曽
我
先
生
お
願
い

し
ま
す
。

【
曽
我
】
初
め
ま
し
て
、
曽
我

と
申
し
ま
す
。
今
、
金
沢
星
稜

大
学
で
社
会
保
障
論
や
介
護
福

祉
論
を
教
え
て
い
ま
す
。
結
論

か
ら
申
し
ま
す
と
、
社
会
保

福
祉
を
市
場
化
し
た 

元
凶
が
介
護
保
険 

訪
問
診
察
と
い
う
パ
タ
ー
ン
で

仕
事
を
し
て
い
ま
す
。
開
所
し

て
十
二
年
目
で
す
。
在
宅
生
活

を
フ
ル
に
支
援
す
る
と
い
う
コ

ン
セ
プ
ト
で
開
設
さ
れ
ま
し

た
。
訪
問
診
察
、
訪
問
看
護
、

デ
イ
ケ
ア
、
認
知
症
対
応
の
通

所
介
護
、
訪
問
介
護
、
そ
れ
に

「
べ
ん
り
君
」
と
い
う
イ
ン

フ
ォ
ー
マ
ル
な
サ
ー
ビ
ス
、
行

政
が
や
る
前
か
ら
介
護
予
防
事

業
な
ど
も
や
っ
て
い
ま
す
。

介
護
保
険
制
度
の
開
始
前
、

当
時
の
厚
生
省
の
岡
光
事
務
次

官
と
い
う
収
賄
罪
で
捕
ま
っ
た

方
が
、「
医
療
保
険
制
度
は
失

敗
な
の
で
、
そ
の
失
敗
を
繰
り

返
さ
な
い
介
護
保
険
制
度
を

作
っ
た
」
と
述
べ
て
い
ま
す
。

一
割
定
率
負
担
は
、
介
護
保
険

が
先
行
し
て
医
療
保
険
が
後
追

し
、
被
保
険
者
全
員
か
ら
保
険

料
を
徴
収
す
る
こ
と
も
、
介
護

先
行
、
高
齢
者
医
療
制
度
が
後

追
い
で
す
。　

こ
の
十
年
、
在
宅
介
護
は
大

き
く
変
化
し
ま
し
た
。
在
宅
介

護
力
が
極
端
に
落
ち
、
既
存
の

サ
ー
ビ
ス
だ
け
で
は
、
在
宅
で

の
生
活
が
困
難
に
な
っ
て
い
る

と
感
じ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
城

北
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
の
訪
問
診
察

は
、
多
い
時
は
百
六
十
人
位
い

ま
し
た
が
、
い
ま
は
百
五
十
人

位
で
す
。
そ
の
内
二
十
〜
三
十

人
は
、
居
宅
系
施
設
の
方
で

す
。
自
宅
の
方
は
、
百
二
十
人

に
減
っ
て
い
ま
す
。
訪
問
介

護
、
訪
問
看
護
も
減
っ
て
い
ま

す
。そ

れ
か
ら
最
近
、
隣
接
す
る

城
北
病
院
で
は
、
介
護
施
設
か

ら
、
他
の
急
性
期
病
院
で
は
認

知
症
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
受

け
入
れ
を
拒
否
さ
れ
た
高
齢
者

が
、
救
急
車
で
搬
送
さ
れ
て
来

ま
す
。
治
療
が
終
わ
っ
て
帰
す

の
も
ま
た
、
一
苦
労
し
て
い
る

現
状
で
す
。

最
後
に
、
施
設
と
医
療
に
つ

い
て
言
え
ば
、
急
性
期
病
院
に

高
齢
者
を
長
く
置
い
ち
ゃ
い
か

ん
と
思
い
ま
す
。
確
実
に
廃
用

が
進
み
ま
す
。
一
部
の
医
療
行

為
を
除
け
ば
、
点
滴
で
も
酸
素

で
も
居
宅
で
で
き
ま
す
。
た

だ
、
自
宅
だ
と
家
庭
介
護
力
が

し
っ
か
り
し
て
い
れ
ば
の
前
提

で
す
が
。
む
し
ろ
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
な
ど
ケ
ア
の
し
っ
か
り

し
た
と
こ
ろ
で
、
医
療
の
提
供

と
い
う
こ
と
が
重
要
で
は
な
い

か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

（
十
一
面
の
つ
づ
き
）

（
十
三
面
に
つ
づ
く
）

石林　秀男さん
（金沢市・グループホーム大桑、管理者）

堂田　俊樹さん
（白山市・シニアホーム香林苑、部長）

介護保険法施行後発生した事件・事故

年月日 事件・事故名 場　　所 経営母体 事件・事故の概要

2005年2月
グループホーム「たかまつ」
事件

石川県かほく市
認知症対応型共同生活介護
グループホーム「たかまつ」

NPO法人「若葉」

2005年2月12日、介護職員が入所者にファンヒーターの熱風をあ
て「殺害」したとされる「殺人」事件。
非正規雇用で無資格の介護職員を週3回の夜間専従で雇用し、入
居者12人のケアを行わせていた。裁判では「夜間介護に関する
法制度や、ストレス対策を含む本件グループホームの指導管理
体制の問題」が指摘された。

2006年1月 グループホーム火災事故
長崎県大村市
認知症対応型共同生活介護
「やすらぎの里さくら館」

有限会社「はるる」

2006年1月8日、火災事故が発生。入居者7人が死亡。ライターに
よる着火と推測。
火災事故後、夜間及び深夜の勤務体制について「原則夜勤」と
基準改正が行われた。

2007年6月 コムスン事件 東京都 株式会社コムスン

訪問介護事業における介護報酬の不正受給並びに虚偽の指定申
請・人員配置基準違反。
東京都の改善勧告・指導を受けたが改善しなかったため、業務
停止命令により業務廃止。

2007年4月 ニチイ学館 東京都 株式会社ニチイ学館
管理者の専従業務違反、訪問介護計画未作成のため、東京都よ
り2006年12月27日付改善勧告・文書指導

2007年4月 ジャパンケアサービス 東京都
株式会社ジャパンケア
サービス

サービス提供責任者の不足のため、東京都より2007年3月23日付
改善勧告・文書指導

2009年1月 傷害事件
香川県丸亀市
認知症対応型共同生活介護
「グループホームなぎさ」

医療法人「たむらクリ
ニック」

2009年1月2日、介護職員が入浴介護をしていた93歳の入居者に
熱湯を浴びせ顔などにやけどを負わせた。その後介護職員は退
職し、2月9日傷害容疑で逮捕、2009年2月27日略式起訴（罰金
刑）となっている。警察への内部告発より発覚している。
2009年2月19日、丸亀市は、当該法人に対して改善勧告を行って
いる。

2009年3月
静養ホームたまゆら火災事故・
事件

群馬県渋川市
自称「静養ホームたまゆら」

NPO法人「彩経会」

2009年3月、未届施設で火災発生、入居者10人が死亡。当該施設
は行政への届出を行っていない「未届施設」であり、東京都内
の生活保護受給者でケアの必要な高齢者が入居しており、犠牲
となった。
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障
、
社
会
福
祉
の
分
野
に
市
場

化
を
も
た
ら
し
た
の
が
介
護
保

険
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考

え
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
社

会
福
祉
は
儲
か
ら
な
い
も
の
と

捉
え
ら
れ
て
い
た
の
が
、
儲
け

て
も
い
い
と
の
発
想
に
転
換
さ

れ
た
の
が
、
介
護
保
険
の
本
質

と
思
い
ま
す
。

こ
れ
を
象
徴
す
る
代
表
例

が
、
石
川
県
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
で

起
き
た
「
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
た

か
ま
つ
事
件
」
で
す
。
グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
で
夜
勤
専
従
の
非
正

規
労
働
者
の
青
年
が
、
認
知
症

の
あ
る
入
所
者
に
フ
ァ
ン
ヒ
ー

タ
ー
を
押
し
つ
け
て
、
結
果
的

に
死
亡
さ
せ
た
事
件
で
す
。
青

年
は
殺
人
罪
で
収
監
さ
れ
ま
し

た
が
、
過
酷
な
労
働
実
態
、
経

営
者
の
営
利
追
求
の
姿
が
明
ら

か
に
な
り
ま
し
た
。

今
、
こ
の
よ
う
な
介
護
や
福

祉
施
設
の
現
場
で
、
利
益
優
先

主
義
が
も
た
ら
す
「
静
養
ホ
ー

ム
た
ま
ゆ
ら
事
件
」
な
ど
、
悲

惨
な
火
災
事
故
な
ど
が
頻
発
し

て
い
ま
す
。

【
司
会
】
今
、
曽
我
先
生
が
介

護
保
険
の
営
利
性
の
問
題
を
提

起
さ
れ
ま
し
た
。
営
利
法
人
を

母
体
に
し
て
で
き
た
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
や
、
高
専
賃
を
運
営
し

て
お
ら
れ
る
石
林
さ
ん
や
堂
田

さ
ん
か
ら
、
反
論
が
あ
る
か
と

思
い
ま
す
。
石
林
さ
ん
か
ら
お

願
い
し
ま
す
。

社
会
福
祉
法
人
を 

検
証
す
る
必
要
も 

【
石
林
】
う
ち
も
母
体
が
一
応
、

営
利
法
人
に
な
り
ま
す
の
で
、

営
利
性
追
求
の
結
果
、
介
護
が

【
堂
田
】
曽
我
先
生
の
提
起
し

て
い
る
問
題
と
い
う
の
は
、
こ

の
国
の
「
介
護
の
か
た
ち
」
が

ど
う
あ
る
べ
き
か
の
制
度
の
問

題
で
す
。
一
方
、
石
林
さ
ん
の

発
言
は
、
第
一
線
の
「
現
場
の

か
た
ち
」
の
問
題
で
す
。
私

も
、
社
会
福
祉
法
人
に
つ
い
て

も
検
証
が
必
要
と
の
立
場
で

す
。
例
え
ば
介
護
の
第
一
線
で

働
く
者
が
、
よ
り
高
い
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
し
た
い
と
思
っ
て
、

す
ぐ
に
社
会
福
祉
法
人
を
作
る

と
言
っ
て
も
認
可
さ
れ
る
の
は

困
難
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で

す
。
自
分
た
ち
の
良
い
ケ
ア
を

求
め
る
た
め
に
、
一
つ
の
形
と

し
て
開
設
す
る
場
合
、
選
択
肢

は
営
利
体
の
企
業
形
態
し
か
な

施
設
タ
ー
ミ
ナ
ル
の 

希
望
に
ど
う
応
え
る
か 

ず
さ
ん
に
な
っ
て
い
る
と
い
う

批
判
は
確
か
だ
と
思
い
ま
す
。

そ
の
中
で
自
分
が
考
え
て
い
る

の
は
、
介
護
職
員
の
力
量
で
は

な
く
て
、
意
識
の
問
題
だ
と
い

う
こ
と
。
仕
事
に
誇
り
を
持
っ

て
い
な
い
と
い
う
こ
と
が
、
先

の
説
明
の
よ
う
な
火
災
の
問
題

で
あ
り
、
た
か
ま
つ
の
事
件
の

問
題
で
は
な
い
か
な
と
思
い
ま

す
。
営
利
を
意
識
す
る
こ
と

は
、
決
し
て
悪
い
こ
と
で
は
な

い
と
思
う
。
そ
こ
に
介
護
職
員

の
や
り
甲
斐
で
あ
り
、
そ
う
い

う
も
の
を
無
視
し
た
結
果
と
い

う
の
が
、
少
し
出
て
き
て
い
る

の
か
な
と
・
・
・
。

だ
か
ら
、
第
一
線
で
働
い
て

い
る
人
間
の
差
。
営
利
云
々
よ

り
、
社
会
福
祉
法
人
な
ら
ば
違

う
か
と
言
う
と
、
多
分
同
じ
だ

と
思
う
。
た
ま
た
ま
株
式
会
社

が
起
こ
し
た
と
も
言
え
る
ん

じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
う
か
。
う
ま

く
表
現
で
き
な
い
け
ど
、
そ
こ

の
部
分
を
す
ご
く
感
じ
ま
す
。

【
司
会
】
石
林
さ
ん
の
発
言
は
、

営
利
だ
か
ら
ダ
メ
と
か
で
は
決

し
て
な
い
。
要
は
介
護
職
員
の

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
問
題
が
、

よ
り
重
要
で
あ
る
と
言
わ
れ

た
。
そ
れ
で
は
堂
田
さ
ん
お
願

い
し
ま
す
。

い
の
が
現
実
で
す
。
そ
こ
で
は

社
会
福
祉
法
人
に
比
べ
、
税
制

上
の
大
き
な
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ

プ
が
あ
る
。
そ
れ
で
も
介
護

サ
ー
ビ
ス
を
始
め
る
と
い
う
こ

と
は
、
社
会
福
祉
法
人
を
作
る

以
上
に
、
も
っ
と
情
熱
が
あ
る

と
も
言
え
る
わ
け
で
、
も
ち
ろ

ん
営
利
第
一
の
企
業
法
人
も
存

在
す
る
が
、
そ
の
辺
の
と
こ
ろ

を
公
的
セ
ク
タ
ー
絶
対
論
に
対

し
て
、
反
論
し
た
い
点
で
も
あ

り
ま
す
。

【
福
田
】
今
、
石
林
、
堂
田
さ

ん
と
曽
我
先
生
の
話
を
聞
き
ま

し
て
、
自
分
た
ち
社
会
福
祉
法

人
に
は
社
会
福
祉
法
人
の
意

義
・
理
念
が
あ
り
ま
す
が
、
介

護
保
険
と
い
う
市
場
化
の
中

で
、
課
税
さ
れ
る
事
業
所
と
非

課
税
の
事
業
所
（
法
人
）
が
あ

る
と
い
う
こ
と
を
認
識
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
し

た
。

【
司
会
】
介
護
保
険
の
市
場
化

の
問
題
は
大
変
重
要
で
議
論
が

尽
き
な
い
の
で
す
が
、
論
点
を

移
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

次
に
、
医
療
面
、
特
に
タ
ー

ミ
ナ
ル
ケ
ア
の
こ
と
を
掘
り
下

げ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま

ず
福
田
さ
ん
か
ら
タ
ー
ミ
ナ
ル

の
現
状
、
医
療
面
の
関
わ
り
を

お
話
し
く
だ
さ
い
。

【
司
会
】
石
林
さ
ん
、
グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
の
場
合
は
ど
う
で

し
ょ
う
か
。

【
石
林
】
ち
ょ
う
ど
今
、
タ
ー

ミ
ナ
ル
の
方
が
、
病
院
か
ら
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
に
帰
っ
て
き
ま

し
た
。
本
人
と
は
、
現
在
は
会

話
が
で
き
な
い
状
態
で
す
が
、

元
気
な
時
に
自
宅
で
死
に
た
い

が
、
だ
め
な
ら
こ
こ
で
最
後
を

迎
え
た
い
、
と
の
意
思
を
確
認

し
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
は
医
療
面
が
弱

い
こ
と
も
納
得
し
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。「
生
活
と
医
療
の

ど
ち
ら
を
選
び
ま
す
か
」
と
お

尋
ね
し
て
、「
生
活
を
選
び
ま

す
」
と
い
う
こ
と
で
、
グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
に
戻
っ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
点
滴
も
し
て
い
ま
せ

ん
し
、
食
事
も
ほ
と
ん
ど
と
れ

て
な
い
状
況
。
た
だ
、
僕
ら
が

で
き
る
タ
ー
ミ
ナ
ル
ケ
ア
と
い

う
の
は
、
多
分
、
最
後
に
そ
の

人
ら
し
さ
を
出
せ
ま
す
よ
と
。

病
院
よ
り
も
生
活
の
場
で 

長
生
き
で
き
る
こ
と
も 

【
福
田
】
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
定
義

に
つ
い
て
、
難
し
い
部
分
も
あ

り
ま
す
が
、
自
分
た
ち
の
施
設

で
は
、
施
設
で
お
亡
く
な
り
に

な
り
た
い
と
い
う
方
が
増
え
て

お
り
ま
す
。
そ
の
中
で
、
嘱
託

医
を
含
め
た
施
設
側
と
の
カ
ン

フ
ァ
レ
ン
ス
な
ど
で
、
ご
本

人
・
ご
家
族
の
意
向
を
で
き
る

限
り
尊
重
し
な
が
ら
、
取
り
組

み
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
。

【
大
川
】
終
末
期
に
つ
い
て
、

ひ
と
言
。
非
が
ん
疾
患
の
場

合
、
終
末
期
で
あ
る
と
の
判
断

は
、
で
き
な
い
と
言
っ
た
ほ
う

が
正
確
じ
ゃ
な
い
か
と
思
う
ん

で
す
ね
。
終
末
期
と
思
っ
て
も
、

ま
ず
、
き
ち
ん
と
急
性
疾
患
や

脱
水
が
な
い
か
見
極
め
、
あ
れ

ば
治
療
す
る
。
そ
の
上
で
、
一

生
懸
命
努
力
し
て
食
べ
さ
せ
て

も
食
べ
ら
れ
な
い
場
合
に
は
、

考
え
て
も
い
い
か
な
。
だ
れ
か

が
勝
手
に
判
断
し
て
、
終
末
期

だ
か
ら
そ
の
ま
ま
看
取
れ
ば
い

い
か
と
い
う
の
は
、
な
か
な
か

難
し
い
な
と
思
い
ま
す
。

（
十
二
面
の
つ
づ
き
）

（
十
四
面
に
つ
づ
く
）

福田　正成さん
（白山市・特別養護老人ホーム大門園、居宅介護支援事業所ケアマネジャー）

橋　典孝さん
（金沢市・金沢春日ケアセンター、地域包括支援センター管理者）

医師と介護現場の方々が一堂に会して、有意義な議論が行われた
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僕
ら
は
一
年
以
上
か
か
わ
っ
て

い
る
ん
で
、
そ
こ
は
自
信
が
あ

り
ま
す
。
た
だ
、
職
員
は
も
の

す
ご
く
、
不
安
で
い
っ
ぱ
い
で

す
。
夜
勤
も
一
人
で
す
。
一
ユ

ニ
ッ
ト
で
一
人
で
す
。
う
ち
は

二
人
夜
勤
で
す
け
れ
ど
も
、
決

し
て
介
護
経
験
が
豊
富
な
人
間

ば
か
り
が
夜
勤
じ
ゃ
な
い
で
す

か
ら
、
不
安
が
い
っ
ぱ
い
で

す
。

【
大
川
】
原
因
は
何
で
す
か
。

【
石
林
】
が
ん
で
す
。

【
大
川
】
ち
ょ
っ
と
一
言
い
い

で
す
か
、
石
林
さ
ん
。

命
を
縮
め
る
か
も
し
れ
な
い

と
お
っ
し
ゃ
っ
た
ん
だ
け
れ
ど

も
、
私
が
最
近
経
験
し
た
例
を

お
話
し
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

認
知
症
の
方
で
、
胆
管
が
ん

と
大
腸
が
ん
の
両
方
の
が
ん
で

終
末
期
だ
と
い
う
こ
と
で
入
院

し
て
い
ま
し
た
が
、
点
滴
を

引
っ
こ
抜
い
ち
ゃ
う
し
、
徘
回

し
て
隣
の
患
者
さ
ん
の
と
こ
ろ

に
行
っ
た
り
し
ま
し
た
。
た
ま

た
ま
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の

シ
ョ
ー
ト
が
空
い
て
い
た
の
で

そ
こ
に
入
っ
た
ら
、
病
院
に
い

た
ら
恐
ら
く
一
カ
月
で
死
ん
で

い
た
だ
ろ
う
と
い
う
人
が
、
四

カ
月
生
き
た
。
だ
か
ら
生
活
の

場
所
に
帰
す
方
が
、
長
く
生
き

ら
れ
る
ん
で
す
よ
、
入
院
し
て

い
る
よ
り
も
。
だ
か
ら
そ
れ

は
、
自
信
を
持
っ
た
ほ
う
が
い

い
な
と
思
う
ん
で
す
よ
。

【
石
林
】
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
帰
っ
て
、
職
員
に
伝
え

た
い
と
思
い
ま
す
。

要
介
護
認
定
が 

被
介
護
者
の
権
利
侵
害
に 

【
司
会
】
堂
田
さ
ん
、
い
か
が

で
す
か
。
や
は
り
高
専
賃
や
有

料
老
人
ホ
ー
ム
と
な
る
と
、
も

う
重
症
化
す
る
と
無
理
と
い
う

思
い
込
み
が
あ
る
ん
で
す
け

ど
、
そ
う
い
う
こ
と
に
対
し
て

何
か
。

【
堂
田
】
で
き
る
か
否
か
、
例

え
ば
が
ん
の
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
場

合
な
ど
、
う
ち
は
絶
対
に
引
き

受
け
る
、
や
る
ん
だ
と
強
い

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が
あ
る
場
合

に
は
、
で
き
ま
す
。
そ
う
い
う

意
味
で
は
、
ス
タ
ッ
フ
も
医
師

も
訪
問
看
護
の
方
々
も
、
み
ん

な
が
本
当
に
そ
の
人
の
生
活
を

最
後
ま
で
守
る
と
い
う
決
意
。

あ
と
は
、
本
人
の
こ
こ
で
最
後

ま
で
生
き
た
い
と
の
意
思
、
家

族
も
こ
こ
で
や
っ
て
ほ
し
い
と

の
こ
と
で
、
一
つ
に
な
っ
た
場

合
は
、
ス
ム
ー
ズ
に
事
が
運
ぶ

こ
と
が
で
き
ま
す
。
お
亡
く
な

り
に
な
ら
れ
た
後
も
職
員
一
人

ひ
と
り
が
、
常
に
死
を
意
識
し

な
が
ら
生
活
の
介
護
を
し
て
い

く
と
い
う
経
験
は
、
非
常
に
価

値
が
あ
り
ま
す
。

【
司
会
】
議
論
は
尽
き
な
い
の

で
す
が
、
次
に
要
介
護
認
定
に

つ
い
て
議
論
を
し
た
い
と
思
い

ま
す
。
制
度
発
足
当
初
か
ら
認

定
審
査
員
を
さ
れ
て
い
ま
す
大

川
先
生
か
ら
、
ご
発
言
お
願
い

し
ま
す
。

【
大
川
】
認
定
審
査
が
な
ぜ
あ

る
か
と
い
う
と
、
限
度
額
を
決

め
る
た
め
で
す
。
医
療
保
険
の

場
合
、
医
師
に
裁
量
権
の
一
部

を
持
た
せ
た
か
ら
ま
ず
か
っ
た

と
い
う
の
が
、
厚
労
省
の
本
音

で
す
。
そ
の
た
め
、
無
理
に
給

付
額
を
抑
え
よ
う
と
し
て
、
判

定
ソ
フ
ト
を
い
じ
る
。
当
然
、

い
ろ
ん
な
矛
盾
が
吹
き
出
し
て

く
る
。
本
年
四
月
か
ら
の
認
定

方
法
の
改
定
時
の
混
乱
と
、
十

月
の
再
改
定
は
、
そ
の
証
明
で

す
。
今
後
も
限
度
額
を
守
ろ
う

と
す
れ
ば
、
認
定
ソ
フ
ト
や
方

法
を
手
直
し
し
て
も
、
認
定
審

査
に
ま
つ
わ
る
問
題
は
、
ず
っ

と
残
る
と
思
い
ま
す
。

【
司
会
】
そ
の
ほ
か
に
も
、
現

場
の
立
場
と
し
て
介
護
認
定
に

つ
い
て
、
何
か
ご
意
見
ご
ざ
い

ま
す
か
。

【
橋
】
介
護
認
定
は
三
区
分

で
、
い
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

軽
度
、
中
度
、
重
度
で
い
い
ん

じ
ゃ
な
い
か
。

給
付
費
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す

る
と
い
う
点
で
は
、
あ
れ
だ
け

必
要
だ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
け

れ
ど
も
、
現
場
で
と
か
、
あ
る

い
は
使
う
側
の
立
場
で
い
う

と
、
あ
ん
な
に
要
ら
な
い
で
す

ね
。
僕
、
審
査
側
に
も
か
か

わ
っ
て
い
ま
す
け
ど
、
介
護
度

四
と
五
の
違
い
っ
て
何
な
の
か

と
い
う
の
は
あ
り
ま
す
ね
。

【
司
会
】
曽
我
先
生
、
社
会
福

祉
の
立
場
で
、
現
行
の
認
定
制

度
に
つ
い
て
の
お
考
え
は
い
か

が
で
す
か
。

【
曽
我
】
私
も
社
会
福
祉
の
立

場
か
ら
言
う
と
、
要
介
護
認
定

は
、
平
等
に
サ
ー
ビ
ス
を
受
け

る
権
利
が
侵
害
さ
れ
て
い
る
と

考
え
て
い
ま
す
。
今
お
っ
し
ゃ

ら
れ
た
よ
う
に
、
五
段
階
と
い

う
の
は
、
少
し
細
か
く
分
け
過

ぎ
だ
と
い
う
こ
と
と
、
あ
と
要

支
援
、
要
介
護
の
と
こ
ろ
で

サ
ー
ビ
ス
が
大
き
く
分
か
れ
て

し
ま
う
と
い
う
の
は
、
基
準
が

あ
い
ま
い
に
も
か
か
わ
ら
ず

サ
ー
ビ
ス
が
異
な
る
の
は
、

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
権
利
の
侵

害
が
、
要
介
護
認
定
か
ら
発
生

し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

【
司
会
】
残
り
時
間
が
少
な
く

な
り
ま
し
た
。
大
川
先
生
に
、

か
か
り
つ
け
医
と
ケ
ア
マ
ネ
の

関
係
に
つ
い
て
ご
発
言
お
願
い

し
ま
す
。

【
大
川
】
本
来
医
療
を
し
っ
か

り
や
ろ
う
と
思
っ
た
場
合
に

は
、
そ
の
方
の
生
活
背
景
と
か

家
族
関
係
、
経
済
状
況
だ
と
か

を
熟
知
す
る
と
い
う
こ
と
が
大

事
で
す
。
通
常
の
診
療
の
中
で

は
、
そ
の
こ
と
が
抜
け
て
し

ま
っ
て
、
病
状
的
な
こ
と
だ
け

の
診
療
に
終
わ
る
こ
と
が
多
い

と
思
い
ま
す
。
医
師
と
ケ
ア
マ

ネ
と
の
か
か
わ
り
は
、
一
つ
目

は
、
ケ
ア
サ
ー
ビ
ス
担
当
者
会

議
へ
参
加
し
た
場
合
の
意
見
交

も
っ
と
介
護
現
場
か
ら 

介
護
保
障
の
改
善
案
を 

換
。
二
つ
目
は
居
宅
療
養
管
理

指
導
を
通
し
て
コ
メ
ン
ト
す
る

と
い
う
こ
と
、
三
つ
目
は
主
治

医
意
見
書
を
求
め
ら
れ
て
い
る

と
き
に
、
そ
れ
を
適
切
に
書
く

と
い
う
三
つ
が
あ
り
ま
す
。
や

は
り
現
状
に
お
い
て
は
、
両
者

の
関
係
は
希
薄
で
す
ね
。
医
師

と
し
て
は
貴
重
な
情
報
が
得
ら

れ
る
か
ら
、
も
っ
と
密
に
し
た

ほ
う
が
い
い
が
、
向
こ
う
が
遠

慮
し
て
い
る
の
か
、「
サ
ー
ビ

ス
担
当
者
会
議
が
あ
っ
た
の
？

お
れ
呼
ば
れ
て
ね
え
ぜ
」
と
い

う
こ
と
に
な
る
。
何
か
、
垣
根

が
高
い
な
と
い
う
こ
と
で
す
。

そ
こ
ら
辺
が
も
っ
と
よ
く
な
る

仕
組
み
が
、
必
要
で
は
な
い
か

な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

【
福
田
】
大
川
先
生
が
ケ
ア
マ

ネ
と
医
師
と
の
連
携
の
お
話
を

さ
れ
た
の
で
す
が
、
白
山
市
で

は
今
年
度
、
市
内
の
病
院
の
医

師
、
開
業
医
が
一
堂
に
会
し

て
、
ケ
ア
マ
ネ
と
の
連
絡
会
を

開
催
し
ま
し
た
。
医
師
か
ら

は
、
サ
ー
ビ
ス
担
当
者
会
議
の

存
在
を
理
解
し
た
上
で
、
ぜ
ひ

声
か
け
を
し
て
ほ
し
い
、
と
の

意
見
が
聞
か
れ
ま
し
た
。
医
師

と
、
こ
の
よ
う
な
形
で
連
絡
会

を
開
催
で
き
、
と
て
も
有
意
義

で
し
た
。

【
司
会
】
最
後
に
曽
我
先
生
、

大
川
先
生
、
ま
と
め
と
し
て
一

【
橋
】
一
九
八
八
年
か
ら
介

護
保
険
前
後
を
通
し
て
仕
事
を

し
て
い
ま
す
が
、
今
後
も
レ

ギ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
強
化
と
い

う
と
こ
ろ
か
ら
は
、
避
け
ら
れ

な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
気

が
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
前
の

措
置
時
代
の
社
会
福
祉
に
戻
す

と
い
う
こ
と
は
、
一
旦
グ
ロ
ー

バ
ル
化
の
波
に
洗
わ
れ
る
と
、

も
う
無
理
。
た
だ
、
介
護
保
険

は
ど
ん
ど
ん
細
か
な
ル
ー
ル
を

決
め
て
い
く
わ
け
で
、
質
も
、

そ
れ
に
よ
り
担
保
さ
れ
る
面
は

あ
る
。
そ
れ
と
、
市
場
と
い
う

意
味
で
も
、
参
入
が
広
が
っ
た

と
い
う
面
は
あ
る
と
思
い
ま

す
。
一
方
で
、
そ
う
し
た
レ

ギ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
デ
メ
リ
ッ

ト
と
か
、
そ
れ
で
抜
け
落
ち
て

は
い
け
な
い
部
分
も
、
し
っ
か

り
と
見
て
い
く
必
要
が
あ
る
と

思
い
ま
す
。

言
ず
つ
。

【
曽
我
】
現
場
に
お
い
て
皆
さ

ん
が
、
い
ろ
い
ろ
制
度
に
乗
っ

か
ら
な
い
と
こ
ろ
を
、
一
生
懸

命
頑
張
っ
て
や
っ
て
お
ら
れ

る
。
こ
れ
は
す
ば
ら
し
い
こ
と

で
、
大
切
に
し
て
い
た
だ
き
た

い
の
で
す
が
、
す
べ
て
の
人
が

介
護
保
障
を
享
受
す
る
た
め
に

は
、
や
は
り
シ
ス
テ
ム
の
こ
と

を
考
え
て
い
く
べ
き
と
思
い
ま

す
。
ぜ
ひ
と
も
、
皆
さ
ん
の
方

か
ら
、
こ
う
い
っ
た
時
に
は
こ

う
い
う
シ
ス
テ
ム
が
大
事
な
ん

だ
と
い
う
こ
と
を
声
を
上
げ
れ

ば
、
制
度
も
変
わ
っ
て
く
る
と

思
い
ま
す
。

自
己
犠
牲
の
下
で
介
護
保
険

が
成
り
立
っ
て
い
る
と
い
う
こ

と
は
、
介
護
保
障
に
は
な
っ
て

い
な
い
と
さ
え
考
え
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
具
体
的
な
シ
ス
テ
ム

改
善
の
声
を
上
げ
て
ほ
し
い
と

思
い
ま
す
。

【
大
川
】
今
後
、
亡
く
な
る
人

が
ど
ん
ど
ん
増
え
て
く
る
時
代

に
お
い
て
、
も
う
病
院
で
は
死

ね
な
い
と
い
う
か
、
キ
ャ
パ
シ

テ
ィ
の
不
足
が
現
実
と
な
る
中

で
、
望
む
と
こ
ろ
で
住
み
、
生

活
し
、
死
ぬ
場
所
を
考
え
る
時

代
に
な
っ
て
き
ま
す
。
特
に
、

障
が
い
を
持
っ
た
高
齢
者
の
生

存
は
、
医
療
よ
り
ケ
ア
が
大
事

だ
と
思
い
ま
す
。
医
療
者
も
介

護
に
関
わ
る
方
も
、
連
携
、
協

調
で
や
る
こ
と
が
大
切
と
思
い

ま
す
。

在
宅
医
療
は
、
生
活
が
成
り

立
っ
て
、
は
じ
め
て
提
供
で
き

る
も
の
で
す
。
高
齢
者
が
、
望

む
と
こ
ろ
で
生
活
で
き
る
こ
と

を
保
障
す
る
介
護
保
険
に
な
っ

て
ほ
し
い
で
す
ね
。

【
司
会
】
皆
様
、
本
日
は
ど
う

も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

（
十
三
面
の
つ
づ
き
）

大川 義弘
（理事／金沢市・城北クリニック院長・内科）

【司会】喜多　徹
（副会長／野々市町・喜多内科医院院長）

〈写真〉「静養ホームたまゆら（群馬県渋川市）」の跡地
建物は火災後取り壊され、現在は更地の状態。たまゆらを運

営していたNPO法人は、今年の 9月に老人施設運営から撤退し
たため、入居者たちは東京都や長野県など近郊の施設へ分散を
余儀なくされた。

（写真：2009 年 11 月 28 日・保険医協会事務局撮影）
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『福祉マップ』（改訂第7版） 
追補版を発刊しました 
『福祉マップ』（改訂第7版） 
追補版を発刊しました 

石川県保険医協会では、2007年11月に発行した『福祉マップ（改訂第7版）』の追補版を作成しました。『第7版』

以降に行われた制度改定に基づき、制度解説や県内各自治体の医療費助成制度・福祉制度一覧などを掲載しています。 

会員医療機関には1冊無料で送付いたしました。なお、第7版巻末の「愛読書はがき」にご感想やご意見をお寄せい

ただいた皆さまにも、進呈させていただきました。 

追補版をお求めになりたい方は、数に限りはございますが『第7版』（定価1,500円）をご購入いただきましたら、合

わせて送付いたします。詳しくは、石川県保険医協会事務局までお問い合わせください（電話076-222-5373）。 
『福祉マップ』（改訂第7版）・追補版 
●2009年12月25日発行　●Ａ4判・120頁 

○月▽日。 

朝のミーティングでは、昨日受けた相談をセンター職員間で共有し、本日の

予定を確認する。

この日の午前中は、地域の老人会で虐待予防教室（3 回シリーズの最終回）

を開催。14 人の参加であった。これまでの教室の振り返りを行いながら、虐

待に遭わないために、私らしく生きていくためにはどうしたらよいかを一人ひ

とり考える。

皆さん 3 回目の参加ということもあり、意見交流も活発であった。「やっぱ

り家族を大切にせんなん」「かわいい年寄りでいることが大切や」「仲間も大事

や」「なんかあったらセンター（支援センター）に言えばいいよね」などなど、

それぞれの意見の違いも認め合いながら、あっという間に 1 時間半が終了。

高齢者虐待防止法が成立して 3 年目。金沢市では、虐待を防止するための予

防プログラム（淑徳大学の山口先生と東洋大学の坂田先生監修）を今年度から

各地域包括が開催する介護教室などで実施することになっている。教室終了

後、老人会の世話役と今回の反省と今後の予定について話し合った。

事務所に戻ると、A クリニックから電話。「患者さんのことで相談がしたい。

2 人暮らしで生活するのに支援が必要で・・・」とのこと。今受診中で家族も

来ているらしく、急いで A クリニックへ向かう。A 医師から説明を受けた後、

B さんご夫婦（80 歳代後半）とその娘さんに会う。

奥さんの認知症が進み、内科疾患があるが、病識が乏しく服薬も不十分。A

医師からは、毎日のヘルパー訪問で服薬管理や生活支援が必要との提案があっ

た。ご主人は買い物や簡単な調理など自分のことは何とかできるが、妻のこと

までは手が回らない。娘さんは結婚し、仕事もしていて、普段は両親の世話は

できない。

奥さんは、以前娘の勧めで要支援１の認定は受けていたが、サービスは利用

していなかった。区分変更申請を行い（要支援 1 の場合は、週 2 回までしか利

用できず、それ以上となると実費となってしまうため）、当面は、慣れてもら

うために週 2 回のヘルパー訪問を手配し、ほかはご主人と娘の協力をお願いす

ることになった。

午後は要支援 1 の C さんのサービス担当者会議のために、デイサービスセ

ンターへ。C さんは 90 歳代で一人暮らし。腰痛で入院していたが、以前利用

していたデイサービスセンターとそりが合わず、しばらくはヘルパーによる生

活支援だけを利用していた。最近、足腰が弱ってきたとの訴えがありデイサー

ビスセンターを紹介。急きょ、利用につながる。月のはじめということもあ

り、即日利用開始となる（要支援の方はデイサービス利用料が月額定額のた

め、できるだけ丸々サービスが受けられるよう配慮）。サービス担当者会議で

は、週 2 ～ 3 回の利用を希望されるが、デイサービスセンターでは要支援 1 の

場合、よほどのことがない限り、週 1 回の利用となっている。利用回数につい

ては様子を見て、今後の検討課題として残す。その後 C さんは週 1 回がちょ

うど良いと継続利用中。

その後、先ほどの B さん宅へヘルパー事業所のヘルパーさんと同行訪問し、

当面のホームへルプサービスの中身を検討。B さんの受け入れも比較的良く、

いろいろと話をされる。ご主人からも協力いただける内容を確認した。翌日、

主治医意見書が届き、区分変更申請する。

以上、ある 1 日のほんの一部（1 人の職員の動き）を切り抜いてご紹介した。

地域包括支援センター（以下、地域包括）は 2006 年 4 月に創設され、3 職

種（社会福祉士、保健師、主任介護支援専門員）の専門職が協働して地域の総

合相談に対応し、地域ネットワークの構築、権利擁護（成年後見や虐待対応）

の活動に加え、要支援１・２に認定された方のケアプランを作成し、介護予防

事業として介護予防教室を行い、特定高齢者のケアプラン作成などの業務を

行っている。

金沢市は、すべて民間委託で 19 カ所の地域包括（お年寄り地域福祉支援セ

ンター）がある。それぞれの地域包括で職員数は異なるが、およそ４～５人の

配置となっている。介護予防（要支援１・２）のケアプラン作成に追われなが

ら、複合的な相談（高齢者の生活のしづらさの背景に家族の精神疾患があった

り、家族内の長年の確執があったり、地域の中での孤立や排除）に対応してい

る。

地域包括が創設されて 4 年目だが、地域の中で周知度は十分高まっていな

い。個々のケースを通じて地域の開業医との連携はとれてきているが、まだま

だ、点から線の段階。さらに面へのネットワークを構築していくのが、今後の

課題である。

今こそ考えよう介護保障！ 今こそ考えよう介護保障！ 今こそ考えよう介護保障！ 
今さら聞けない介護保険 今さら聞けない介護保険 シリーズ１２回

第7回 テーマ 

地域包括支援センターは今 

お年寄り地域福祉支援センターかみあらや　武田　智美（金沢市・社会福祉士） 

地域包括は、「地域住民の心身の健康の保持及び生活の安定のために必要な援助
を行うことにより、その保健医療の向上及び福祉の増進を包括的に支援すること
（介護保険法第 115条の 39項１）」を目的として、2006 年 4月に創設されました。
全国の設置状況は、市町村直営が約 4割、あとの 6割は社会福祉法人や医療法人、
株式会社、NPO法人などの委託となっています。
武田さんの報告にもあったように地域包括にはさまざまな業務が課せられてい
ますが、とりわけ介護予防プランの作成に追われているというのが正直な印象で
す。新予防給付の創設（介護給付費抑制の側面がある）により、介護予防のマネ
ジメントを地域包括が担うことになったわけですが、果たして予防の効果はどれ
だけあったのでしょうか？未だに要介護１と要支援２との違いが理解できません。
このような中で、高齢者虐待防止や認知症高齢者への理解を深めるための活動
など、地域包括らしさを追求しているセンターも少なくありません。医療機関の
皆さま、ぜひ一度、最寄りの包括に足を運ばれてはいかがでしょうか。

（事務局　橋爪真奈美）

【介護予防の効果は？】
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大
川
　
義
弘（
金
沢
市
・
内
科
）

リレー・エッセーリレー・エッセー

在宅
医療
在宅
医療

４９

訪
問
診
療
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
・
そ
の

終
末
期
も
ど
き

２７

中
田
内
太
郎
さ
ん
（
仮
名
）

に
は
じ
め
て
お
会
い
し
た
の

は
、
Ａ
有
料
老
人
ホ
ー
ム
で
、

「
サ
ク
セ
ス
フ
ル
エ
イ
ジ
ン
グ
・

脳
強
貯
筋
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル

で
お
話
を
し
た
時
で
し
た
。
当

時
は
九
十
九
歳
で
、
そ
の
ホ
ー

ム
で
の
最
高
齢
者
と
い
う
こ
と

で
し
た
。
施
設
の
職
員
に
促
さ

れ
、
発
言
さ
れ
ま
し
た
。
何
を

質
問
さ
れ
た
か
は
覚
え
て
い
な

い
の
で
す
が
、
す
ご
い
変
化
球

の
質
問
だ
っ
た
こ
と
は
覚
え
て

い
ま
す
。

こ
の
有
料
老
人
ホ
ー
ム
に

は
、
以
前
、
在
宅
タ
ー
ミ
ナ
ル

ケ
ア
の
学
習
会
の
講
師
を
頼
ま

れ
、
月
に
一
度
ず
つ
半
年
以
上

継
続
し
ま
し
た
。
そ
れ
が
き
っ

か
け
で
、
訪
問
診
察
を
依
頼
さ

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

中
田
さ
ん
は
、
Ｂ
病
院
に
大

動
脈
弁
狭
窄
症
、
洞
不
全
症
候

群
で
通
院
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

洞
不
全
症
候
群
に
対
し
て
は
、

ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
が
埋
め
込
ま

れ
て
い
ま
す
。
大
動
脈
弁
狭
窄

症
は
重
度
で
、
す
で
に
何
回
か

失
神
発
作
を
起
こ
し
て
お
り
、

急
死
の
危
険
性
が
本
人
、
家

族
、
施
設
の
職
員
に
は
伝
え
ら

れ
て
い
ま
す
。

中
田
さ
ん
は
通
院
困
難
と
い

う
こ
と
で
、
私
の
訪
問
診
察
を

希
望
さ
れ
、
二
〇
〇
六
年
か
ら

お
伺
い
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
外
来
カ
ル
テ
の
現
病
歴
を

振
り
返
っ
て
み
る
と
、「
あ
と

半
年
で
百
歳
」
と
書
か
れ
て
い

ま
し
た
。
上
記
の
疾
患
以
外
に

睫
毛
内
反
が
あ
り
、
訪
問
診
察

時
に
抜
毛
を
依
頼
さ
れ
、
行
く

た
び
に
抜
い
て
い
ま
す
。
ま
た

鼠
径
ヘ
ル
ニ
ア
、
慢
性
腎
不
全

な
ど
も
認
め
て
い
ま
す
。
口
癖

の
よ
う
に
飯
が
美
味
し
く
な
い

と
い
う
の
で
、
試
し
に
ラ
コ
ー

ル
を
処
方
し
た
ら
喜
ん
で
飲
ん

で
お
ら
れ
ま
し
た
。

あ
る
訪
問
診
察
の
日
に
、
そ

の
ホ
ー
ム
に
ち
ょ
う
ど
到
着
し

た
ら
救
急
車
が
横
付
け
さ
れ
て

お
り
、
中
田
さ
ん
が
失
神
発
作

で
、
ま
さ
に
救
急
搬
送
さ
れ
る

と
こ
ろ
に
出
合
っ
た
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

さ
て
こ
の
中
田
さ
ん
が
、
食

事
摂
取
量
が
落
ち
元
気
が
な
く

な
り
、
意
識
が
遠
の
く
こ
と
も

多
く
な
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
施
設
で
は
、
終
末
期
だ
と

思
っ
た
の
か
、
家
族
を
呼
び
、

主
治
医
の
私
か
ら
の
病
状
説
明

の
場
が
設
定
さ
れ
ま
し
た
。
そ

の
場
で
施
設
か
ら
示
さ
れ
た
の

が
、
看
取
り
に
関
す
る
指
針
と

看
取
り
介
護
に
つ
い
て
の
同
意

書
で
し
た
。

私
は
、「
食
べ
ら
れ
な
く
な
っ

て
い
る
現
状
は
、
本
当
に
食
べ

ら
れ
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
の

か
、
脱
水
や
感
染
症
な
ど
に
よ

る
一
時
的
な
症
状
な
の
か
の
ど

ち
ら
か
だ
ろ
う
が
、
す
ぐ
に
は

決
め
か
ね
る
こ
と
で
す
。
血
液

検
査
と
、
点
滴
を
し
て
し
ば
ら

く
様
子
を
見
ま
し
ょ
う
」
と
話

し
ま
し
た
。
そ
の
上
で
、
看
取

り
に
関
す
る
指
針
に
は
賛
同
し

て
署
名
し
ま
し
た
。
家
族
は
、

看
取
り
介
護
に
つ
い
て
の
同
意

書
に
、
サ
イ
ン
を
し
て
い
ま
し

た
。
血
液
検
査
で
は
、
い
つ
も

は
四
十
台
の
Ｂ
Ｕ
Ｎ
が
六
十
近

く
ま
で
上
昇
し
て
い
ま
し
た
。

電
解
質
異
常
や
炎
症
反
応
な
ど

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
点
滴

を
連
日
続
け
た
と
こ
ろ
、
Ｂ
Ｕ

Ｎ
が
以
前
の
値
に
戻
り
、
遅
れ

て
食
事
摂
取
量
が
戻
り
、
さ
ら

に
遅
れ
て
一
カ
月
後
に
、
ほ
ぼ

元
の
状
態
に
戻
り
ま
し
た
。
Ｂ

Ｕ
Ｎ
の
値
の
次
に
戻
っ
た
の
が

弁
舌
だ
っ
た
の
は
、
中
田
さ
ん

ら
し
い
と
み
ん
な
で
う
な
ず
き

あ
っ
た
も
の
で
す
。

中
田
さ
ん
は
、
結
果
と
し
て

は
終
末
期
で
は
な
か
っ
た
と
い

う
こ
と
で
す
。
非
が
ん
疾
患
の

終
末
期
の
判
断
は
難
し
い
と
、

つ
く
づ
く
思
っ
た
も
の
で
す
。

最
後
に
中
田
さ
ん
が
書
い
た

詩
を
紹
介
し
ま
す
。

「
た
っ
た
ひ
と
つ
の
命
だ
か

ら　

大
空
に
向
か
っ
て
万
歳
万

歳
と
天
を
仰
ぐ
今
日
の
空
ま

で
」。
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加齢黄斑変性症
とは？

～50歳以降は要注意！～
田川　茂樹（金沢市・眼科） 

米
国
で
は
、
六
十
五
歳
以

上
の
中
途
失
明
原
因
の
第
一

位
。
本
邦
で
も
、
こ
こ
十
数

年
で
罹
患
者
数
は
急
増
し
て

お
り
、
二
〇
〇
五
年
度
視
覚

障
害
者
原
因
疾
患
の
第
四
位

と
な
っ
た
加
齢
黄
斑
変
性

症
。
し
か
し
、
残
念
な
こ
と

に
そ
の
認
知
度
は
、
緑
内
障

や
白
内
障
な
ど
の
眼
疾
患
に

比
し
て
、
は
る
か
に
低
い
の

が
現
状
で
す
。

一
九
九
八
年
、
福
岡
県
久

山
町
で
行
わ
れ
た
疫
学
調
査

（
五
十
歳
以
上
が
対
象
）
の

結
果
、
ほ
ぼ
百
人
に
一
人
が

本
疾
患
の
診
断
を
受
け
、
今

後
も
高
齢
化
社
会
に
伴
い
、

患
者
数
は
さ
ら
に
増
え
る
と

予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

加
齢
黄
斑
変
性
症
は
、
網

膜
の
中
心
に
位
置
す
る
黄
斑

部
に
、
出
血
や
浮
腫
な
ど
の

滲
出
病
変
が
出
現
し
、
中
心

視
機
能
に
重
篤
な
障
害
を
来

す
疾
患
で
す
。
病
初
期
に
は

小
視
・
歪
視
・
色
覚
異
常
な

ど
の
変
視
症
が
自
覚
さ
れ
、

進
行
す
る
と
中
心
視
野
欠
損

を
呈
す
る
、
恐
ろ
し
い
疾
患

な
の
で
す
。

網
膜
の
外
層
に
位
置
す
る

脈
絡
膜
に
派
生
し
た
、
新
生

血
管
（
脈
絡
膜
新
生
血
管

：

Ｃ
Ｎ
Ｖ
）
か
ら
の
、
病
的
血

管
外
漏
出
が
原
因
で
す
が
、

Ｃ
Ｎ
Ｖ
派
生
に
は
、
酸
化
ス

ト
レ
ス
が
大
き
く
関
与
す
る

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

黄
斑
部
は
、
視
機
能
で
い

う
固
視
点
に
相
当
す
る
た

め
、
常
に
光
刺
激
を
受
け
て

い
ま
す
。
ま
た
、
機
能
維
持

の
た
め
、
黄
斑
部
は
大
量
の

酸
素
を
消
費
し
て
お
り
、
活

性
酸
素
が
産
生
さ
れ
や
す
い

状
況
下
に
あ
り
ま
す
。
活
性

酸
素
は
組
織
を
障
害
し
、
マ

ク
ロ
フ
ァ
ー
ジ
遊
走
や
あ
る

種
の
サ
イ
ト
カ
イ
ン
活
性
化

を
来
し
、
そ
の
結
果
Ｖ
Ｅ
Ｇ

Ｆ
（
血
管
内
皮
増
殖
因
子
）

が
産
生
さ
れ
、
Ｃ
Ｎ
Ｖ
が
派

生
す
る
と
い
う
説
が
有
力
で

す
。ま

た
、
加
齢
で
す
の
で
年

齢
と
伴
に
、
細
胞
の
代
謝
機

能
が
減
ず
る
こ
と
も
大
き
く

関
与
す
る
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
網
膜
の
恒
常
性
を
保
つ

網
膜
色
素
上
皮
細
胞
層
は
、

網
膜
の
最
外
層
に
位
置
し
、

脈
絡
膜
層
と
隣
接
し
て
い
ま

す
。
経
年
的
変
化
で
、
色
素

上
皮
細
胞
層
の
代
謝
機
能
が

低
下
す
る
と
、
顕
著
な
老
廃

物
の
蓄
積
が
生
じ
、
そ
の
処

理
の
た
め
に
マ
ク
ロ
フ
ァ
ー

ジ
遊
走
・
サ
イ
ト
カ
イ
ン
活

性
化
が
生
じ
、
Ｖ
Ｅ
Ｇ
Ｆ
が

産
生
さ
れ
る
と
い
う
説
で

す
。い

ず
れ
に
せ
よ
、
発
症
原

因
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
Ｖ
Ｅ
Ｇ

Ｆ
で
す
！

治
療
法
で
す
が
、
結
果
か

ら
い
う
と
残
念
な
が
ら
視
機

能
の
改
善
は
一
部
の
症
例
に

限
ら
れ
、
目
標
は
あ
く
ま
で

も
現
状
維
持
で
す
。

速
や
か
に
病
勢
を
止
め

て
、
視
機
能
の
悪
化
を
防
ぐ

こ
と
が
大
原
則
な
の
で
す
。

具
体
的
治
療
法
と
し
て
、

現
在
最
も
有
効
な
の
が
（
原

因
か
ら
も
明
白
で
す
が
）、

抗
Ｖ
Ｅ
Ｇ
Ｆ
薬
の
眼
内
注
入

術
で
す
。
本
療
法
は
、
新
生

血
管
の
活
動
性
を
止
め
る
の

み
な
ら
ず
、
病
的
血
管
外
漏

出
を
抑
制
す
る
作
用
も
有
し

て
お
り
、
網
膜
浮
腫
改
善
の

効
果
も
期
待
で
き
ま
す
。

従
来
か
ら
存
在
し
た
光
線

力
学
的
療
法
（
Ｐ
Ｄ
Ｔ
）

も
、
加
齢
黄
斑
変
性
症
の
タ

イ
プ
に
よ
っ
て
は
効
果
的
で

す
が
、
術
後
の
安
静
度
制

限
・
特
殊
レ
ー
ザ
ー
機
器
の

必
要
性
・
高
額
医
療
な
ど
の

面
で
、
現
段
階
で
は
、
抗
Ｖ

Ｅ
Ｇ
Ｆ
薬
眼
内
注
入
術
が
一

歩
リ
ー
ド
と
い
う
印
象
で

す
。進

行
予
防
に
は
、
亜
鉛
・

β
カ
ロ
テ
ン
と
い
っ
た
サ
プ

リ
メ
ン
ト
摂
取
の
有
用
性
が

医
学
的
に
証
明
さ
れ
て
お

り
、
今
後
は
ル
テ
イ
ン
・

ω

－

脂
肪
酸
に
つ
い
て
も
エ

ビ
デ
ン
ス
が
確
立
さ
れ
そ
う

で
す
。

皆
さ
ん
も
時
々
、
片
眼
視

を
し
て
み
て
、
歪
視
や
コ
ン

ト
ラ
ス
ト
低
下
な
ど
が
な
い

か
を
確
認
し
て
下
さ
い
。
病

初
期
で
は
、
両
眼
視
で
は
気

づ
き
に
く
い
症
状
な
の
で

す
。い

か
な
る
疾
患
も
そ
う
で

す
が
、
早
期
発
見
・
早
期
治

療
が
大
切
で
す
。

●
●
こ
の
コ
ー
ナ
ー
の
原
稿
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
●
●

『保険審査通信』 
納得のいかない返戻、査定は

でお知らせください。

※保険審査通信は年に数回、会員医療機関に送付
していますが、紛失した場合や追加が必要な場
合は、保険医協会までご請求下さい。

FAX  ０７６（２３１）５１５６ 
E-mail  ishikawa-hok@doc-net.or.jp

「保険審査通信」は、納得のいかない
返戻や査定があった場合に会員医療機
関からお知らせいただき、保険医協会
が『石川保険医新聞』を通してコメント
を掲載しています。 
会員医療機関におかれましては、不

当あるいは納得できない返戻・査定
の情報を保険医協会にＦＡＸにてお送
りください。 
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MEDICA 
CONSULTING

－ 医療・福祉・介護コンサルティング － 

株式会社 メディカ・コンサルティング 
〒920－0003　石川県金沢市疋田1丁目33番地 
TEL（076）252－0162（代）　FAX（076）251－5423 〒920－0003　石川県金沢市疋田1丁目33番地 

石川県保険医協会本紙を作成するにあたり、その製作費の一部を掲載各社よりご協賛いただきました。ありがとうございました。 

〒921‐8161  金沢市有松4丁目3番26号 
TEL（０７６）247‐5157  FAX（０７６）244‐4897 

E-mail ： eigyo@sonoda-p.com

ソノダ印刷株式会社 

『石川保険医新聞』『病院マップ』などを印刷させていただいております。 
保険医協会会員の先生方の自費出版などは、格安にて承ります。 

金沢支社 
〒920-0853 石川県金沢市本町2-15-1 ポルテ金沢7F  1 076-263-3256

〒920‐0061　金沢市問屋町1‐72 
TEL（076）239‐1223 FAX（076）239‐1224

代表取締役社長　山上   公介 

石川米油株式会社 

ESSO

石川県保険医協会グループ保険制度　事務幹事会社 

中部法人営業部　金沢担当 
太陽生命保険株式会社 

〒920‐0902 
金沢市尾張町2-8-23　TEL（076）222‐0736

こころのこもったサービスを提供します 

金沢支社 
〒920-0919　石川県金沢市南町4-47 
TEL 076-221-1410

平成20年石川県知事表彰優良組合受賞しました 
これからも、地球と人々の健康のために日々努めます 

石川県医療廃棄物事業協同組合 
石川県小松市二ツ梨町ト5 
TEL（0761）44‐4883

株式 
会社 メディコムソリューション 

金沢営業所　TEL 076-234-1411 FAX 076-233-7633
〒920-0022　金沢市北安江1-3-24　ピア金沢7F 
福井営業所　TEL 0776-29-7311 FAX 0776-28-5526
〒910-0023　福井市順化1-24-43　ストークビル6F

電子カルテ・電子薬歴のことなら実績No.1の 
メディコムソリューションへ 

http://www.medicom-solution.co.jp/
MEDICOM SOLUTION

明日の医療をご提案する 医療、福祉の総合商社 

セントラルメディカル株式会社 

本社　金沢市西念3丁目1番5号　〒920‐0024 
TEL 076‐262‐1111㈹  FAX 076‐223‐7255 
営　業　所　 大  阪　  富  山　  福  井 
ホームページ  http://www.centralmedical.co.jp

医療業界とオフィスの未来への発展を目指し、 
              常に挑戦し続ける総合商社 

富士フイルム・キヤノン代理店 

株式 
会社 
金沢市鳴和2-9-25　
カメラ・写真材料・レントゲン・事務機・AV機器
プロ写真機材・マイクロコピー・カラープリント

TEL252-4381㈹   FAX252-4377

明日の医療をみつめる。 

株式会社　半　田 
□本　社 
　〒920‐0025 金沢市駅西本町2丁目11番29号 
　1（076）222‐5111㈹　FAX（076）264‐2334 
□七尾営業所 
　〒926‐0816 七尾市藤橋町巳部49番1 
　1（0767）53‐8355㈹　FAX（0767）53‐8330

□富山営業所 
　〒939‐8222 富山市蜷川342番1 
　1（076）493‐8110㈹　FAX（076）494‐2020 
□福井営業所 
　〒910‐0833 福井市新保3丁目2202番地 
　1（0776）57‐7181㈹　FAX（0776）57‐7182

医療機器販売 

金沢市諸江町下丁372番地 

福井医療株式会社 
金沢支店 

TEL（076）237‐6400／FAX（076）238‐0025

本　社／福井市問屋町4丁目901
 金沢市松島1丁目40番地 

TEL：076‐269‐1881　FAX：076‐269‐2522

明日の健康と新産業創造のパートナー 

あらゆる医療分野に、 
誠実に対応いたします。 

本　社／〒920‐8539  金沢市問屋町2‐46 
TEL 076‐237‐5555㈹  FAX 076‐237‐6584 
支店／富山・福井　 
営業所／七尾・高岡・敦賀 
ホームページ　http：//www.tomiki.co.jp/

２０10年 

謹賀新年  謹 賀 新 年  
本年もどうぞよろしくお願い致します 本年もどうぞよろしくお願い致します 

協賛会社一同 協賛会社一同 

〒920‐0902  金沢市尾張町2丁目8番23号　太陽生命金沢ビル8階 
TEL（076）222‐5373 
FAX（076）231‐5156 

 

保険医協会の共済制度を取り扱っています。 

代表取締役　西　田　直　巳 
㈲ヒポクラテス 

株式会社 三谷サービスエンジン
〒921‐8154  金沢市高尾南3丁目93番地 
TEL：076‐296‐5055（代表） 
FAX：076‐296‐5023

代表取締役  古　村　哲　治 

最前線の医療現場と高度なテクノロジーを結び続けて40年 

医療機器販売・開業コンサルタント 

〒920-0015 金沢市諸江町上丁574番地  TEL（076）221-3141㈹  FAX（076）262-5142 
http://www.k4.dion.ne.jp/̃komura
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褥創はなぜ一夜にして起こるのか 
在宅で褥創の治療を依頼されると、時に仙骨部や背部に痛くて真っ赤な、あ

るいは黒い痂皮に被われた褥創を見られると思います。患者さんの家族などは

「いつの間にできたのか、あっという間にこのようになって・・・」とおっ

しゃいます。

褥創は重い病気などで寝たきりになった方が、長時間同じ姿勢でいることが原

因で起こります。寝たきりが長くなると使わない筋肉が萎縮し、相対的に骨が突

出してきます。この骨の出た部位に体重がより強くかかり、骨と皮膚の間の組織

すべてが高い圧力にさらされ、血流が途絶し組織壊死が進行します。体位変換や

ギャッチアップ時に横方向のズレが生じると、さらに血流障害が促進します。

これらの圧迫やズレは、われわれが観察できる皮膚よりも、見えない皮下組

織に、より強い障害を起こします。

褥創は決して一夜にして起こるのではなく、じわじわと見えないところで進

行しますが、最後に皮膚の障害となって見えた時には、すでに最終段階に達し

ているのです。その結果「一夜にして赤くなり、あっという間に黒い痂皮で被

われた」という印象になるのです。

褥創発症の促進因子 
われわれが気付く前に、長時間の圧迫や、ケアをする時のズレが発症に関係

しているので、対策としては、圧迫を回避することとズレを起こさない介護法

が重要です。

もう一つ大切なこととして、栄養があります。私たちが生きていくために

は、生命維持のための最低のエネルギー（基礎代謝）が必要です。食事量が不

足すると、私たちは蓄えた脂肪や体の細胞を壊してエネルギーを作ります。そ

の際、基礎代謝で一番消費する筋肉を壊してエネルギーに変えます。筋肉は蛋

白質でできていますが、このように蛋白質を分解してエネルギーを作ることを

異化作用と呼びます。食事の不足が続くと異化作用が持続し、異化亢進状態と

いう蛋白合成が抑制された状態に陥ります。

褥創発症時には、持続的な圧迫によって皮下組織を中心にじわじわと組織障

害が発生しています。通常は同時に急速な障害組織は修復され、急速な進行を

防いでいます。組織の修復は新しい細胞の増殖、つまり蛋白合成で行われま

す。しかし異化亢進状態では蛋白合成能は低下し、組織は修復されません。ほ

とんどの褥創発症に、栄養障害が関与しています。

栄養に関しては、もう一つ重要なことがあります。われわれの細胞は 20 種

類のアミノ酸を組み合わせた蛋白質でできています。ところが、蛋白質はその

構造の中にチッ素（N）を含んでいるため、われわれは糖質や脂質からアミノ

酸を合成できず、食事として摂った蛋白質を分解してアミノ酸にまで消化し、

小腸から吸収しています。

たとえ糖質や脂肪で十分なエネルギーを摂っていても、蛋白質の摂取が足り

ないと、体の蛋白質を壊してアミノ酸を作ります。これは異化亢進状態と同じ

で、蛋白合成能は低下し褥創発症の促進因子になります。

栄養改善には十分なカロリーと蛋白質摂取が必須です。

褥創予防と早期発見 
褥創を早期発見し対応することが大切です。早期褥創は、仙骨や背部など、

褥創発症危険部位が痛かったり、皮膚が赤い状態です。この時点で、体圧分散･

スキンケア･栄養改善を始めることが大切です。これらは看護師が最も勉強し

ており、総合的な判断ができます。看護師の関与を一刻も早く求めることが大

切です。

［体圧分散］自力で体の向きを変えることができない寝たきりの方では、厚さ

12cm 以上の高機能エアーマットレスを導入します。しかし、自力で体位変換

ができる方では、厚さ 10cm 以下のウレタンマットレスに留めます。

［スキンケア］皮膚にかかる負担（摩擦･汚染･皮膚浸軟）を軽減するため、ポ

リウレタンフィルム材（例えばパーミロールなど）を貼付します。まず皮膚の

汚れを石鹸できれいにします。

フィルム材貼付とは違う発想として、滑りのよい油性軟膏（例えばセキュー

ラ PO など）を塗り直接おむつをあてる方法もあります。これによってズレな

どを逃がし、また皮膚の乾燥を予防します。

［栄養改善］脱水が明らかな場合は、毎日 500ml の維持輸液（ソリタ-Ｔ３な

ど）を４～５日行います。あるいは、OS - 1 ゼリーを飲んでもらいます。食

事量の減少には、トロミ食が有効です。例えば、飲み物やミキサーにかけた食

品に市販の増粘剤である「トロミクリア」や「つるりんこ」などでとろみを付

けます。

栄養改善には肺炎予防が大切です。われわれを含め皆、夜間など唾液を誤嚥

しています。それが肺炎になるかならないかは、口腔内の細菌数によります。

口腔ケアの重要性がここにあります。ぜひ歯科衛生士から、個々人に応じた口

腔ケア法を指導してもらい、毎日口腔ケアをしましょう。丁寧に口腔ケアを指

導してくれる歯科医院を受診、あるいは往診してもらいましょう。

褥創局所療法の実際 
褥創ケアでは、局所療法はもちろん重要ですが、体圧分散･ズレ予防･スキン

ケア･栄養改善などと同様、あくまでケアの一部で、すべてではありません。

まず重要なのは、危険徴候の判断です。黒い痂皮を伴う場合「化膿の 4 徴」

と呼ぶ創周囲皮膚の「発赤」「腫脹（むくみ）」「熱感」「疼痛」の 4 徴候の内、

2 つ以上ある場合は要注意です。24 時間以内に、外科系医師が痂皮を切開開放

する必要があります。

痂皮が取り除かれた褥創では「化膿の 4 徴」が無くても、滲出液が血性膿性

で量が多い場合は、骨髄炎や筋膜下感染が進行している場合があり、これも外

科系医師が創処置に関わる必要があります。

褥創の局所療法では、ガーゼは極力使いません。褥創発症部では摩擦がつき

もので、ガーゼを用いると創面および周囲皮膚を固いガーゼでこすることにな

り、皮膚を傷めて創は拡大悪化します。またガーゼの枚数が多くなり、それが

新たな圧迫の原因になります。

軟膏を使用する場合も創傷被覆材を使う場合も、ガーゼは使わず直接おむつ

をあてる方が創面および周囲皮膚にやさしい方法です。

さらにフィルム材に 18G 注射針で穴を開けて貼ると、皮膚の浸軟を予防し、

創面の湿潤環境を維持し、かつ創からの滲出液を排出できるという大変優れた

方法になります。これに、感染創ではカデックス軟膏やユーパスタ軟膏、ある

いはゲーベンクリームを併用します。感染が無く壊死組織のある創面では、ブ

ロメライン軟膏を併用します。壊死組織が無く肉芽で覆われた創面では、カル

トスタットやソーブサンなど･アクアセル･アクトシン軟膏･バリケアパウダー

などストーマ用ハイドロコロイドパウダーなどを併用します。いずれも穴開き

フィルム材をこれらの上に貼付します。

軟膏が塗りにくいためガーゼを併用する場合は、創面を超えない大きさの薄

いガーゼを穴開きフィルム材で固定します。

表皮化を目指す段階では、デュオアクティブに代表されるハイドロコロイド

ドレッシング材が最も適しますが、リフラップシートもよく使います。

最近のトピックス 
体を起こして車イスに移す、あるいはベッド上で体を横や上方に移動するな

どの「移動･移乗」のケアにおいて、ズレや摩擦がかなり起こっています。日

本在宅褥瘡創傷ケア推進協会では新しいケア方法を提唱し、全国で普及に努め

ています。富山･石川でも順次実践セミナーが開催される予定です。

車イスのサイズが合わないと、踵が足受けにあたり褥創の原因になります。

また、上半身を倒す「リクライニング車イス」では、仙骨尾骨に圧迫と摩擦が

加わります。最近では背もたれと同時に座面の角度も変わる「ティルト車イ

ス」が標準となってきました。

おわりに 
このシリーズの最後に「創傷の治療は局所療法のみにあらず」という点を強

調しました。創傷治癒理論の理解は未だ不十分で、特に医学教育の不足から、

むしろ看護師の知識が上回り、臨床現場で混乱が起きています。今回の企画で

少しでも創傷治癒に興味を持っていただければ幸いです。

塚田邦
夫先生 

の 新しい創傷･褥創治療の実際 
6回シリーズ／最終回 

（高岡
駅南クリ

ニック院
長） 

（6）最新褥創の予防とケア（6）最新褥創の予防とケア（6）最新褥創の予防とケア 今回がシリーズ最終回となりますが、かなり語り尽くされてきている床ずれ（褥創）の発症原
理と創傷治癒理論から、最新の考え方とケア方法について解説いたします。 
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住民の幸せを第一に 
三宅　靖（金沢市・内科） 

高齢者施設を訪ねて 高齢者施設を訪ねて 高齢者施設を訪ねて 
朱鷺の苑西インター 訪問先 

シリーズ 
（年4回予定） 8

Reporter

朱鷺の苑西インター 
社会福祉法人「北伸福祉会」 

地域密着型特養 
小規模多機能居宅介護 
通所介護サービス 

連絡先 
 

○金沢市森戸2丁目20番地 
○TEL 076-249-3331 
○FAX 076-249-3332

「高齢者施設を訪ねて」の 
取材先をご紹介ください 

石川県保険医協会（編集部） 
電話 076-222-5373

　石川県内の高齢者施設で、
ぜひ内容を知りたい施設や、
特徴ある施設で取材にご協力
いただける施設がありました
ら、保険医協会までご紹介く
ださい。 
　また、取材のリポーターを
お引き受けいただける会員の
先生も募集します。 

今
回
は
、
二
〇
〇
九
年
九
月

に
オ
ー
プ
ン
し
た
ば
か
り
の

「
朱
鷺
の
苑
西
イ
ン
タ
ー
」
に

お
邪
魔
し
ま
し
た
。
こ
ち
ら
は

県
内
で
十
六
カ
所
も
の
福
祉
施

設
を
運
営
し
て
い
る
社
会
福
祉

法
人
「
北
伸
福
祉
会
」
の
最
新

の
施
設
で
あ
る
ば
か
り
で
は
な

く
、
地
域
密
着
型
特
養
、
小
規

模
多
機
能
居
宅
介
護
、
通
所
介

護
サ
ー
ビ
ス
の
三
つ
の
機
能
を

併
せ
持
っ
た
全
国
的
に
み
て
も

極
め
て
先
進
的
な
施
設
で
す
。

当
協
会
か
ら
は
喜
多
・
平
田

両
副
会
長
、
大
川
医
療
福
祉
部

長
を
は
じ
め
七
人
が
施
設
に
出

向
き
、
施
設
か
ら
は
実
務
的
な

運
営
責
任
者
の
高
野
修
次
施
設

長
、
東
野
顕
子
総
務
部
長
の
み

な
ら
ず
北
本
廣
吉
理
事
長
に

直
々
に
お
い
で
い
た
だ
く
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

施
設
四
階
の
ホ
ー
ル
に
お
い

て
、
冒
頭
、
北
本
理
事
長
か
ら

法
人
全
体
の
沿
革
に
つ
い
て
の

お
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

穴
水
町
で
の
虚
弱
児
施
設

（
現
児
童
養
護
施
設
）「
あ
す
な

ろ
学
園
」、
養
護
老
人
ホ
ー
ム

「
朱
鷺
の
苑
」
の
設
立
を
皮
切

り
に
、
次
々
と
事
業
を
拡
大
し

て
い
く
中
で
、
あ
く
ま
で
住
民

の
幸
せ
を
第
一
に
考
え
な
が

ら
、
社
会
福
祉
法
人
と
し
て
の

本
分
を
貫
き
通
し
て
き
た
と
い

う
言
葉
に
は
、
強
く
心
を
動
か

さ
れ
ま
し
た
。

実
際
の
運
営
面
に
つ
い
て

は
、
当
方
か
ら
の
質
問
に
お
答

え
い
た
だ
く
と
い
う
形
で
、
高

野
施
設
長
か
ら
、
ご
説
明
い
た

だ
き
ま
し
た
。

従
来
か
ら
あ
っ
た
通
所
介
護

サ
ー
ビ
ス
に
加
え
て
、
入
居
定

員
二
十
七
人
の
地
域
密
着
型
特

養
と
登
録
定
員
二
十
五
人
の
小

規
模
多
機
能
居
宅
介
護
を
始
め

て
二
カ
月
半
と
の
こ
と
で
し

た
。
原
則
的
に
、
こ
れ
ら
三
つ

の
機
能
の
運
営
は
独
立
し
た
形

に
な
っ
て
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の

利
用
者
さ
ん
が
、
い
つ
も
顔
馴

染
み
の
ス
タ
ッ
フ
と
接
す
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い

る
そ
う
で
す
。

し
か
し
、
い
ろ
い
ろ
ご
苦
労

も
お
あ
り
の
よ
う
で
、
特
に
小

規
模
多
機
能
は
、
試
み
そ
の
も

の
が
新
し
く
、
戸
惑
う
こ
と
も

多
い
よ
う
で
す
。
送
迎
一
つ
を

と
っ
て
も
、
利
用
者
さ
ん
ご
と

に
施
設
を
利
用
す
る
希
望
時
間

が
異
な
る
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の

ニ
ー
ズ
に
、
き
め
細
か
く
対
応

す
る
こ
と
が
必
要
に
な
っ
て
き

ま
す
。
そ
の
上
、
宿
泊
を
さ
れ

る
利
用
者
さ
ん
も
あ
る
わ
け

で
、
そ
の
ご
苦
労
は
、
想
像
に

余
る
ほ
ど
で
す
が
、
こ
こ
で
も

利
用
者
さ
ん
の
た
め
、
地
域
の

た
め
と
い
う
熱
い
思
い
が
伝

わ
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
北
本
理
事
長
か
ら

再
度
、
経
営
面
に
関
す
る
お
話

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
特
に
小

規
模
多
機
能
型
介
護
で
は
、
利

用
料
金
も
い
わ
ゆ
る
「
ま
る

め
」
で
あ
り
、
単
独
で
の
経
営

は
か
な
り
厳
し
い
が
、
法
人
全

体
と
し
て
頑
張
っ
て
い
る
と
の

こ
と
で
し
た
。
理
事
長
は
、
い

ち
早
く
太
陽
光
発
電
や
太
陽
熱

に
よ
る
給
湯
シ
ス
テ
ム
、
ま

た
、
天
然
温
泉
の
利
用
に
着
目

さ
れ
、
ま
た
、
食
事
提
供
を
ア

ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
す
る
こ
と
に

よ
り
、
経
費
の
節
減
を
図
り
、

そ
の
分
を
職
員
の
方
々
の
待
遇

を
維
持
す
る
財
源
に
し
て
お
ら

れ
ま
す
。
勤
続
年
数
が
長
く
な

る
と
、
退
職
金
な
ど
が
有
利
に

な
る
よ
う
に
設
定
さ
れ
て
お

り
、
離
職
率
は
決
し
て
高
く
な

い
そ
う
で
す
。
よ
り
よ
い
介

護
・
福
祉
を
提
供
す
る
た
め
に

は
、
職
員
も
大
切
に
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
に
は

給
与
面
で
し
っ
か
り
と
手
当
て

す
る
と
い
う
お
考
え
が
、
は
っ

き
り
と
分
か
り
ま
し
た
。

現
在
の
介
護
・
福
祉
を
取
り

巻
く
厳
し
い
状
況
の
中
、
理
想

の
福
祉
を
目
指
し
、
そ
の
実
現

の
た
め
に
邁
進
し
て
い
ら
っ

し
ゃ
る
理
事
長
の
先
見
の
明
と

実
行
力
に
は
、
心
か
ら
感
服
さ

せ
ら
れ
ま
し
た
。

質
疑
応
答
の
後
に
、
施
設
内

の
見
学
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
施
設
内
は
ど
の
場
所
も

明
る
く
、
し
か
も
眩
し
く
な
り

す
ぎ
な
い
よ
う
に
、
採
光
に
工

夫
が
凝
ら
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

入
浴
設
備
も
最
新
の
機
器
が
導

入
さ
れ
、
利
用
者
さ
ん
が
ど
の

よ
う
な
Ａ
Ｄ
Ｌ
で
も
快
適
に
お

風
呂
が
楽
し
め
る
よ
う
に
な
っ

て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
な
に
よ

り
印
象
的
だ
っ
た
の
は
、
職
員

の
方
々
の
笑
顔
と
利
用
者
さ
ん

の
穏
や
か
な
表
情
で
し
た
。

予
定
し
て
い
た
時
間
が
、
本

当
に
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
て

し
ま
っ
た
感
じ
で
し
た
が
、
訪

問
者
一
同
、
と
て
も
晴
れ
や
か

な
気
持
ち
で
辞
去
す
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。

取材は１時間以上にわたって続けられ、引き続き
施設内をくまなく見学させていただいた

ホールが造られ、地域の方々にも開放されている

明るく広いパブリッ
クスペースで過ごす
入居者の皆さん

太陽熱を利用した湯沸かしシステムなど、随所に
最新の省エネシステムが導入されている

最新の介護用入浴設備

眼下のみクリアーになるプライバシー保護のガラス
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眠
り
か
ら
覚
め
た
寺
院
群 
眠
り
か
ら
覚
め
た
寺
院
群 

原
　
和
人（
金
沢
市
・
外
科
） 

バ
リ
島
か
ら
飛
行
機
で
西
に

一
時
間
ほ
ど
飛
ぶ
と
、
そ
こ
に

は
古
代
ジ
ャ
ワ
王
国
の
首
都

ジ
ョ
グ
ジ
ャ
カ
ル
タ
が
あ
る
。

ジ
ョ
グ
ジ
ャ
カ
ル
タ
は
、
プ
ラ

ン
バ
ナ
ン
寺
院
群
と
ボ
ロ
ブ

ド
ゥ
ー
ル
寺
院
遺
跡
群
の
二
つ

の
世
界
遺
産
で
、
名
が
知
ら
れ

て
い
る
。

両
寺
院
と
も
、
八
〜
九
世
紀

に
栄
え
た
ヒ
ン
ズ
ー
の
王
国

と
、
仏
教
の
王
国
に
よ
っ
て
建

設
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の

後
、
中
世
の
時
代
に
イ
ス
ラ
ム

が
ジ
ャ
ワ
島
に
進
出
し
、
こ
れ

ら
の
寺
院
群
は
忘
れ
去
ら
れ
、

ジ
ャ
ン
グ
ル
の
奥
深
く
で
深
い

眠
り
に
つ
い
た
。
最
近
に
な
っ

て
遺
跡
の
発
掘
が
行
わ
れ
、
今

日
、
深
い
眠
り
か
ら
覚
め
た
建

造
物
が
当
時
の
威
風
を
保
っ
て

い
る
。

そ
れ
に
し
て
も
、
巨
大
な
石

造
遺
跡
で
あ
る
。
プ
ラ
ン
バ
ナ

ン
寺
院
は
、
中
央
に
ヒ
ン
ズ
ー

の
シ
ヴ
ァ
、
ヴ
ィ
シ
ュ
ヌ
、
ブ

ラ
フ
マ
の
神
様
を
ま
つ
り
、
シ

ヴ
ァ
堂
は
高
さ
四
十
七
メ
ー
ト

ル
の
威
容
を
誇
っ
て
い
る
。
か

つ
て
は
、
こ
の
周
囲
に
数
百
の

寺
院
が
立
ち
並
び
、
こ
こ
を
訪

れ
た
人
々
に
ヒ
ン
ズ
ー
の
神
の

偉
大
さ
を
誇
示
し
た
こ
と
だ
ろ

う
。し

か
し
、
一
五
四
九
年
の
地

震
に
よ
っ
て
遺
跡
の
ほ
と
ん
ど

が
崩
壊
し
て
し
ま
っ
た
。
そ
れ

を
、
ジ
グ
ソ
ー
パ
ズ
ル
の
よ
う

に
一
つ
ひ
と
つ
の
石
を
確
認

し
、
再
び
積
み
上
げ
て
い
る
。

プ
ラ
ン
バ
ナ
ン
寺
院
は
、
径

五
十
メ
ー
ト
ル
の
小
高
い
丘
を

盛
り
土
し
、
石
を
積
み
上
げ
て

寺
院
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
周

囲
は
、
九
段
の
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
状

の
回
廊
に
な
っ
て
い
て
、
仏
教

に
お
け
る
三
界
を
表
現
し
、
最

上
階
は
無
の
世
界
で
あ
る
。
無

の
世
界
に
建
つ
ス
ト
ゥ
ー
パ

（
仏
塔
）
に
は
、
仏
像
が
安
置

さ
れ
、
最
上

階
の
巨
大
な

ス
ト
ゥ
ー
パ

は
、
無
の
世

界
で
空
洞
と

な
っ
て
い

る
。そ

れ
に
し

て
も
、
こ
の

時
代
に
、
ど

う
し
て
か
く

も
巨
大
な
寺

院
が
必
要
で

あ
り
、
ま
た

可
能
で
あ
っ

た
の
だ
ろ
う

か
。
い
つ
の

時
代
に
も
、

巨
大
な
建
造

物
は
権
力
の

象
徴
で
あ

り
、
支
配
の
道
具
で
あ
る
と
い

う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。「
驕
る

も
の
久
し
か
ら
ず
」、
歴
史
は

繰
り
返
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の 

　
　
第
九
交
響
曲
に
よ
せ
て 

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の 

　
　
第
九
交
響
曲
に
よ
せ
て 

勝
木
　
育
夫（
小
松
市
・
耳
鼻
咽
喉
科
） 

会 員 投 稿  会 員 投 稿  
こ
の
文
が
活
字
に
な
る
こ
ろ

に
は
、
と
っ
く
に
演
奏
会
も
終

わ
っ
て
い
る
わ
け
で
す
が
、
合

唱
の
練
習
を
し
な
が
ら
、
感
じ

て
い
る
こ
と
を
書
い
て
み
ま

す
。年

末
に
な
る
と
、
各
地
で

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
第
九
交
響

曲
が
演
奏
さ
れ
る
の
が
、
恒
例

に
な
っ
て
い
ま
す
。
小
松
で
は

三
年
ご
と
に
行
わ
れ
る
こ
と
に

な
っ
て
い
て
、
今
年
は
、
そ
の

年
に
当
た
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
名
曲
を
歌
い
、
ま
た
聴

く
だ
け
で
も
大
い
に
感
激
し
、

心
も
豊
か
に
な
る
の
で
す
が
、

一
般
に
そ
れ
で
終
わ
っ
て
し
ま

う
こ
と
が
多
い
よ
う
に
感
じ
て

い
ま
す
。
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
が

こ
の
曲
を
書
い
た
背
景
に
つ
い

て
、
ご
存
知
の
方
も
多
い
と
は

思
い
ま
す
が
、
少
し
書
い
て
み

ま
し
た
。

こ
の
曲
に
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ

ン
が
ど
う
し
て
も
歌
声
を
入
れ

た
か
っ
た
の
は
、
単
に
声
を
楽

器
の
よ
う
に
使
っ
た
と
い
う
こ

と
と
は
違
う
、
つ
ま
り
そ
の
歌

詞
の
意
味
を
、
曲
と
一
体
に
し

て
伝
え
た
か
っ
た
と
い
う
こ
と

な
の
で
す
。

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
は
、
一
八

二
四
年
の
第
九
の
初
演
に
先

立
っ
て
、
一
八
〇
六
年
、
初
演

の
第
五
交
響
曲
で
〝
運
命
と

戦
っ
て
勝
利
を
得
る
〞
と
い
う

生
き
方
を
、
言
葉
な
し
の
楽
器

だ
け
で
表
現
し
て
い
ま
す
。

一
八
〇
八
年
、
第
五
お
よ
び

第
六
の
交
響
曲
の
演
奏
会
の
時

に
一
緒
に
発
表
さ
れ
た
〝
合
唱

幻
想
曲
〞
は
、
第
九
の
先
駆
を

な
す
曲
で
、
第
九
の
主
題
が
モ

テ
ィ
ー
フ
に
な
っ
て
い
ま
す
。

詩
に
は
〝
平
和
と
歓
喜
は
相
た

ず
さ
え
て
進
む
。
荒
々
し
く
押

し
寄
せ
、相
争
う
も
の
も
、高
い

感
情
へ
と
秩
序
づ
け
ら
れ
る
。〞

（
タ
フ
ナ
ー
作
）
と
い
っ
た
言

葉
が
入
っ
て
い
ま
す
。

第
九
は
〝
自
由
、
平
等
、
博

愛
〞
を
旗
印
に
し
た
、
フ
ラ
ン

ス
革
命
の
影
響
が
大
き
い
こ
と

は
論
を
ま
ち
ま
せ
ん
。「
苦
悩

を
乗
り
越
え
て
歓
喜
に
到
る
」

と
い
う
け
れ
ど
、
そ
の
詩
を
読

め
ば
読
む
ほ
ど
、「
歓
喜
」
と

言
う
も
の
が
〝
悟
り
〞
の
境
に

達
す
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

ウ
ジ
虫
た
ち
の
〝
快
楽
〞

（W
ollust

）
と
は
違
う
〝
歓

喜
〞
（F

reude

）
な
の
で
す
。
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十
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面
に
続
く
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プランバナン寺院遺跡にて

ボロブドゥール遺跡
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（
二
十
面
の
続
き
）

嶋
　
浩
人（
金
沢
市
・
歯
科
） 

会 員 投 稿  会 員 投 稿  

再
訪
し
た
い
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド 

再
訪
し
た
い
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド 

北陸自動車道 ●県立中央病院 

金沢駅 
西口 

金
石
街
道 

け
や
き
大
通
り 

●中央 
卸売市場 
●中央 
卸売市場 

●
駅
西
合
同
庁
舎 

●
駅
西
合
同
庁
舎 

「核兵器のない世界を」国際署名をすすめ、2010年・国連に代表を送る石川県実行委員会 
事務局：原水爆禁止石川県協議会　金沢市上荒屋1丁目312　電話（076）240-7192

★日時 2010年1月30日（土）午後1時30分開場、2時開会 
★場所 金沢駅西健康センター内 
 駅西健康ホール「すこやか」 
 ※駅西合同庁舎横（金沢駅西口からバスまたは車で約5分） 
 TEL 234－5103
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立命館大学特命教授・名誉教授／国際平和ミュージアム名誉館長 

核兵器のない世界をめざして 
――核兵器をめぐる世界のうごきと、2010年NPT（核不拡散条約）再検討会議―― 

 

〝
お
前
の
魔
力
は
厳
し
く
分
け

隔
て
ら
れ
て
い
る
も
の
を
再
び

結
び
つ
け
る
〞
〝
数
百
万
の

人
々
よ
抱
き
合
え
！
、
口
づ
け

を
全
世
界
に
〞
〝
た
く
さ
ん
の

星
の
あ
る
天
空
の
彼
方
に
は
、

父
な
る
神
が
住
ん
で
お
ら
れ
る

に
違
い
な
い
〞
こ
れ
ら
の
詩
を

そ
れ
こ
そ
、
そ
れ
以
上
に
は
で

き
な
い
く
ら
い
、
音
楽
的
な
構

成
で
練
り
上
げ
た
も
の
な
の
で

す
。
大
き
い
声
で
叫
ぶ
ば
か
り

で
は
な
く
、
小
さ
い
声
で
憧
れ

を
こ
め
て
歌
う
と
こ
ろ
も
あ
り

ま
す
。
言
葉
を
よ
く
味
わ
っ

て
、
全
曲
を
歌
っ
て
、
ま
た
聴

い
て
い
た
だ
く
こ
と
を
お
薦
め

す
る
次
第
で
す
。

少
し
面
白
い
の
は
、
二
番
目

の
フ
レ
ー
ズ
（
第
一
変
奏
）
で

す
が
、
字
数
も
長
く
な
る
の
で

省
略
し
ま
す
。

最
近
、
や
た
ら
と
殺
人
事
件

が
あ
り
ま
す
。
し
か
も
、
普
通

の
人
間
に
理
解
で
き
る
理
由
が

見
ら
れ
な
い
殺
人
が
多
す
ぎ
ま

す
。
偉
大
な
「
人
間
愛
」
を
歌

い
上
げ
た
、
シ
ラ
ー
並
び
に

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
爪
の
垢
で

も
煎
じ
て
飲
ま
せ
た
い
も
の
で

す
。

今
回
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
矯
正

学
会
へ
学
術
展
示
の
た
め
、
六

月
十
日
〜
六
月
十
四
日
ま
で
、

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
ヘ
ル
シ
ン
キ

に
向
か
っ
た
。
渡
航
の
準
備

バ
ッ
チ
リ
、
オ
ッ
ケ
ー
、
忘
れ

物
も
な
い
だ
ろ
う
!?
と
、
成
田

空
港
へ
向
か
っ
た
。

途
中
、
共
著
（
共
同
著
者
）

か
ら
電
話
で
、「
俺
た
ち
の

abstract 

と
番
号
が
学
会
の

w
eb

上
に
な
い
ぞ
ー
」。

び
っ
く
り
し
て
、
大
き
な
不

安
を
残
し
た
ま
ま
、
飛
行
機
に

乗
り
込
ん
だ
。
今
回
は
娘
を
含

む
家
族
と
仲
間
の
矯
正
医
と
の

旅
で
あ
る
。

五
月
に
突
然
降
っ
て
わ
い
た

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
騒
動
に

な
っ
て
い
た
が
、
今
で
は
誰
一

人
、
空
港
で
マ
ス
ク
を
し
て
い

る
人
は
い
な
か
っ
た
。
ヘ
ル
シ

ン
キ
は
日
本
か
ら
一
番
近
い

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
玄
関
で
あ
り
、

直
行
便
で
九
時
間
く
ら
い
で
あ

る
。
到
着
後
、
す
ぐ
に
学
会
会

場
に
向
か
っ
た
。
や
は
り
、
僕

ら
の
展
示
番
号
、
名
前
が
な

い
。
こ
ん
な
こ
と
日
本
じ
ゃ
あ

り
え
ね
ー
っ
!!
係
に
聞
く
と
、

と
り
あ
え
ず
開
い
た
ス
ペ
ー
ス

に
貼
れ
ば
い
い
と
言
わ
れ
た

が
、
誰
が
僕
ら
の
業
績
を
認
め

る
の
？
そ
の
日
は
交
渉
す
る
気

力
も
旅
疲
れ
で
消
沈
し
、
終

了
。翌

日
、
毎
年
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の

矯
正
医
を
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
さ
れ

て
い
る
偉
い
矯
正
医
の
先
生

（
北
総
先
生
）
に
こ
の
話
を
す

る
と
、「
学
会
長
に
話
し
て
み

た
ら
」
と
の
こ
と
。
そ
こ
で
会

長
で
あ
る
ヘ
ル
シ
ン
キ
大
学
の

教
授
を
追
っ
か
け
、
直
談
判
。

も
ち
ろ
ん
、abstract

もreg 

istration

も
ネ
ッ
ト
上
で
機
械

的
に
処
理
さ
れ
て
る
の
で
、
何

が
ど
こ
で
間
違
っ
て
る
か
調
べ

よ
う
が
な
い
。
幸
い
に
し
て
こ

れ
ら
を
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
し
て

あ
っ
た
の
で
、
教
授
に
見
せ
る

と
す
ぐ
に
納
得
し
て
く
れ
た
の

で
話
は
早
か
っ
た
。

後
日
、w

eb

上
で
僕
ら
の

abstract

を
追
加
修
正
し
て
く

れ
る
と
の
こ
と
だ
っ
た
。
僕
ら

も
そ
の
証
拠
に
と
、
共
著
と
三

人
で
握
手
を
し
た
写
真
を
一
枚

撮
っ
た
。
こ
れ
で
や
っ
と
フ
ィ

ン
ラ
ン
ド
に
着
い
た
実
感
が
わ

い
た
。

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
と
い
え
ば
、

サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
、
湖
と
森
、

ノ
キ
ア
、
か
も
め
食
堂
（
ヘ
ル

シ
ン
キ
ロ
ケ
の
日
本
映
画
）、

ム
ー
ミ
ン
、
高
い
教
育
水
準
、

高
い
税
金
、
医
療
先
進
国
、
充

実
し
た
福
祉
制
度
、
な
ど
を
思

い
浮
か
べ
る
。
人
口
五
百
万

人
。
首
都
ヘ
ル
シ
ン
キ
は
五
十

万
人
で
あ
る
が
、
金
沢
市
と
同

じ
よ
う
な
人
口
で
、
は
る
か
に

広
い
面
積
に
住
ん
で
い
る
。

今
回
、
私
た
ち
は
滞
在
日
数

が
少
な
い
の
で
、
学
会
の
合
間

を
ぬ
っ
て
ヘ
ル
シ
ン
キ
の
町
の

観
光
と
、
一
日
が
か
り
で
ム
ー

ミ
ン
ワ
ー
ル
ド
に
行
っ
た
。
町

中
か
ら
電
車
で
二
時
間
、
車
窓

を
楽
し
み
な
が
ら
向
か
っ
た
。

町
を
離
れ
る
と
す
ぐ
に
美
し
い

森
や
草
原
が
、
ど
こ
ま
で
も
広

が
り
、
時
折
ウ
サ
ギ
が
何
匹
も

か
け
巡
っ
て
い
る
の
が
目
に
入

る
。ム

ー
ミ
ン
の
村
は
、
十
五
分

く
ら
い
で
一
周
で
き
る
ほ
ど
の

島
に
橋
で
渡
る
。
こ
の
島
全
体

が
、
ア
ニ
メ
に
出
て
く
る
す
べ

て
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
で
い
っ
ぱ

い
で
あ
る
。
特
に
電
気
じ
か
け

の
凝
っ
た
物
が
あ
る
わ
け
で
も

な
い
が
、
こ
こ
は
子
ど
も
に

と
っ
て
、
ム
ー
ミ
ン
の
世
界
が

現
実
に
存
在
す
る
か
わ
い
い
村

で
あ
っ
た
。
二
歳
の
娘
は
、

ず
っ
と
大
興
奮
で
あ
っ
た
。

帰
り
の
電
車
の
中
で
、
フ
ィ

ン
ラ
ン
ド
人
と
じ
っ
く
り
話
し

た
が
、
何
と
も
話
し
や
す
い
。

彼
ら
の
母
国
語
は
、
フ
ィ
ン
ラ

ン
ド
語
だ
が
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン

語
も
英
語
も
話
せ
る
。
た
だ
、

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
語
を
話
す
外
国

人
は
ほ
と
ん
ど
い
な
い
の
で
、

そ
こ
は
日
本
人
も
母
国
語
を
話

し
て
く
れ
る
外
人
は
少
な
い
の

で
分
か
っ
て
く
れ
る
の
だ
ろ
う

か
、
多
少
英
語
に
つ
ま
る
私
に

で
も
、
丁
寧
に
返
答
し
て
く
れ

た
。
根
っ
か
ら
の
明
る
さ
も
な

い
ぶ
ん
？
、
こ
ち
ら
も
気
取
る

必
要
が
な
く
、
こ
ん
な
リ
ラ
ッ

ク
ス
で
き
て
話
が
進
む
外
人
は

初
め
て
で
あ
っ
た
。

今
回
、
あ
ま
り
時
間
が
な

く
、
数
々
の
見
所
を
逃
し
た
の

で
、
今
度
必
ず
、
ゆ
っ
く
り
時

間
を
か
け
て
行
っ
て
み
た
い
国

に
な
っ
た
。

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
、
ヘ
ル
シ
ン

キ
、
キ
ー
ト
ー
ス
!!

ムーミンワールドは夏の期間、
ほんの３カ月間のみの営業

ムーミン（ママ）はすごくかわいい～っ

フィンランドの売り物はすべてmade in fi nland

七
つ
の
ま
ち
が
い
探
し
の
答
え
（
問
題
二
十
三
面
）

答
え　

①
女
性
の
髪　

②
湯
飲
み
茶
碗
の
フ
タ　

③
猫
の
ひ
げ

　
　
　

④
ざ
る
の
中
の
ミ
カ
ン　

⑤
浮
い
て
い
る
カ
ル
タ
の
文
字

　
　
　

⑥
女
性
の
座
布
団　

⑦
右
側
の
男
性
の
座
布
団
の
模
様

▲
2
二
角
△
同
角
▲
同
歩
成
△

同
玉
▲
1
三
角
△
同
桂
▲
2
三

桂
成
△
同
玉
▲
3
三
金
ま
で
9

手
詰
。 

〈
解
説
〉
平
凡
に
▲
2
二
角
以
下

進
め
て
、
5
手
目
▲
1
三
角
が

決
め
手
で
す
。
△
同
桂
と
取
ら

せ
て
▲
2
三
桂
成
が
ピ
ッ
タ
リ

で
す
。 

将
棋
解
答 

（
問
題
は
24
面
に
あ
り
ま
す
） 

囲 

解 
答 

碁 
4 イ
 

3 5 1
2

（
問
題
は
24
面
に
あ
り
ま
す
） 

黒
1
、
3
が
ダ
メ
ヅ
マ
リ
を
と
が
め

る
好
手
段
。
白
4
に
黒
5
で
白
死
で
す
。

黒
1
で
4
白
2
黒
3
は
白
イ
で
白
生
き
。

白
4
で
5
な
ら
黒
4
で
白
死
で
す
。
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　自閉症、アルツハイマー病、Ｃ型肝炎。これらの病気は今でも難病と言

われている。一方、これらの病気の患者自身の本心を聞くことは、なかな

か難しい。特に前二者は、病気の性質上、患者が自叙伝を書き綴るなどと

いうことは、不可能と考えられてきた。しかし、今回取り上げた作品は、

見事に魂の叫びを表現している。その意味で病と闘う人が書いた貴重な記

録である。

①自閉症だったわたしへ①自閉症だったわたしへ

誰でも「自分と世間の取り結び方」に喘いだ青春の日々の１ページを経

験すると思う。しかしいずれ「折り合い」をつけて自分を立て直すのが、

普通の人間の所作だろう。ところがどうしても折り合いがつかず、世間と

自分のバリアに苦悩するのが自閉症の人という見方がある。

この本は、その苦悩の自分史を、緻密に綴ったものである。

著者は 1963 年、オーストラリア都心の労働者階級の家庭に生まれたが、

幼少時より母親からの徹底的な虐待を受け、就学においてもその特異な行

動様式から、虐め、疎外、そして転校を繰り返す。10 代のころは、彼女

の周りの身勝手な男たちにより弄ばれるも、人として尊敬される者になり

たいとの一心で、大学を卒業。25 歳の時、初めて「自閉症」を知り、そ

れをきっかけに、自分の居場所を見つけていく。その後ロンドンに渡り、

この書を書く。再びオーストラリアに戻り、ソーシャルワーカーとして、

同じ病の人たちの援助をすることで終わっている。

自閉症においてはコミュニケーション、社会性の障害が一番の問題だ

が、著者の場合、自分を守るために社交的なキャロルと理屈屋のウィリー

という２人の架空の人物を心に作り上げ、状況に応じ、どちらかになり

きって対応するというテクニックで、社会と折り合いをつけようとする様

など、大変興味深い。

一方、大変困難な境遇にも負けず、就職、転職、進学、欧州数カ国に渡

る遍歴など、日本の一般の若者にはない大胆な行動力、精神力にも驚かさ

れる。

自閉症については、解明されないことが多い。このようなケースが自閉

症の典型例ではないだろう。むしろ有り余る才能、才気に満ち溢れた人格

など特異な病態かもしれない。だが、自閉症の心の内面をこれほど緻密に

明らかにした点では大変貴重であり、また、人間としてのひたむきさにも

心打たれる作品である。

さらに続編も刊行されている。読んで損のない１冊と思う。

②②私は誰になっていくの？　－アルツハイマー病者からみた世界－私は誰になっていくの？　－アルツハイマー病者からみた世界－

著者は、３人の娘を持つシングルマザーのオーストリア政府高官、キャ

リアウーマンだった。1995 年４月 46 歳の時、著しい疲労感と持病の偏頭

痛の悪化もあり、家庭医の勧めで、頭部の画像診断（ＣＴ、ＭＲＩ）を受

け、神経内科医から、若年性アルツハイマー病の診断を受ける。そして今

すぐ職を辞するべきと忠告される。普通の生活をしていた著者が、いきな

り不治の進行性の脳疾患と宣告された驚き、その後の苦悩、絶望その心理

を正確かつ綿密に綴っている。

この時は、この本の原題“Who Will Be When I Die”の心理状態であっ

たのだろう。その後の自分の病態の状態の記述も、アルツハイマー患者の

体験談として極めて的確で、価値の高いものと思う。例えば「私は一度に

一つしかウィンドウを開けられないし、一つしかアプリケーションを起動

させられない（略）。質問をされる度に、ウィンドウを「開く」ことにな

るので時間がかかってしまう」。何と自身の病態を的確に表現する言葉で

はないか。

だが、この病気の真の救済は何かと問い、その結論として「神による魂

の救済」と述べている点は、実質的に無宗教の日本人としてはどうしても

違和感を持ってしまう。

巻末の、認知症研究の第一人者、故小沢勲先生の解説も大変的確であ

る。彼女の場合、正確にはアルツハイマー病ではなく、前頭側頭型認知症

と現地の神経内科医が診断しているが、社会性が十分保たれている点から

も、それとも異なる非定型タイプと思われるが、それでも学問的な価値が

減ずることなく貴重な作品と評価している。認知症のケアや治療に携わる

医療者や介護者には、ぜひ読んで欲しい１冊である。

③③ It's now or never　－私は早く、Ｃ型肝炎とさよならしたい！－It's now or never　－私は早く、Ｃ型肝炎とさよならしたい！－

～私は国と製薬会社に言いたいです。私の夢を返してください。感染の

事実を知らなかったころ、私の前に広がっていた人生を返してください～

著者の福田衣里子さんは、1980 年生まれ。2001 年、出生時に血液製剤

「クリスマシン」が投与されたことによりＣ型肝炎に罹患したことが判明。

インターフェロン投与などの治療を受ける。2004 年、実名を公表して薬

害肝炎九州訴訟の原告となる。その後、各種講演活動、メディアにも積極

的に登場する。

2009 年８月、衆議院選挙に長崎２区より出馬、見事に当選をはたす。

10 月臨時国会において肝炎救済法案の成立に邁進する。

著者の福田さんの人生を顧みると、生まれてから成人になるまでの 20

年は、女の子らしい感性を持つ、虫とか植物を愛したごく普通の人生だっ

たとも言える。若者らしく自分の生き方探しに苦悶し、大学を中退して欧

州へ一人旅に行く。帰国後のいろんな職へのチャレンジなど、彼女の自立

への歩みを綴っていく。

ところが、突然のＣ型肝炎の宣告。その後は疾風怒濤の波乱の 10 年を

一気に駆け抜けた印象だけれども、やはり「衣里子さん、すごい！」と拍

手を送りたい気持ちが沸いてくる。もっとも彼女の周りにはご両親を始

め、良き理解者に囲まれていた幸運もあると思うが。

以上３作品を読んで、難病にめげず、ひたむきに生きる女性の強さ、た

くましさに改めて感服する。

なお、本年２月 27 日の石川県保険医協会総会記念講演に福田衣里子さ

んをお呼びする予定である。会員多数のご出席を期待したい。

（詳細は本紙２面、記念講演案内参照）

○テーマ─ ○テーマ─ 病と闘う女たち 
喜多　徹（野々市町・内科） 

複眼的に思索する 
読書教室 
複眼的に思索する 
読書教室 
複眼的に思索する 
読書教室 
複眼的に思索する 

26その 
 

読書教室 

①自閉症だったわたしへ
●著者：ドナ・ウィリアムズ（著）、  
　　　　河野万里子（訳）
●出版：新潮社（1993 年刊）

②私は誰になっていくの？
－アルツハイマー病者からみた世界－

●著者：クリスティーン・ボーデン（著）、
　　　　檜垣陽子（訳）
●出版：クリエイツかもがわ（2003 年刊）

● ● ● ● ● ● ● ● ● ●【読んだ本】● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

③ It's now or never
　－私は早く、Ｃ型肝炎とさよならしたい！－
●著者：福田衣里子 （著）、古賀克重 （著）、
　　　　有冨朋礼 （著） 
●出版：書肆侃侃房（2006 年２月刊）
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ト
ラ
と
猫
は
同
じ
ネ
コ
科

に
属
す
る
仲
間
で
す
。
で
も

水
が
苦
手
な
猫
に
対
し
て
ト

ラ
は
水
遊
び
が
好
き
、
ま
た

猫
は
木
登
り
を
し
ま
す
が
ト

ラ
は
し
ま
せ
ん
。
な
ぜ
で

し
ょ
う
か
。
こ
れ
は
沖
縄
県

に
伝
わ
る
話
で
す
。

昔
々
、
猫
は
手
出
し
が
早

く
空
手
が
得
意
で
し
た
。
ど

ん
ど
ん
強
く
な
り
、
と
う
と

う
師
匠
に
な
り
ま
し
た
。
一

方
、
ト
ラ
は
大
き
な
体
の
く

せ
に
弱
虫
で
い
つ
も
み
ん
な

に
い
じ
め
ら
れ
て
笑
わ
れ
て

い
ま
し
た
。

あ
る
日
ト
ラ
は
強
く
な
ろ

う
と
思
い
、
猫
の
弟
子
に
な

り
空
手
を
習
い
は
じ
め
ま
し

た
。
体
が
大
き
く
力
が
強
い

ト
ラ
は
み
る
み
る
上
達
し
ま

し
た
。
強
く
な
る
と
威
張
る

よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
し
て
「
オ
レ
は
も
う
先

生
よ
り
も
強
く
な
っ
た
。
一

度
勝
負
し
て
も
ら
い
た
い
」

と
師
匠
に
勝
負
を
挑
ん
だ
の

で
す
。
猫
は
い
つ
か
は
申
し

込
ま
れ
る
と
覚
悟
し
て
い
た

の
で
、「
わ
か
っ
た
。
そ
れ

で
は
あ
し
た
、
波
の
上
（
那

覇
市
の
地
名
で
い
ま
は
ビ
ー

チ
が
あ
る
）
で
勝
負
し
よ

う
」
と
承
知
を
し
ま
し
た
。

次
の
日
、
ト
ラ
は
「
き
ょ

う
こ
そ
師
匠
を
倒
し
て
こ
の

世
で
一
番
強
く
な
っ
て
や

る
」
と
意
気
込
ん
で
や
っ
て

き
ま
し
た
。
す
る
と
猫
は

「
波
の
上
」
の
が
け
か
ら
突

き
出
た
松
の
木
の
上
で
「
さ

あ
、
ど
こ
か
ら
で
も
来
い
」

と
待
ち
か
ま
え
て
い
ま
す
。

木
に
登
れ
な
い
ト
ラ
は
あ
然

と
し
て
い
ま
す
。
ま
だ
師
匠

か
ら
木
登
り
の
術
を
教
え
て

も
ら
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で

す
。ト

ラ
は
猫
が
下
り
て
く
る

の
を
待
っ

て
い
ま
し

た
が
、
と

う
と
う
し

び
れ
を
切

ら
し
「
い

つ
ま
で
も

木
の
上
に

い
る
わ
け

に
も
い
く

ま
い
。
下

り
た
ら
ど

こ
に
い
よ
う
と
お
前
の
ふ
ん

の
に
お
い
で
見
つ
け
だ
し
、

必
ず
食
っ
て
や
る
ッ
」
と
い

い
す
て
立
ち
去
り
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
と
い
う
も
の

は
、
猫
は
ト
ラ
に
見
つ
か
ら

な
い
よ
う
、
ふ
ん
に
必
ず
土

を
か
け
て
隠
す
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
そ
し
て
師
匠
か
ら

木
登
り
を
教
え
て
も
ら
え
な

か
っ
た
ト
ラ
は
、
い
ま
だ
に

木
に
登
れ
な
い
の
だ
と
い
う

こ
と
で
す
。

ト
ラ
が
木
登
り
で
き
な
い
ワ
ケ（
沖
縄
） 

干
支
の
民
話
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【パズルの解き方】 
カギをヒントにマス目をうめてください。二重
マスの文字をＡ～Ｇの順に並べてできる言葉は
なに？ 

新年号を読まれた方なら、どなたでもご応募いただけます 
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必要事項をもれなくご記入いただいた正解者の中から抽選で
5人の方に、図書カード（2,000円分）をプレゼント

q平たいガラス玉を指先ではじき
当てて取り合う遊び 

y2016年の五輪開催が決まっ
たブラジルの都市 

i犬をかわいがっている人 
!0まるくて細長く、中はから 
!1入り江、入り海ともいう 
!2転ばぬ先の── 

!3過疎（かそ）の反対語は？ 
!5大相撲で力士がふむ 
!7花札で9月札の花は？ 
!8宇宙空間に打ち上げられ、人を
乗せて運航する飛行体 

@1トラの威（い）を借る── 
@3気はやさしくて──持ち 
@4時間の単位。時、──、秒 
@5銀行にお金を預ける人 
@7ノドから胃につづく消化管 

ヨコのカギヨコのカギヨコのカギ

タ
テ
の
カ
ギ

タ
テ
の
カ
ギ

タ
テ
の
カ
ギ

q
前
門
の
ト
ラ
、後
門
の
│
│ 

w
地
味
で
は
あ
り
ま
せ
ん 

e
│
│
は
小
説
よ
り
も
奇
な
り 

r
Ａ
Ｔ
Ｍ
で
預
金
を
引
き
お
ろ

す
│
│
カ
ー
ド 

t
オ
バ
マ
大
統
領
が
受
賞
し
た

ノ
ー
ベ
ル
│
│
賞 

y
物
の
外
形
を
表
わ
す
線 

u
バ
ッ
キ
ン
ガ
ム
宮
殿
が
あ
る

イ
ギ
リ
ス
の
都
市 

i
「
フ
ー
テ
ン
の
寅
」の
俳
優 

o
居
住
用
の
建
物 

!4
日
本
の
│
│
の
単
位
は
円 

!6
し
あ
わ
せ  

!7
ト
キ
は
特
別
天
然
│
│
物 

!9
広
告
の
た
め
に
く
ば
る
紙 

@0
食
品
な
ど
の
新
鮮
さ
の
度
合 

@2
│
│
と
ス
ッ
ポ
ン
の
差 

@3
紅
│
│
。ウ
ー
ロ
ン
│
│ 

@6
口
に
ド
リ
ル
を
入
れ
る
人
。

│
│
医 

@8
朝
ね
ぼ
う
の
│
│
っ
ぱ
り 

@9
モ
チ
を
つ
く
る
道
具
の
一
つ 

モロズミ勝 出　題

トラ年クロスワード
にトライ！！

トラ年クロスワード
にトライ！！

トラ年クロスワード
にトライ！！

A

B

C D

E

F

G

2010年

答え

新 春 新 

［締め切り］2010年1月30日（当日消印有効）

春 クロスワードパズル クロスワードパズル 

〈問題〉 下の絵は上と７カ所のまちがいがあります。どこでしょう。 
 （注…印刷の汚れやかすれ、スクリーントーンの濃淡はまちがいに入りません） 
 （答えは21面） 

まちがい7つのまちがい7つの2010年 新 春 2010年 新 春 



石 川 保 険 医 新 聞 2010年1月15日（毎月15日発行）（24）第453号　（1998年２月６日第三種郵便物認可）

五
月
二
十
一
日
、
フ
ラ
ン
ス

の
セ
ー
ヌ
川
の
河
口
で
あ
る
オ

ン
フ
ル
ー
ル
に
寄
港
し
ま
し

た
。
モ
ネ
、
ブ
ー
タ
ン
な
ど
印

象
派
の
画
家
達
が
逗
留
し
て
絵

を
描
い
た
と
こ
ろ
で
す
。

落
ち
着
い
た
雰
囲
気
の
農

家
、
広
大
な
農
地
、
ポ
プ
ラ
の

並
木
、
そ
し
て
風
情
あ
る
さ
ま

ざ
ま
な
形
の
雲
が
刻
々
と
変
化

す
る
情
景
は
、
印
象
派
の
絵
そ

の
も
の
で
す
。

高
速
道
路
で
約

三
時
間
か
け
て
、

パ
リ
の
セ
ー
ヌ
川

の
遊
覧
船
に
よ
る

ク
ル
ー
ズ
に
行
き

ま
し
た
。
ル
ー
ブ

ル
美
術
館
、
オ
ル

セ
ー
美
術
館
、

ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
寺

院
な
ど
、
こ
の
周

辺
す
べ
て
が
世
界

遺
産
で
す
。

小
学
生
の
集
団

と
、
同
じ
船
に
な

り
ま
し
た
。
ア
フ

リ
カ
系
の
出
身
と

思
わ
れ
る
生
徒
も
五
分
の
一
ぐ

ら
い
は
見
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
が

今
の
フ
ラ
ン
ス
の
現
状
で
あ
る

と
、
ガ
イ
ド
の
説
明
で
し
た
。

橋
を
く
ぐ
る
た
び
に
生
徒
た
ち

の
大
歓
声
が
上
が
り
ま
す
が
、

先
生
た
ち
は
「
静
か
に
せ
よ
」

な
ど
と
野
暮
な
こ
と
は
言
い
ま

せ
ん
。

一
七
八
九
年
か
ら
始
ま
っ
た

フ
ラ
ン
ス
革
命
は
、
ル
イ
王
朝

の
放
漫
な
政
治
に
よ
る
財
政
赤

字
の
上
に
、
ア
メ
リ
カ
独
立
戦

争
へ
の
資
金
提
供
も
一
因
と
な

り
ま
し
た
。
財
政
破
綻
で
、
貴

族
僧
侶
等
や
大
金
持
ち
に
課
税

し
よ
う
と
し
た
も
の
の
う
ま
く

い
か
ず
、
市
民
の
不
満
が
爆
発

し
て
大
暴
動
や
内
戦
状
態
が
長

く
続
き
、
多
く
の
人
々
の
命
が

失
わ
れ
ま
し
た
。
ル
イ
王
朝
の

圧
制
を
排
し
、
フ
ラ
ン
ス
に
近

代
化
を
も
た
ら
し
た
も
の
と
し

て
、
バ
ス
チ
ー
ユ
牢
獄
襲
撃
の

日
、
七
月
十
四
日
を
革
命
記
念

日
と
し
て
、
全
フ
ラ
ン
ス
で
祝

日
と
し
て
祝
い
ま
す
（
パ
リ
祭

と
い
う
呼
称
は
日
本
だ
け
の
よ

う
で
す
）。

フ
ラ
ン
ス
は
電
力

の
八
〇
％
が
原
子
力

に
よ
る
も
の
で
、
そ

の
関
係
機
関
や
企
業

が
大
き
な
力
を
持
っ

て
い
る
と
の
こ
と
で

す
が
、
そ
れ
で
も
最

近
は
風
力
、
太
陽
光

の
電
力
を
電
力
会
社

が
買
い
取
る
制
度
な

ど
が
で
き
た
そ
う
で

す
。五

月
二
十
三
日
、

イ
ギ
リ
ス
の
ド
ー

バ
ー
に
寄
港
し
ま
し

た
。
イ
ギ
リ
ス
が
ロ
ー
マ
教
皇

と
絶
縁
し
た
の
は
十
六
世
紀
前

半
の
こ
と
で
す
。
当
時
の
ヘ
ン

リ
ー
八
世
は
、
隆
盛
を
誇
っ
て

い
た
ス
ペ
イ
ン
か
ら
迎
え
た
王

妃
キ
ャ
サ
リ
ン
と
の
間
に
、
世

継
と
な
る
べ
き
男
児
に
恵
ま
れ

二
〇
〇
五
年
六
月
、
五
十
七
歳
に
し
て
初
め
て
の
海
外
旅

行
で
、
韓
国
の
釜
山
を
訪
れ
た
。
私
が
所
属
し
て
い
る
、
あ

る
団
体
で
十
数
年
続
い
て
い
る
、
年
一
回
の
表
敬
訪
問
に
同

行
し
て
の
旅
だ
っ
た
。

二
〇
〇
三
年
か
ら
翌
年
に
か
け
て
放
映
さ
れ
た
韓
国
ド
ラ

マ
「
冬
の
ソ
ナ
タ
」
で
、
世
の
お
ば
様
方
を
中
心
に
ヨ
ン
様

ブ
ー
ム
が
沸
き
起
り
、
芸
能
・
観
光
な
ど
の
限
ら
れ
た
分
野

と
は
い
え
、
ソ
ウ
ル
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
時
を
凌
ぐ
韓
国
へ
の
関

心
が
高
ま
り
、「
近
く
て
遠
い
国
」
が
、
い
く
ら
か
は
「
近

い
国｣

に
な
っ
て
来
た
こ
ろ
だ
っ
た
。

そ
の
当
時
、
私
が
知
っ
て
い
た
ハ
ン
グ
ル
は
、
日
本
語
発

音
の
「
ア
ン
ニ
ョ
ン
ハ
セ
ヨ
・
カ
ム
サ
ハ
ム
ニ
ダ
・
キ
ム

チ
」
ぐ
ら
い
の
も
の
で
あ
っ
た
。

釜
山
で
の
三
日
間
、
街
中
で
は
ハ
ン
グ
ル
し
か
目
に
し
な

か
っ
た
。
当
然
と
い
え
ば
当
然
だ
が
、
漢
字
も
あ
る
国
な
の

に
、
な
ぜ
使
わ
な
い
の
だ
ろ
う
か
と
い
う
疑
問
が
湧
い
て
き

た
。帰

国
後
に
調
べ
て
み
る
と
、
漢
字
と
ハ
ン
グ
ル
は
長
い
間

併
用
さ
れ
て
い
た
が
、「
ハ
ン
グ
ル
専
用
政
策
」
を
政
府
が

推
進
し
た
結
果
、
今
で
は
ほ
ぼ
ハ
ン
グ
ル
一
色
と
な
っ
た
こ

と
が
分
か
っ
た
。

翌
年
も
再
訪
す
る
こ
と
が
そ
の
時
す
で
に
決
ま
っ
て
い
た

の
で
、
一
年
間
で
何
と
か
ハ
ン
グ
ル
だ
け
で
も
読
め
る
よ
う

に
な
り
た
い
と
思
い
、
さ
っ
そ
く
市
販
の
テ
キ
ス
ト
と
Ｎ
Ｈ

Ｋ
テ
レ
ビ
の
ハ
ン
グ
ル
講
座
で
勉
強
を
始
め
た
。

少
し
は
慣
れ
て
辞
書
を
引
け
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
ろ
に
、

ハ
ン
グ
ル
と
は
ハ
ン
（
偉
大
な
・
大
き
な
）
と
グ
ル
（
文

字
）
の
組
み
合
せ
で
あ
り
、「
偉
大
な
文
字
」
と
か
「
大
き

な
文
字
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

そ
の
時
浮
か
ん
だ
疑
問
が
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ハ
ン
グ
ル
講
座
と

い
う
タ
イ
ト
ル
だ
っ
た
。
語
学
講
座
な
の
に
、
素
直
に
解
釈

す
れ
ば
、
文
字
講
座
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
ど
う
し
て
あ
い

ま
い
な
タ
イ
ト
ル
を
つ
け
た
の
だ
ろ
う
か
。

実
は
、
現
在
世
界
で
唯
一
の
南
北
分
断
国
家
で
あ
る
北
の

「
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
」
と
南
の
「
大
韓
民
国
」、
同

じ
民
族
で
あ
り
な
が
ら
の
対
立
が
、
こ
こ
に
も
影
を
落
し
て

い
た
の
で
あ
る
。

北
は
「
朝
鮮
半
島
・
南
朝
鮮
」、
南
は
「
韓
半
島
・
北
韓
」

と
、
そ
れ
ぞ
れ
に
呼
称
を
異
に
し
て
い
る
。

北
は
「
朝
鮮
」、
南
は
「
韓
」
に
こ
だ
わ
り
を
持
っ
て
い

る
の
で
あ
る
。

そ
の
た
め
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
講
座
開
設
に
あ
た
っ
て
は
、「
朝

鮮
語
講
座
」
あ
る
い
は
「
韓
国
語
講
座
」
で
は
、
両
国
は
決

し
て
受
け
入
れ
る
こ
と
が
で
き
ず
、
結
局
、
妥
協
策
と
し
て

国
名
を
冠
し
な
い
講
座
名
と
な
り
、
こ
の
タ
イ
ト
ル
問
題
だ

け
で
二
年
間
、
放
送
開
始
が
遅
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

ち
な
み
に
私
の
先
生
は
、
韓
国
の
蔚
山
（
ウ
ル
サ
ン
）
出

身
の
方
な
の
で
、
韓
国
語
サ
ー
ク
ル
と
い
う
名
称
を
使
っ
て

い
る
。

こ
の
サ
ー
ク
ル
に
入
っ
た
き
っ
か
け
は
、
二
度
目
の
釜
山

行
き
で
韓
国
に
対
す
る
興
味
が
湧
き
、
市
の
文
化
交
流
事
業

の
一
環
と
し
て
の
韓
国
語
講
座
を
受
講
し
た
こ
と
だ
っ
た
。

講
座
終
了
後
、
さ
ら
に
勉
強
を
続
け
た
い
と
い
う
人
た
ち

の
集
ま
り
で
で
き
た
の
が
、
こ
の
サ
ー
ク
ル
で
あ
る
。

早
い
も
の
で
、
四
年
目
に
入
っ
た
。
週
一
回
、
い
つ
ま
で

た
っ
て
も
う
ま
く
な
ら
な
い
発
音
の
難
し
さ
に
冷
や
汗
を
か

き
つ
つ
、
生
涯
学
習
の
つ
も
り
で
六
十
の
手
習
い
を
続
け
て

い
る
。

ハ
ン
グ
ル
と
の
出
会
い

新
保　

明
（
能
美
市
・
歯
科
）

河野　晃（金沢市・小児科） 

8
フランスのオンフルール、イギリスのドーバーに寄港して 

原
稿
募
集
中

趣
味
や
旅
行
記
、
医
療
・
福
祉
に
関
し
て
や
平
和
、
環
境
問
題
に
つ
い
て
な
ど
、
会
員
寄
稿
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
事
務
局
の
杉
野
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
0
7
6
（
2
2
2
）
5
3
7
3

会員リレーエッセー         ◆◆ 125◆◆

ず
、
ロ
ー
マ
教
皇
に
離
婚
を
願

い
出
た
も
の
の
、
教
義
に
反
す

る
と
し
て
拒
絶
さ
れ
た
の
で
、

ロ
ー
マ
教
皇
の
カ
ト
リ
ッ
ク
と

は
絶
縁
し
て
、
イ
ギ
リ
ス
国
教

会
を
一
五
三
四
年
に
創
設
し
た

の
で
す
。
そ
し
て
離
婚
結
婚
を

繰
り
返
し
て
、
六
人
の
王
妃
を

持
つ
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
時

の
流
れ
に
合
わ
な
く
な
っ
た
王

妃
や
側
近
の
多
く
が
処
刑
さ
れ

た
と
の
こ
と
で
す
。
今
の
時
代

か
ら
思
え
ば
ひ
ど
い
王
様
だ
と

思
い
ま
す
が
、
イ
ギ
リ
ス
で
は

ヘ
ン
リ
ー
八
世
即
位
五
百
年
と

い
う
こ
と
で
、
今
年
は
さ
ま
ざ

ま
な
記
念
行
事
が
あ
る
よ
う
で

す
。そ

の
イ
ギ
リ
ス
国
教
会
の
総

本
山
が
、
カ
ン
タ
ベ
リ
ー
大
聖

堂
で
す
。
重
厚
な
外
観
、
高
い

天
井
と
林
立
す
る
柱
が
荘
厳
な

印
象
を
与
え
ま
す
。
大
き
な
ス

テ
ン
ド
グ
ラ
ス
も
見
事
で
す

が
、
ス
ペ
イ
ン
で
見
ら
れ
た
金

を
塗
り
重
ね
た
装
飾
は
み
ら
れ

ま
せ
ん
。

イ
ギ
リ
ス
で
は
ユ
ー
ロ
が
通

用
せ
ず
、
ポ
ン
ド
で
の
支
払
い

で
す
。
消
費
税
は
一
五
％
で
す

が
、
書
籍
、
食
料
品
、
子
ど
も

の
た
め
の
商
品
は
非
課
税
だ
そ

う
で
す
（
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
に
は

課
税
）。
美
術
館
、
博
物
館
は

無
料
で
す
。

仏
、
英
、
独
で
共
通
す
る
田

園
の
景
観
は
、
ど
こ
ま
で
も
続

く
起
伏
の
ゆ
る
や
か
な
丘
の
上

に
、
小
麦
畑
や
広
大
な
牧
草

地
、
羊
や
牛
が
放
牧
さ
れ
て
い

る
光
景
で
す
。
日
本
と
異
な

り
、
道
路
沿
い
に
商
業
的
看
板

は
な
く
、
山
が
少
な
く
川
の
流

れ
が
ゆ
る
や
か
で
、
農
業
牧
畜

が
盛
ん
で
あ
る
こ
と
が
見
受
け

ら
れ
ま
し
た
。

囲 碁

（解答は21面にあります） （解答は21面にあります） 

持
駒
　
角
金 

黒先　5分で1、2級以上 
〈ヒント〉 コウでは失敗です。ダメヅマリ 
 にして無条件で仕留めます。 

〈ヒント〉5手目にうまい角捨てあり。 
 10分で1級 

■出題　九段　石榑郁郎 
■出題　九段　西村一義 

123456

一 

二 

三 

四 

五 

六 

初級編 初級編 

桂 
桂 
玉 

歩 

歩 
歩 

桂 

歩 歩 角 

エッフェル塔（1889年完成）

カンタベリー大聖堂




